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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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口絵・本文イラスト／ゆーげん







序章







　二年ぶりに訪れた第三王都は、ずいぶんと様変わりしていた。

「これは……」

　もともと、我がバハイラム王国の都市は、いずれもが急速に発展しつつあり──景観が変わるのは、特に珍しいことではない。

　たとえば──私の記憶の中にある最も初期の第三王都の景観は、ずいぶんと素朴で、建物といえば土壁や煉れん瓦がで作られた平屋が、見渡す限りに並んでいるだけだった。

　王都といってもエルダント帝国のように巨大で威圧的な城もなければ、華美な装飾を施された商店の類いもない。必要にして十分、遊牧民に祖を発し、質実剛健を旨むねとするバハイラム王国の気風がよく表れた街だったと記憶している。

　だが、この十年余りで我がバハイラム王国は急速に力を付け、諸外国からさまざまな分野の技術者を招いてきた。建築技術にもめざましい進歩があり、今では大通りの左右に五階建てか、それ以上の高さの建物が、まるで塀をなすかのように並んでいる。鉄の骨組みと混凝土コンクリートを用いることにより、強度を高め、階層を重ねることができるようになったということだった。これは外国から招かれたドワーフの職人達がもたらした技術だそうだ。

　結果……むしろ今の第三王都では旧来の形式である平屋を見かけることの方が少ない。

　通りを歩いていると、密に立ち並ぶそれらの高層建築のおかげで、まるで谷底にいるかのような印象を受ける。

　ただ、この点は二年前も同じだ。

　街の風景から受ける印象が大きく変わったのは──それらの建物、バハイラムの発展の象徴たるそれらが、あちらこちらで傷いたんでいるのが分かるからだ。

　壁には亀裂が走り、わずかながらも傾いているものもある。荒廃──というほどにひどいものではないが、もともと整然と定規で線を引いたかのような風景だっただけに、わずかな歪ゆがみや綻びが如実に分かる。

　いったい、これはどうしたことか。

　真新しいはずのすべての建物が、まるで百年を経たかのような老朽ぶりにも見える。

「──お姉様？」

　私が眉を顰ひそめて街を眺めていることに気付いたのだろう──隣を歩くクラーラが首を傾かしげて声を掛けてくる。彼女はいつも通りに無表情だが、わずかながらも戸惑うような様子が感じ取れる。クラーラもまた、この街の変わりようを怪け訝げんに思っているのだろう。

「いや。何か、建物が傷んでいるように見えるのでな」

「──ああ。『地震』のせいです」

　私達の三歩ばかり前を歩いている兵士がそう言ってきた。

　まだ若い、人間種族の少年兵で、階級としては私やクラーラよりも下だ。所属はこの第三王都防衛隊で、各種報告のために軍総司令部に向かう私達を、案内してくれている。

「……地震？」

　聞き慣れない単語に、私は眉を顰める。私にとってそれは、意味を知ってはいるものの、なんら実体験を伴わない──概念だけの言葉だった。

「はい。地面が揺れるんですよ。こう、小刻みに」

　肩越しに振り返りながら、少年兵はそう言ってきた。

「道に立っていても、鱗うろこ車ぐるまに乗っているかのような感じで……」

「地面が揺れる……」

　今ひとつ想像がつかないのだろう。クラーラが首を傾げている。

　それは私も同じだった。地面とは盤ばん石じやくなものだ。ゆらゆらと不安定に揺れるようでは家屋一つ建てることもできまい。いや──だからこそ、傾いている建物や、亀裂を生じている建物が目立つのか。

「この一年余りでやたら増えて。最近は我々も慣れてきましたが」

　と苦笑交じりに少年兵は言ってきた。

「……頻発しているのか？」

　これは、驚くべき事実だった。

　この第三王都のある土地が、もともと地震のよく発生する場所──というわけでもないだろう。そんな場所に背の高い建物を安易に建てるほど、ドワーフの建築技師達も馬鹿ではあるまい。倒壊すれば間違いなく大惨事だ。

　少年兵の言葉通り、地震はこの一年余りで、突然、頻発するようになったのだ。

　これは何が原因なのか。

　いや、天変地異に理由などないのかもしれないが──

「たいていはすぐに収まるので」

　と少年兵は気やすく──慣れた者の余裕を感じさせる口調でそう言った。

「建物は修繕の繰り返しですけれどね」

「今ひとつ追いついていないようだが」

　傍らの建物にひときわ大きく入った亀裂を見ながら、私は言った。今すぐ倒壊するような『傷』ではないためか、すべての建物を即座に修繕しているわけではないようだ。当初はどうだったのか分からないが……今は、頻発する地震への慣れによって、街全体の危機感が薄まっているということか。

　私は何か言いようのない不安を覚える。

　原因が分からない以上、地震はこれからさらに回数が増えるのか、減るのか、規模が拡大するのか縮小するのか、激しさを増すのか減らすのかも、分からない。最悪を想定して行動するのは軍人の常なのだが、この第三王都の者達は違うのだろうか。

（あるいは──）

　この第三王都は、他の王都にはない特殊な点が一つある。

　駐留軍も通常の軍団や部隊とは別に、特殊性と専門性の高い部隊が一つ置かれていて、彼らの──〈墓守隊アンダーテイカーズ〉発言力が大きいと聞く。彼らが自分達の任務に絡んで第三王都の運営方針に干渉しているのかもしれない。父王直属の精鋭部隊だけに、政務官達も逆らい難がたい部分があるのだとか。

　そんなことを考えていると──

「──だから、そんなことを言われても困ります！」

　ふと、怒りの滲にじむ叫び声が耳に飛び込んできた。

　私は足を止めて、声のした方を振り返る。

「……ふむ？」

　分岐路の一つに、数台の大型羽車が停まっているのが見えた。牽けん引いんに灰色の大型鳥を使っていることからも、車の造りから見ても、バハイラムのものではあるまい。

　おそらくは、外国の商人の率いる商隊だろう。

　バハイラム王国は急速に発展してきた結果、出入りする外国人の数も増えた。特に商人達の多くは金にさえなれば取引相手を選ばないうえ、昨今は複数の国家にまたがって商売をしている者も増えてきたとかで……対立国たるエルダント帝国の商人すら、出入りしていると聞く。表向きは第三国を経由しているので、エルダント帝国への裏切り行為にはならないとかなんとか。

　むしろ、公的な交流がないということは、それだけ人や物の流れが制限されているということであり……上手くやれれば一国を相手に独占的な利益を得られる。エルダント帝国の商人達は、だからこそ積極的に交易を求めてバハイラム王国にやってくる。

「……『フォグロン商会』」

　数台並んだ大型羽車の側面には、そう記されていた。

　聞き覚えのある名前だ。

　エルダント帝国でも屈指の規模の──それも珍しくエルフが運営する商会であるとか。

　基本的にエルダント帝国ではエルフ、ドワーフ、あるいはウェアウルフ、リザードマン、といった亜人種は、人間に比べて一段低い身分に位置づけられているが、それでもなんらかの功績を認められて、貴族的な立場に成り上がる者はいる。確かフォグロン商会の創始者も、そうした例外的なエルフの一人であったはずだ。

「何か揉もめているみたいですね」

　とクラーラがぴんと立てた耳をわずかに動かして言う。

　確かに、我がバハイラム軍の兵士と、そのフォグロン商会の者らしき数名のエルフが押し問答をしているようだった。よく見れば兵士達の軍服は私達の案内をしてくれている少年兵とは所属を示す紋章の色が異なる。

「〈墓守隊アンダーテイカーズ〉ですね──〈竜の巣〉の警備兵です」

　と少年兵が言ってきた。

「なんだか連中、最近、ぴりぴりしてるみたいで」

〈竜の巣〉とは、この第三王都の中心部にある軍の施設であり──ここは軍司令部を介さず、父王の直轄たる〈墓守隊〉が管理している。第三王都の特殊性とはつまり、この〈竜の巣〉の存在に由来するのだ。

　いや。むしろ第三王都がこの地に定められたのは、定期遷都の都合ではなく〈竜の巣〉があったから──とも言われている。〈竜の巣〉はバハイラム王国の発展に大きく寄与しているとのことで、我が国でも屈指の……おそらくは最重要拠点なのだ。

　だからこそ、その管理者たる〈墓守隊〉は、組織の基本構造は同じであっても、軍の他の部隊とは命令系統が異なる。もともとは父王の親衛隊から派生した組織であり、兵達の気位も高い。そのため一般兵達との間では、しばしば軋あつ轢れきを生じさせているという話も聞き及んでいた。少年兵の口調にも、相手を疎うとむような、忌いま々いましげな響きが感じられる。

　だが──

「アレは……？」

　私が引っかかったのは、そこではなかった。

　フォグロン商会の先頭に立って、〈墓守隊アンダーテイカーズ〉の警備兵相手に何事かを捲まくし立てている人物。驚いたことにそれは女性だった。しかも──

「……ミュセル……さん？」

　クラーラが、わずかながらも驚きを声に滲にじませて呟つぶやいた。

　そう。確かにその女性の容姿は、我々の知る人物と酷似していた。

　髪型や衣装こそ異なっているが、目鼻立ちが他人とは思えないほどにそっくりなのだ。単に同じエルフの尖とがり耳を備えているというだけでない。私と姉のジジレアや妹のエルビアが容姿の上での共通点が多いのと同様──なんらかの血縁を感じさせるほどの似通い方だった。

　だが、あの娘が──ミュセル・フォアランがこんなところにいるはずがない。

　彼女はエルダント帝国の客分たる異境人カノウシンイチの屋敷で働くメイドだ。商隊を率いてこんなところまでやってくることはないだろう。

　それに……常に何かに怯おびえているような、そんな気の弱そうな雰囲気があったミュセル・フォアランに比べると、そのエルフの女の雰囲気は正反対──兵士数名を相手に、強気の口調で言い争っているようだ。

　やはり別人なのだろう。他人の空似というやつか。

　しかし──

「お姉様……」

「さすがに見て見ぬふりというわけにもいくまい」

　我々がこの第三王都にやってきたのは、遷都に伴う幾つかの業務引き継ぎのためだが……上官に出頭するのを命じられた刻限までには、まだ少し余裕がある。私はクラーラと頷うなずき合うと、その言い争う両者のところへと近づいていった。

「──だから発注をかけてきたのはそちらでしょう？」

　エルフの女商人は、そう言って一枚の書類を掲げる。

「ここに発注書もあります。そちらの印の入った正式な──」

「状況が変わったと言っているのだ」

〈墓守隊〉の警備兵は、こちらも苛いら立だちを滲ませた口調で相手の台詞せりふを遮る。

「今、その荷を受け取るわけにはいかない。発注した者と連絡がとれない以上は──」

「そんなのはそちらの事情でしょう？　私達は期日通りに荷を運んできたんですよ？」

「だから、後日──」

「出直せと？　近所の使いに子供を遣やるのでもあるまいし。一日長く滞在すれば、それだけ余分にお金がかかるんです！　その分を払ってもらえるんですか？」

「いや、それは……」

　…………

「──ふむ？」

　不謹慎だが、私は少々面白いと思った。

　ミュセルに似た女エルフの強い口調に、〈墓守隊アンダーテイカーズ〉の警備兵達が気け圧おされているのが分かったからだ。どうやら正当性は相手にあることが分かっているらしく、警備兵達の反論の口調には勢いがないというか、躊ちゆう躇ちよが垣かい間ま見みえる。

　どうやら、バハイラム軍が──というより〈墓守隊〉が、フォグロン商会に対して発注した商品を、受け取ることを拒否しているらしいのだが。

　つい最近、大規模な汚職軍人の粛清があったばかりで、バハイラム軍の内部では大幅な人事異動が行われている。これは独立性の高い〈墓守隊〉も例外ではなかった。結果として引き継ぎされないまま宙に浮いてしまった案件というのも少なからずあって──これも、その一つなのかもしれない。

「少し──良いか？」

　私が声を掛けると、私の衣装を──とりわけ位階章を見た警備兵達が居住まいを正して敬礼してくる。〈墓守隊アンダーテイカーズ〉の兵と一般兵は命令系統が異なるうえ、両者の間には前述の通り軋あつ轢れきがあるが、同じ軍の兵士である以上、階級を無視するわけにはいかない。
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　むしろ──彼らは明らかにほっとしたような表情を浮かべていた。どうやらこのフォグロン商会の女エルフにはずいぶんと手を焼いていたらしい。階級面から『責任者』たり得る者が──面倒事を押しつけられそうな相手が来た、とでも思っているのだろう。

「貴女あなたが責任者ですか？」

　女エルフが溜ため息いきを一つついてから、こちらに目を向けてくる。

　改めて向かい合うと、本当にミュセル・フォアランにそっくりである。ただしその眼まな差ざしは強い光を宿しており、気の強さが全身から滲にじみ出てくるかのようだった。むしろこの辺りはミュセル・フォアランとまったく逆だ。

「いや。期待されているところを悪いが、私は責任者ではない。ただの通りすがりだ。ただ、少々貴女に聞きたいことがあったので声を掛けさせてもらった」

「私に聞きたいこと？」

「ミュセル・フォアランという娘をご存じか？」

「…………!?」

　私の言葉に、その女エルフは驚いたように目を丸くしていた。

　どうやら知らない名ではないらしい。やはり血縁者なのだろう。

「貴女がそのミュセル・フォアランという娘にそっくりだったのでな」

「貴女は、ミュセルを──私の娘をご存じなのですか？」

「娘……？」

　クラーラが驚いたように呟つぶやく。だが私はむしろその一言で合が点てんがいった。

　エルフは、とにかく老いにくい──肉体の最盛期が長いというが、どうやらこの女エルフはミュセルにそっくりでも、年齢は一回り以上、上なのだろう。我々の感覚からすれば双子の姉妹と言われても違和感がないが。

「以前、彼女の勤める屋敷に何日か世話になっていたことがある」

「バハイラムの軍人である貴女が？」

　眉を顰ひそめて女エルフはそう尋ねてくる。

　確かに彼女はミュセル・フォアランのことを知っているのだろう。私達は今まで彼女がエルダント帝国の住人であるということを、一言も口にしていないのだから。

「その辺りは少し複雑な事情があるのだが──」

　元を辿たどれば私達がカノウシンイチをエルダント帝国から誘拐したところまで話さねばならなくなる。部外者に任務のことについて詳細に伝えるのはさすがに良くないだろう。さらに私が上官にも秘密で行っている『副業』──カノウシンイチの提供するオタク文化商品の密輸入──にまで言及するわけにもいかない。

「その際にミュセル・フォアラン個人にも何かと世話になった」

　私というよりもクラーラが──だが。

　カノウシンイチの屋敷に潜伏中、彼女はミュセルの遠縁の親戚ということにして、エルダント帝国の追及を逃れていたのだ。私はといえば、髪の色を変えて妹のエルビアのふりをしてごまかしていた。

「……ともあれ」

　私は〈墓守隊アンダーテイカーズ〉の警備兵達に目を向けて言った。

「見たところ、このフォグロン商会に我が軍が何か発注をかけたのは事実であるようだが──受け取れないとはどういうことだ？　発注責任者の引き継ぎがなされていないのか？　上官に連絡は？」

「それが……」

　警備兵達は、顔を見合わせて困惑の表情を浮かべる。

　階級が上とはいえ、管轄の違う相手に事情を説明して良いのかどうか判断しきれない、といったところか。だがこのままでは埒らちがあかないと思ったのか、いちばん年とし嵩かさらしい者が一人、顔をしかめて言った。

「今、連絡がつかなくて」

「連絡がつかない？　貴殿らは〈墓守隊〉の──〈竜の巣〉の警備隊だな？」

「は──〈竜の巣〉第二警備隊であります」

　警備兵はそう認めた。

　彼はエルフの商隊の方を一いち瞥べつしてから、こう続けた。

「上官の許可なく部外者を施設内に招き入れることはできず……」

「なるほど、そういうことか」

　前述の通り〈竜の巣〉は我がバハイラムの最重要拠点であり、ひいては最高軍事機密の一つである。だからこそ普段は〈墓守隊〉以外の者はいっさい、立ち入ることができない。ましてや軍人でもなくバハイラムの民でもない者を、迂う闊かつに近づけるわけにはいかない、ということだろう。だがその一方で……〈竜の巣〉の関係者がこのフォグロン商会に物資を発注していたのならば、当然、その荷の納品をするためには特別許可を出して、〈竜の巣〉の中にまでこのエルフの商人達を招き入れねばならない。さもなくば運搬のための人員を何十人か確保して引き取るかだ。だが〈竜の巣〉関連の物資である以上、機密性が求められるだろう。一般人も当たり前のように往来するこの路上に、問題の物資を長々と積み上げておくわけにもいかない。何より通行の邪魔だ。

　だが現場の、権限のない警備兵ではその辺りの判断ができず、しかも何故か上官とも連絡がつかないため、せっかく、荷物を運んできた商人達を追い返さざるを得ない……という状態になっているらしい。

「──どういうことですか？」

　と女エルフが尋ねてくる。

「説明しにくいのだが──ああ……名を聞いても良いか？」

「ファルメル。ファルメル・フォグロンです」

　と女エルフは──ファルメルは言った。

　ミュセルと姓が違うのは、何か事情でもあるのだろうか。

　いや。それよりも──

「フォグロン……？　では、このフォグロン商会の」

「一応、会長ということになります」

　苦笑を浮かべてファルメルが言った。

「バハイラムでの、それも軍相手の大口取引はこれが初めてだったので、私も同行したんですが……こんなことになるなんて」

「ふむ……」

　私は顔をしかめて唸うなった。

　さすがに私も〈竜の巣〉絡みでは管轄が違うので、勝手な真似はできない。

　かといって、このまま立ち去るわけにもいくまい。どうしたものか。

　そんなことを私が考えていた──そのとき。




「──!?」




　一瞬──何が起こったのか分からなかった。

　音が先であったか。光が先であったか。

「なっ──」

　閃せん光こうと爆音が私達の周囲を満たした。

　猛烈な光と音の氾濫が、我々から一時的に視覚と聴覚を奪う。

　思わず立ち尽くす我々を次に襲ったのは──震動だった。

　我々の立っていた地面が、盤石であるはずの大地が、激しく揺れ動いたのだ。

「──くっ!?」

　思わずその場に膝をついて辺りを見回す。

　ゆっくりと回復を始めた視界に、震える第三王都の風景が映った。通りのあちらこちらに亀裂が走り、それは路面の上に留とどまらず、周囲の建物の壁にまで及んでいる。いや。それどころか幾つかの建物が傾き、崩れ、あるいは瓦が礫れきを落とすのも見えた。

「これは……！」

　これが、地震か。

　だが先に、案内役の少年兵から聞いていたそれよりも、明らかに被害が大きい。それに地震だけでは閃せん光こうや爆音には繫つながるまい。火薬や油あぶら樽だるにでも火が付いたのかもしれないが、それが第三王都全体で同時に──とも考えにくい。どうやら爆発はこの第三王都全体に生じているようなのだ。それも立て続けに。

　これは違う。単なる地面の揺れでは説明がつかない。

　私のそんな考えを裏付けるかのように──

「火がっ!?」

　誰かが叫ぶ。

　同時に風景の陰影が……視界の中の光と影の分布が一瞬にして大きく変化していた。強烈な光源が幾つも同時に発生したのだろう。四方八方から光を浴びて、地面の上に刻まれる我々の影が、幾つもに分かれていた。

「……なんだ!?」

　もう一度、周囲を見回すと……街のあちこちで炎の柱が噴き上がるのが見えた。

　単に火事が生じているわけではない、文字通り炎の柱だ。地面の割れ目から猛烈な勢いで火が噴き出ている。横に広がるよりも上へ上へと伸びているので、赤い──いや、紫がかった光を放つ柱のようにも見えるのだ。

　しかも──

「熱っ……」

　クラーラと案内役の少年兵が短く呻うめく。

　炎の柱から熱風が吹き付けてくるのだ。何もせずに佇たたずんでいれば、肌に火傷やけどを負いかねないような熱さだった。

　これもまた単なる火事ではなかった。

　通常……火事となれば炎よりも煙の方が膨れ上がるのが早い。だが煙はほとんど見えず、眩まばゆく光る炎の柱がまず目立つ。それらは何本も──いや、何十本、何百本と第三王都のあちこちにそびえ立ち、大量の火ひの粉こを周囲に振りまいている。

「〈竜の巣〉が──」

〈墓守隊アンダーテイカーズ〉の警備兵が叫ぶ。

　彼らが驚きよう愕がくの表情で指し示す方へと目を向ければ……ひときわ大きな炎の柱が、第三王都の中央部に立ち並んでいるのが見えた。あれは確かに〈竜の巣〉のある辺りだ。多少の距離があるので、正確な大きさは分からないが、おそらくはあれの一本一本が、家屋を丸ごと吞のみ込むほどに大きいのだろう。

　何にしてもまずい。

　これは──間違いなく大災害だ。

「逃げるぞ、避難だ！」

　私は立ち上がると、咄とつ嗟さに〈墓守隊アンダーテイカーズ〉の警備兵達へそう命じていた。

「〈竜の巣〉から離れろ！　可能ならいったん、街の外まで出ろ！」

　避難命令は私の権限を大きく逸脱するが、ここで手をこまねいていては間違いなく大量の死傷者が出る。私は案内役の少年兵の方を振り返り、さらに叫んだ。

「民にもそう伝えろ！　全員、退避！」

「はっ──」

　警備兵達も、少年兵も、私の命令に素直に従ってくれた。

〈墓守隊〉の警備兵達の方は──上官と連絡がつかない状態だからだろう。持ち場を離れたとしても、階級が上の者に命じられたとあれば、責任は問われないと考えたのだ。

　私は続けてフォグロン商会のエルフ達の方に目を向ける。

「貴方あなた達も──」

「そうは言ってもこの荷が」

　あろうことか、ファルメル・フォグロンは避難を躊ちゆう躇ちよしていた。

　他の──彼女が率いてきたであろう商人達、その多くはエルフだったが、彼らもまた荷を置いて逃げることに難色を示していた。

「荷物と命とどっちが大事だ？」

　自分でも苛いら立だちが滲にじんでいると分かる声で私は一喝する。

　だが──

「どっちも大事です！」

　ファルメル・フォグロンはきっぱりとそう言った。

　見上げた商人根性だ。だがこの場においてそれは褒められたものではない。命にも等しい大事なものなどないだろう。あるとしてもおそらくそれは錯覚だ。死んでしまえば大事だと感じることさえできない。

「何が起きたか分からないが、逃げなければ──」

　そこまで私が言った、そのとき。

「──!?」

　さらにもう一度大きな揺れが私達を襲った。

「ああっ！」

　クラーラが珍しく慌てたような叫びを上げた。

　私達と、そしてファルメル・フォグロン達の間──轍わだちと靴底で固く踏み固められたはずの路面に──まるで割って入るかの如く亀裂が走った。稲妻のように折れ曲がる地面の裂け目に、小石や瓦が礫れきが転がり落ちていく。もちろん、それそのものは飛び越えられないほどの幅ではないのだが、次の瞬間、そこから炎の柱が何本も連なって噴き上がってきた。

「うっ──」

　浴びせかけられる熱風に私達は腕を掲げ、顔を庇かばって一歩退く。

　炎の柱は密に生えそろっており、それはもう柱というより柵──いや壁のようにすらなっていた。それらの間から向こう側の風景は透かし見ることができるが、熱のせいで、蜃しん気き楼ろうのようにそれは歪ゆがんで見えた。

　さらに──地割れの影響で、幾つもの建物が根元から崩れ、瓦礫となって積み重なっていく。広かった通りのあちこちが塞がれて、炎の柱を迂う回かいするのも難しい。

　まずい。完全に分断された。

　ファルメル・フォグロン達は私達よりも〈竜の巣〉側だ。

　つまり彼女らはまっすぐこの第三王都から避難することができない──

「会長っ！」

　亀裂と瓦礫と火炎の向こうで、エルフの商人達が悲鳴じみた声を上げるのが聞こえた。

　どうやらファルメル・フォグロンの指示を仰ごうというつもりなのだろう。

　しかし……商人としての彼女がどれだけ優秀なのか私は知らないが、この場で必要なのは商才の類いではないだろう。彼女に、この危機的状況に対処できる能力が備わっているとは思えなかった。

「──ん？」

　炎で歪む風景の中。

　何故か、奇跡的にとでも言うべきか、ファルメル・フォグロンの姿だけはなんらねじ曲げられることなく私の目に映った。もとより同性の私から見ても美しい女性だが、今の彼女の姿は、それだけではない──何か筆舌に尽くし難がたい、異様な何かを帯びていた。

　まるで熱すらもが怯おびえて触れるのを躊躇ためらうかのように。

「…………」

　降り注ぐ火ひの粉この中で悠然と佇たたずむファルメル・フォグロン。

　全身から放散される精気とは裏腹に、その白い顔の真ん中で、大きな双そう眸ぼうが虚うつろな光を湛たたえて虚こ空くうを見据えている。大規模な魔法を使う際、極度に集中する魔法使い達と雰囲気が似ているが……何か違う。違うと分かる。

　ゆっくりと彼女は指を開き、両腕を空中に差し伸べる。

　虚空から降ってくる、しかし我々には見えない何かを受け止めようとするかのように。

「あれは──」

「…………」

　びくりとファルメル・フォグロンが身を震わせる。

　その直後──彼女は、両手を下ろして私達の方に向き直った。その双そう眸ぼうには明らかに理性の色がある。突然の緊急事態を前に錯乱したというわけではなさそうだ。

「そこの！　バハイラムの軍人さん！」

　ファルメル・フォグロンは轟ごう々ごうと唸うなる炎の柱に負けぬようにと大声で言った。

「私達のことか!?」

　私も声を大きくして叫び返す。

「貴女あなた達は、娘の勤め先にしばらくいたとおっしゃいましたね？」

「それは──」

　突然何を言い出すのか。今この場で問い質たださねばならないようなことだろうか。

　私は彼女の意図が分からず眉を顰ひそめたのだが──

「ならばシンイチさんのことをご存じですね？」

「……!?　それはもちろん、知っているが──」

　やはり彼の名が何故ここで出てくるのかが分からない。

　しかし私の当惑には気付いているのかいないのか、ファルメル・フォグロンは構わず言葉を続けてきた。

「彼を連れてきてください！」

「何だと？」

「私は『先さき見み』の力があります！」

　ファルメルは、はっきりとそう言った。

　先見──つまりは預言者か。

　一般的な技術体系として確立した魔法とは別に、ごくごくたまにだが、特殊な──伝授も承継もできない、きわめて個人的で特別な魔法を扱う者がいるという。宗教関係者の間では預言者と呼ばれるような者達のことだ。

　彼らの能力は、たいていの場合に本人にも細かく制御ができない。だからたとえば『先見』の魔法を扱う者も、常に未来を子細に把握しているわけではない。未来を見ようと思い立ったら自由自在に見ることができるというわけでもない。それは発作的なもので、だからこそ『予言』ではなく『預言』……神やそれに類する存在から預かるものだとされている。

　ただ、自分の人生や世界の運命に関する要所要所で、彼らは重要な──『鍵』となるような未来の場面を、目にするという。

　ファルメルの『先見』の力が、この危機的状況の解決策を見いだしたのか。

　しかし──

「彼が来れば！　この事態は収まります！」

「…………」

　私は、思わずクラーラと顔を見合わせる。

　それはいったい、どういうことか。

　もちろん、私達はカノウシンイチという人物を知っている。よく知っている。

　確かに彼は大した男だとは思うが、それは異世界文化の伝道師としてであって、身体能力としてはごく平凡な一個人に過ぎない。彼を一人この場に連れてきたところで、事態を収拾させることが可能だとは到底思えない。

「お願いします！」

　だが、炎の柱越しに見えるファルメルの表情は真剣そのものだった。

　そして、彼女に従っている他のエルフ達も、彼女のその突飛な発言に異を唱える様子はない。少なくとも彼らはファルメルの先さき見みの能力が本物であり、その預言が正しいと──カノウシンイチを連れてくれば事態が解決すると信じているらしかった。

「……お姉様」

　クラーラもまた困惑するかのように私の顔を見つめてくる。

　私は、しばし躊ちゆう躇ちよしていたが──

「分かった！」

　ファルメルに対して大声でそう告げる。

　この場において、私達がファルメル・フォグロンやその部下である商人達を救出する手段はない。またこの炎の柱や瓦が礫れきを排除する手段もない。住民の避難はすでに軍の主導で始まっているであろうし、もともと任務の報告と引き継ぎに絡んでこの地を訪れた我々──つまりよそ者の立場では、避難誘導の手助けも難しい。

　ならば私達は私達にしかできないことをすべきだろう。

「できるだけ急いで彼を連れてくる！　それまでどこか安全な──いや〈竜の巣〉に避難していてくれ！」

　重要軍事拠点でもある〈竜の巣〉は、おそらくこの第三王都でも屈指の頑強さを誇る施設であるはずだ。位置的な分かりやすさも併せて考えれば、避難する先として他にこれに優る場所はないだろう。〈墓守隊アンダーテイカーズ〉もさすがにこの状況下で部外者や一般市民を排除はすまい。

「お願いします！」

　自分の『先見』について、絶大な自信があるのだろう──炎の柱の向こうでエルフの女商人が、汗を浮かべた顔で満足げに笑うのが、見えた。





第一章　嵐の前の静けさ？







　敵に追われ、追われて逃げ続け、辿たどり着いた──地の果て。

　文字通り大地は目の前で途切れ、毒々しい紫色の液体が、緩やかに波打ちながらマサトの行く手を阻んでいた。

　それが『海』であるのだと、マサトは一瞬、分からなかった。

　マサトの知る海とはまったく違う。波打ち際には常にぶくぶくと泡が生まれては弾け、異臭が──瘴しよう気きが辺りに立ち込めている。おそらく生身で浸かればただではすまないだろう。動物の骨が波打ち際に幾つも並んでいるのは、肉と皮はすべて溶けて流れてしまったからではないか。

　見た目通りの猛毒たる海。

　ここを渡る術すべは今のマサトにはない。

「くっ──」

　マサトは口元を押さえながら傍らの少女を振り返る。

「……？」

　名もなき少女は……怪け訝げんそうに首を傾かしげる。

　追い詰められたがゆえの怯おびえや焦りとは別に、今この場でマサトが何に驚いているのか分からない、といったふうな表情である。

　この世界に生まれ育った彼女には、マサトの上にのしかかる驚きよう愕がくと絶望が正しく理解できないのだろう。彼女にとっての『海』とは生命を育む母なる領域ではなく、生命が最後に行き着く死の荒野なのだ。生まれた世界が違う以上、こうした認識の食い違いが出るのは当然だった。

　異世界。その言葉が、改めてマサトの上にのしかかる。

　自分が生まれ育った世界とは何もかもが違う。

　依よって立つべき条理も常識も、ここではマサトの知らない何かだ。ただ生きていくだけでも困難を極める。ましてや右も左も分からないその世界で、そこに生まれ育った連中を相手に戦うなどと──愚の骨頂だった。

　だが、マサトはこの名もなき少女を守ると決めたのだ。

　超時空震動兵器の暴走によって飛ばされたこの異世界で、ただ一人、心を通じ合うことができた相手──『人間』なのだ。異い形ぎようの軟体動物が支配種であるこの世界で、マサトと同様の姿形を持つ生命体は、家畜の扱いであり、檻おりの中で服も着ないまま糞ふん尿によう垂れ流しの生活を強しいられ、最後は軟体動物に喰くわれてその生涯を終える運命だ。

　そしてそのことを、この世界の人間達はおかしいとすら思っていない。

　マサトにとってここは絶望しかない世界だった。

　だが、だからこそ……うちひしがれたマサトに手を差し伸べてきてくれたこの少女は、彼にとって希望であり救済そのものだった。彼女は何も分かっていなくとも、他人を思いやることができるその心のあり方は、確かに『人間』のものであるからだ。

「……こっちだ！」

　マサトは少女の手を引いて再び走り出す。

　今まではまっすぐ海を目指してきたわけだが、今度は海岸線に併走する形だ。海の浸食が進んでいるのか、この辺りの地形はかなり複雑で、鍾しよう乳にゆう洞どうらしきものも幾つか見受けられる。毒の海を越えてこれ以上遠くに逃げることはできなくとも、隠れて追っ手をやり過ごすことはできるかもしれない、そう考えたのだ。

「──イタゾ！」

　マサトの耳には歪いびつとしか思えない声が響く。

　振り返ってみれば、追っ手が──数本の触手で体を支えたイカのバケモノが、こちらに近づいてくるところだった。

　しかも先端が光る二本の触手で、何か複雑な動きを示している。

　消えない光を以もつて、空中に描かれていく複雑な紋様。それが『印いん』を切っているのだということをマサトは知っていた。

　魔法だ。この軟体動物どもは魔法を使う。非科学的なこと、この上ないが──この世界では魔法はごく当たり前の技術として流布しているのだ。文明は基本的に魔法を前提として成り立っており、当然、それは攻撃にも──武器としても使われる。

「くそっ！」

　マサトは手にしていた携帯用電レ磁ー投ル射ガ銃ンでイカモドキを撃った。

　本来の弾はとっくに使い果たしていたが、ここに来るまでに適当な大きさの小石を拾っておいたので、代用は可能だ。超音速に加速された小石は音速突破の轟ごう音おんと共に、先頭の軟体動物を直撃し、その軟体を爆散させた。

　ただ……

「くそ……」

　マサトは携帯用電磁投射銃の小さな状イ態ン表ジ示ケ画ー面タに、『ＥＭＰＴＹ』の赤い文字が点滅するのを見た。その隣には『８』の数字も。

　電磁投射銃は銃身内に収まるものならばなんでも弾として使えるが、当然、稼働させるための電力には限りがある。充電するための設備がないこの世界では、内部の超電導蓄電池の電力を使い果たせば、この強力な武器もガラクタに堕する。

　残り八発。それを使い果たせばこの銃も、もう投げつけるぐらいしか使い道はない。

「急いで！　こっちだ！」

　マサトは少女の手を引きながら海岸線に沿って走る。

　大きく海側に突き出た地形を回り込んで──……………………

「え……!?」

　そこで、マサトは愕がく然ぜんと凍りついた。

　あり得ないものが見えた。

「…………あ……………」

　場にそぐわぬ間の抜けた声が唇から漏れる。

　赤い空。毒の海。軟体動物の支配種。彼らの街。魔法。

　マサトの感覚からすれば異物ばかりで構成された異世界の風景。

　その中に──なんの脈絡もなく唐突に、見覚えのあるものが割り込んできたのだ。

「これ……これは」

　マサトは胸を押さえて喘あえぐ。

　動どう悸きが激しい。驚きよう愕がくと──そして恐怖で呼吸が荒れる。

　まさか。だが。これは。

「……？」

　名もなき少女は、また首を傾かしげている。

　やはりマサトが何に驚いているのか理解できないのだろう。

「これは……!!」

　それはもう奇跡と言っても良いだろう。

　恐ろしく永い歳月の経過が、その表面を汚し切っている。だがしかしその形状はほとんど損なわれていなかった。子供の頃に学校の社会見学で見上げたままだ。確か全高約十五メートル……パンフレットにそう書いてあったのをマサトは覚えている。

　座した状態ですらその数字だ。人間の十五倍にも達する巨大な──像。

「……東とう大だい寺じ盧る舎しや那な仏ぶつ…………」

　俗称『奈良の大仏』。

　盧舎那仏。世界最大の木造軸組建築である奈良の東大寺──その内部に安置されていた巨大な仏像である。

　それが──周囲との調和をまるで無視して、斜めに傾き、砂に埋まるようになりながらもそこに、ある。

　これは偶然か。たまたま似通ったものがここにあるだけか。

　だが……この世界の人類は原始人以下でこんな像を造れるような技術も道具もない。そもそも仏教どころか宗教という概念すら彼らは持ち合わせていない。

　ではイカモドキどもか。しかしあの軟体動物達が、わざわざ人間を象った像を造るとは思えないし、ましてやそれが、マサトにすら見分けの付かないほど、盧る舎しや那な仏ぶつに酷似する可能性はゼロと言っても良いだろう。

　つまり──

「超時空震動兵器……！」

　時間と空間に干渉する究極破壊兵器。

　創った連中にすら、暴走した場合にどんな結果がもたらされるかは、分からなかった。

「俺は…………！」

　てっきり異次元にある異世界に飛ばされたと思っていた。

　自分の生まれ育った世界とはまったく別の、惑星、あるいは並行世界──文字通りに交わることのない、縁もゆかりもない、世界に。

　だが……来ることができたのなら、戻ることもできるのではないか？

　ひょっとしたら、超時空震動兵器を解析した誰かが、自分を救出しに来てくれるかもしれない。あるいは揺り戻しのような形で元の世界に戻れるかもしれない。そんな妄想すら何度もした。そうしなければ耐えられなかった。元の世界にこの少女を連れて戻る、それだけを目標にマサトは今まで、生きて戦ってきたのだ。

　だが……その現状認識がそもそも間違いだったとしたら？

「ここは……ここは……」

　焼け焦げたかのような黒い砂浜に思わず膝をつくマサト。

「地球──……！」

　千年か。万年か。

　自分が、単に時間を跳躍しただけだったのだとしたら。

　戻るべき世界は、もうすでに──……

「…………ああ……あああああ！」

　慟どう哭こくするマサトを、やはり不思議そうに名もなき少女が見つめている。

　視界の端でイカモドキ達が──おそらくはこの時代の『人類』が包囲網を敷いてくるのが見えたが、マサトにはもう立ち上がる気力すらなかった。

　…………

　…………

「──とまあ」

　画面の上をエンドロールが流れ始め、『烏イ賊カの軍団、烏賊の軍団、何するものーぞー♪』とテーマソングが流れ始めたのを確認してから、僕は生徒達の方に向き直った。

「ＳＦ作品でよくみるオチの一つだね。ハッピーエンドでは全然ないのだけれど、こう、世界観がループしてまとまったというか、『異世界だと思っていたものが実は自分のよく知っている世界のなれの果てだった』という事実が、物語の『まとまり』を作ってる。非常に収まりがいいオチっていうのかな。他にも、バリエーションとして、『異い形ぎようのバケモノだと思っていたら実は相手は人間だった』とか、そういうのもあるかな」

　ＤＶＤデッキを停とめてディスクを取り出し、ケースに仕舞いながら、自分でもいろいろと頭の中で確認しながらそう解説する。

「一度文明が崩壊した後の世界を舞台にするって意味で括れば、他にも有名どころだと『ナウ●カ』とかがまんまそうだし、広い意味じゃ『北斗●拳』や『進撃●巨人』とかも同じかな。『ラピ●タ』も。意外エンドじゃないけどいったん文明が極端に落ち込んだ後の世界っていうなら『トライ●ン』とかもそうだよね。小説だと『銀河帝国●興亡』とかの『ファウンデーショ●シリーズ』とかが典型的──」

「…………」

　教室に並んだ生徒達は誰もが皆、呆ぼう然ぜんとした表情を浮かべていた。

　まあ、こういうきっついバッドエンド系の作品を見るのは初めてに近いだろうから、衝撃を受けるのも無理はないのだけれど。

「どう？　面白かった？」

　少し心配になって僕はそう尋ねてみる。

　すると──

「はい！」

　と笑顔で頷うなずくのは僕の生徒の一人であるロミルダ・ガルドだ。

　小柄な彼女は最前列の席に座っていて、この『特撮ドラマ・烏イ賊カの軍団』をいわばかぶりつきで見ていたことになる。けっこう、敵キャラであるイカ人間の造形がグロめなので、引いちゃうかとも思ったのだけど、彼女は平気だったようだ。

「最後のオチはちょっとびっくりしましたけど！」

　そう言って彼女は、赤毛の間からにゅっと覗のぞいた長い尖とがり耳を、ぴくぴくと動かす。

　ちなみに彼女の周りにいる数名──彼女同様に長い尖り耳をしている他の生徒達も、同様の感想のようで、頷き合っているのが見えた。

　彼女らのこの耳はもちろん、特撮だのなんだのでお馴な染じみの特殊メイク──ではない。

　彼女らはもともとこういう耳の形なのだ。

　ドワーフ。そう呼ばれる妖精的種族。

　よく見れば教室にいるのは、ドワーフだけではない。

　同じ尖り耳をしているけれど、ドワーフよりも明らかに長身で色白な者達もいて、彼らはエルフだ。他にも獣耳と尻尾を生やした半獣人ライカンスロープ的な種族もちらほらいたりして──全体的には人間が過半数を占めるけれど、無視できない数の『人間みたいだけどどこか違う』者達が教室のあちこちに見受けられる。

　亜人種。そう呼ばれる人々。

　本来はそれこそ、空想物語の中にしか出てこないような彼らが、しかし──僕の教えるべき生徒なのだった。

　僕の名前は加か納のう慎しん一いち。

　異世界初の総合エンタメ商社〈アミュテック〉の総支配人だ。

　富士の樹海にある『超空間通路』を介して異世界と繫つながった日本は、この異世界の住人達と交流を試みた。

　その際に最も彼らの反応が良かったのが、漫画、ゲーム、アニメ、といったオタク文化関連の商品だったため、日本政府は急きゆう遽きよ、オタク文化に精通した人間を引っ張ってきて〈アミュテック〉の総支配人として据えた。それが僕なのだ。

　まあ実際には日本政府が狙っていたのは、文化的侵略だったり、それを知った僕が日本政府に反抗したりと、紆う余よ曲きよく折せつはあったのだけれど、今はとりあえず当初の建て前通り、僕はこの異世界で、オタク文化の伝道師として楽しく賑にぎやかな日々を送っている。

　で──

「そういえば先生、ニッポンでは魔法は使えないんでしたっけ？」

　ふと気付いた様子でエルフの生徒の一人がそう尋ねてきた。

　ロイク・スレイソン。

　色白で長身、金髪碧へき眼がんの、まあエルフのイメージそのまんまといった美少年である。教室にいるエルフ達のリーダー格で、かつては伝統的に仲の悪いドワーフのロミルダと罵り合っている姿をしばしば見かけた。今でもよく口くち喧げん嘩かはしているのだけれど、それでも連れ立って歩いている姿もよく見かけるので、この教室に限って言えば、少しはエルフとドワーフの関係も改善されているのかもしれない。

「え？　なんでそんなことを？」

　僕はロイクの方を向いて聞き返す。

「なんだかこの作品の中でも、マサトが魔法に驚いてましたけど」

「あー……そういうことか。うん。使えないっていうか、魔力がないんだよね」

　一度、日本に『帰郷』したときのことを思い出しながら僕は言った。

　当たり前だけど、こちらの世界では『あって当然』の技術体系である魔法は、現代日本では使えない。少なくともそれは一般大衆に常識として存在を認知されたものじゃない。魔法を使うための基本的な力──魔力とか精霊とかそういうものが、現代日本にはないからだ。

「精霊瓶とか魔法石とか持っていけば、そこに込められてる魔力でなんとか魔法使えたりはするんだけど。基本的に僕らの世界では魔法は使えないよ」

「でも、それは、あの世界でも一緒なんですよね？」

　ロイクは首を傾かしげながら言った。

「マサトのいた世界では魔法は使えない。でもあのイカ人間が住む世界はマサトのいた世界の未来なわけですよね？　なのにどうして魔法が使えるんでしょう？」

「ああ……あれは」

　僕は『特撮ドラマ・烏イ賊カの軍団』の内容を思い返しながら言った。

「イカ人間が持っている超能力だよ。それを使う姿が魔法みたいに見えているだけ。正確にはイカ人間が超能力を使う際に暴走したりしないように、技術化して、体系化したうえで、科学技術で制御した──って設定だね。それがマサトには魔法に見えたんだよ」

「超能力ですか」

「それと超科学ね」

　僕はＤＶＤのパッケージをひっくり返しながら言った。

　作品解説のところには『ファンタジー』ではなく『ＳＦ作品』と書かれている。魔法のように見えてもそこには一応の理屈付けがあって、科学的な説明がつくようになっている──そういう作品だということだ。まあ最近はゾンビ映画を『ＳＦ』に分類したりすることもあるので、『ＳＦ』の定義を『サイエンス・フィクション』というより『すこし・ふしぎ』の略だなんて説もあったりするけれども。

「えーと、クラークの第三法則、だっけな」

　僕はどこぞのアニメを思い出しながら言った。

「進化しすぎた科学は魔法と区別がつかない、なんて話もあるくらいでね」

「魔法と区別がつかない……」

「君らも、このＤＶＤとか、テレビとか、どうやって動いているかわかんないでしょ。最初は魔法の道具だと思わなかった？」

「あ。思いました、思いました」

　と教室中の生徒達がそこかしこで頷うなずいている。

　まあ技術体系や文明の程度が違いすぎて、ロイク達にとって日本の品の大半は魔法の道具にしか見えないだろう。テレビ、パソコンはもちろん、自動車、発電機、等々。正確に言えば『魔法で動いている』と考えるのがいちばん、納得しやすいのだ。

　でもよくよく考えれば僕だってパソコンだのなんだのがどういう内部構造でどういう原理に則のつとって動いているのか、細かい部分まですべて説明することはできない。確かに『なんかそういうもんなんだよ』で括ってしまうと『魔法だから』と説明するのと大差ない感じだ。

「あ、っていうことは」

　ロミルダがふと気付いた様子で言った。

「先生達から見て、こっちの世界の魔法が、もの凄く進んだカガクギジュツに見えたりすることもあるってことですか？」

「あー、ここでいう魔法ってのは、『わけの分からない何か』の総称であって──」

　君達が使うこの世界独自の技術体系のことではないんだ。

　そう──言いかけて。

「…………」

　ふと僕は脳裏をあるものが過よぎるのを感じた。

『禁忌の鎧よろい』……そう呼ばれていた何か。

　以前、僕の屋敷に持ち込まれたそれは、この世界の品であるそうだけど、どこからどう見てもＳＦだのなんだのでお馴な染じみの装甲強化服パワードスーツそのものだった。

（……この世界にもかつて、僕らの世界と類似の科学文明があって……それが一度滅んだ後だとか……？）

　そして魔法と科学はしばしば対立的概念として用いられるけれど、実際にはそれは、必ずしも相反するものじゃない。

　そもそも魔法というのは、『見る側の人間の常識で説明ができない不条理な技術』をまとめてそう呼んでいただけのものだ。魔法の一種のように言われる錬金術ですら、厳密には化学の一種だったわけだし、かつて『魔女』と呼ばれた人々は単に民間療法に通じた一種の医学者であり化学者であっただけで、わけの分からない魔力なるものを本当に使っていたかどうかも怪しい。

　要するに、『科学で未いまだ解明されていない未知の技術体系』をとりあえずひっくるめて魔法と呼んでいただけのことであって、根本的な部分でそれは同じものである可能性だって高いのだ。

　つまり……この世界の魔法すらも、先の『特撮ドラマ・烏イ賊カの軍団』のように、実際には科学的に説明のつく現象であるかもしれない。まあ、超能力ってのも単に言葉を言い換えているだけで、何も説明していないに等しいけれども。

　ともあれ。

（滅んだ世界──か）

　それはいったい、どんな世界だったんだろう。

　僕は生徒達に見せる次のＤＶＤをパッケージから出しながら……ふと、そんなことを考えていた。
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　学校での授業を終えて──屋敷に戻る羽車の中。

　僕は向かいの席に座っている制服姿の女性自衛官ＷＡＣにふと声を掛けた。

「美み埜の里りさん」

「──なに？」

　小さな窓から外を眺めていた彼女は、眼鏡の奥の目を瞬しばたたかせてこちらに視線を向けてくる。言うまでもなく年上のはずなんだけど、どこか幼さの残る丸顔と、眼鏡、それに大きくて優しげな目のせいで、なんだか可愛い感じのする女性だ。

　古こ賀が沼ぬま美埜里さん。

　この異世界において僕の──正確には僕ともう一人の、護衛役を務める自衛隊員だ。

　何か大事が起きれば、別途、駐屯地にいる自衛隊の部隊が駆けつけてくれるのだけれど、普段から四六時中、完全武装の自衛隊員が近くにいると僕らも息が詰まるし、異世界側の人々、特に神聖エルダント帝国側を無意味に刺激してしまうのもまずいということで、普段は彼女一人が僕達の側そばに付いていてくれる。

　女性一人、というとどうにも不安に見えるかもしれないが、実際には拳法だか空手だかの達人で、銃の腕前もかなりのもの、可愛い見た目に反して、かなり心強い用心棒ボデイガードなのである。

　それはさておき……

「『禁忌の鎧よろい』ってあったじゃないですか」

「ああ。うん、あったね」

「あれってどうなったんでしたっけ？」

「どうも何も──お城で封印されてるでしょ。以前と同じに」

　と美埜里さんは若干呆あきれたような口調で言った。

「……そうですよね」

　そう、僕もそれぐらいは覚えている。

　装甲強化服パワードスーツそのものの代しろ物ものではあるのだけれど、『禁忌の鎧』と呼ばれるだけあり、いろいろとアレには不都合が多いのだ。だから当初と同じく、神聖エルダント城の倉庫の奥底で『何なん人ぴとたりとも触るべからず』の注意書きを貼り付けられて保管されているはず。

　しかし──

「どうしたの？　慎しん一いち君？　『禁忌の鎧』が気になる？」

「気になるというか……あれ、どう見ても装甲強化服……っていうか、ＳＦガジェットっぽかったでしょう」

　装甲強化服っていうものは、必ずしもＳＦの専売特許じゃない。

　たくさんある小説、漫画、アニメ、ゲームの中には、魔法で動く装甲強化服とかあるし、そもそも動力の部分さえなんとかなるなら、普通の鎧だって『装甲』で（防御力的に）『強化』された『服』であるわけで。

　中には生物とかが内側にびっしり張り付いてて、筋肉の代わりになってるとか、幽霊みたいなのが取とり憑ついてて、それが動かしてる、なんてのもあった。漫画の『ガ●バー』とか『ブラ●オー』とか『覚悟のス●メ』その辺だ。

　だけど、あの『禁忌の鎧』はどこからどう見ても科学技術の産物っぽい。

　ビームは出るし、何よりデザインがそんな感じだし、なんか作動中は定期的にガスタービンみたいな『ヒューン』って感じのエンジン音とかしてたし。

「ああ……そうね」

　と曖昧な表情を浮かべる美埜里さん。

　どうも彼女もその辺りは気になっていたのだろう。だがもともと神聖エルダント帝国側の持ち物であるし、いろいろと『ヤバい』のが分かった代物なので、調査させてくれと言うのも難しいようだ。その種の政治的な交渉は、的まと場ばさんという別の人がいるのだけれど、彼はそういえばここしばらく姿を見ていないし。

「前から気になってたんですけど」

　僕は窓の外を眺めながら言った。

　緑の多い、なんというか──僕の感覚からすれば牧歌的な印象の風景がえんえんと続いている。異世界というより単なる田舎道のようだ。

「この世界──ひょっとして、一度、文明が滅んだ後に再構築されたとか、そういうのだったりするんでしょうか」

「…………」

　美み埜の里りさんは腕を組んで短く唸うなってから──溜ため息いきをつくように言った。

「可能性は、あるけれどね」

　それを調べ追究するのは、美埜里さんの仕事でも僕の仕事でもないということだろう。

　気にはなっても、勝手に動くといろいろややこしいし、一人で調べきれるものでもない。むしろ、もっとこの異世界との──神聖エルダント帝国や、他の国々と日本との交流が盛んになって、考古学者とかそういう人達がやってきて初めて、研究が始まるくらいの話だろう。

　ただ──

「もしそうだったとして」

　僕は例の『特撮ドラマ・烏イ賊カの軍団』を思い出しながら言った。

　映画の中ではあんまり描かれていなかったけれど、確か、あの世界観では海洋汚染の果てに突然進化したイカ人間が陸上に上がってきて、人類文明を滅ぼした後の地球が舞台とか、ざっくり言えばそんな設定だったはずだ。

　同じような破滅的な何かが、この世界でも起こった可能性が、ある。

　要するに、普通に、順調に、時間が経過していただけならば、文明は承継されていくだけで滅んだりは──中世レベルにまで後退したりはしないだろう。文化も技術も承継できないような大断絶、『破局カタストロフ』とも言うべきものがなければ、こんなふうになったりはしないはずだ。

　いや、もちろん、緩やかな文明の衰退とか、自然回帰の動きとか、そういうのもあり得るのかもしれないけれど──その場合は、過去の歴史的事実として、科学文明のことが伝わっていてもおかしくない。

　だが僕が知る限り、そういうのはまったくない。

　となると──

「もともとあった文明って、どんなふうに滅びたんですかねえ」

「うーん……？」

　滅びる、という若干、穏やかでない単語に美埜里さんは顔をしかめる。

　だがもちろん、この世界の人間でもなければ、考古学者でも歴史学者でもない、一自衛官に過ぎない彼女に、はっきりと答えられるような話でもなく──

「天変地異とか？」

　曖昧な表情のまま、彼女はそう言って首を傾かしげた。
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　昼なお薄暗い部屋の中……二人の男が対たい峙じしていた。

　一人は、髪を七三に分け、灰色のスーツを着た中年、いや壮年の男性だ。全体的にくたびれた感じの印象が強く、うだつの上がらない万年平社員、といった印象だが──それを鵜う吞のみにしていると、足をすくわれることになる。

　能ある鷹たかは爪を隠すというが、陰謀だのなんだのに荷担する人間はたいてい、見た目は無害で善人っぽく見えるものだ。その方が、他人の油断を誘えるから。

「──つまりは、どういうことでしょう？」

　的まと場ば甚じん三ざぶ郎ろう。

　内閣府直轄──極東文化交流推進局局長。

　というのは、表向きの肩書である。

　実際には彼は、日本政府が企図していた『オタク文化による異世界の文化的侵略』を推進する計画の監督役であり、実務の総括者だ。

　オタク文化そのものには造詣が深くないため、彼が文化侵略の現場作業を行うことはほとんどないが、超空間通路の向こう側にある異世界国家──神聖エルダント帝国との交渉案件は基本的に彼の担当であり、つまりは、異世界との渉外役のようなものである。

　加か納のう慎しん一いちの『反乱』以後は、文化的侵略計画については事実上中断、あくまで平和的方法による異世界との独占的交流へと活動の主軸を移してはいるが、異世界から得られるであろう各種利益の調査と報告は、変わらず彼の仕事の一つである。

　そんな中──

「正直、我々には判断しかねる資料だよ」

　的まと場ばに相対しているのは、直立している彼に対して、ソファに深々と腰掛けている人物である。年齢は的場と同じくらい──スーツ姿も同じだが、こちらは妙に精気が漲みなぎっているというか、『やり手の実業家』といった印象が強い。

　的場とは逆──やはり政治家というものは、見た目に『やり手っぽい』雰囲気がなければ票もとれないということだろう。内実はどうあれ、精力的に、有能で積極的なふうに見せておかないと、まずいということである。

　政治家の指が示すのは、二人の間に置かれたテーブルの上──そこにぞんざいに広げられた書類である。クリップで留めてまとめられたそれらは四つ。それぞれのいちばん上には写真と、そして名前が印刷されていた。

『ミュセル・フォアラン』

『エルビア・ハーナイマン』

『ブルーク・ダーウェン』

『シェリス・ダーウェン』

　後半二名分の写真には、こちらの基準で言えば人間ではなく、直立歩行するトカゲ、といった存在が写っている。いや、よく見れば『ミュセル・フォアラン』の写真に写っている少女も、耳が尖とがっているし、『エルビア・ハーナイマン』の写真でも一見すると髪に紛れてわかりにくいが、獣様の耳が頭部に備わっているのが分かる。

　二十一世紀の日本の一般的感覚では、これらはすべて『人間』ではない。

　人間に似て非なるもの、亜人、とでも言うべき存在だった。

　異世界を象徴する存在とも言える。

　彼らはすべて、神聖エルダント帝国の住人であり、テーブルの上の資料は折に触れて日本政府が彼らの細胞や血液を採取し、秘密裏に分析と研究を続けてきたものである。

　だが──

「文部科学省の連中や大学の先生達が、悲鳴を上げている」

「……でしょうね」

　的場は溜ため息いき交じりにそう同意した。

　あり得ない、想定外の、分析結果が出てきたからだ。

　それも四人全員の生サ体ン試プ料ルから揃そろって──だ。そしてそれは単なる医学や生物学、化学といった分野のみならず、物理学の専門家も引き込んで、とんでもない仮説を形作りつつあった。

「頭の固いお年寄りは、まったく理解してくれないようだしね」

「そもそも超空間通路や異世界についても、御老人達は正しく理解してはおられなかったようですがね。地下にある外国、くらいにしか」

　ここで言う『お年寄り』『御老人』というのは、高齢の政治家や、政治家を引退はしたが、なおも隠然とした影響力を政治の世界に持ち続けている者達、もしくは、政治家ではないが経済界の重鎮、といった者達を指す。

　彼らは良くも悪くも成功者であり、だからこそ、自分の常識や経験にこだわる傾向が強い。新しいものを認めにくいし、突飛な事実については、理解する前に排除しようとすることが多いのである。

「ＳＦブームは一九七〇年代でしたか」

「御老人達の多くは直撃世代のはずだがね。まあ、分かりやすい宇宙チャンバラだの、ＵＦＯだのがやってきて云うん々ぬんとか、そういうのがほとんどだったはずだが。時空間がどうのと言われてもピンとこんだろう」

「……なるほど」

　ふと的まと場ばは──考える。

　映画『猿●惑星』の日本公開はいつだったろうか。

　確かあれもＳＦブームの前後だったような気がしたが。その後に『特撮ドラマ・烏イ賊カの軍団』とかいう作品も放送されていたような気がする。

「いずれにせよ──」

　ソファの上で脚を組みながら政治家は言った。

「我々はもう少しエルダントとの──いや、異世界そのものとの接触について、考え直す必要が出てきたよ」
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「──いただきます」

　幾つもの皿に盛られ並べられた夕食を前に、僕は両手を合わせてそう唱えた。

　美お味いしいご飯になってくれたもろもろの食材に感謝。それから、その食材を手間暇かけて料理してくれた料理人に感謝。以前はただの慣用句みたいに唱えていた言葉だけれど……改めて異世界に来てご飯を食べるとなると、いろいろ考えさせられることも多くて、僕はどういう場であれ、きっちり心を込めて『いただきます』と『ごちそうさま』は言うようにしている。

　で──

「いただきます」

　他の面々の声が僕に続く。

　いつものように僕達の屋敷では──異世界初の総合エンタメ商社〈アミュテック〉の社屋兼社員寮とも言うべきここでは、朝と夕と、住人全員が顔を合わせてご飯を食べるのが基本になっている。主人だとか使用人だとか、人間だとか亜人種だとかの区別なく同じ食卓について、同じ時間にご飯を食べるのだ。

　まあ、さすがに種族が違ったりすると、趣味や嗜し好こうの範囲を超えた味覚の差があったりするので、食事の内容は各人に合わせて調整はされているのだけれどもね。火の通し方とか調味料のきかせ具合とか。

　ともあれ、いつも通りの夕食風景である。

　いや──厳密にはいつも通りとは言い難がたいか。実は半月ばかり前から、この食堂の席が一気に倍近く増えたからである。

「ほれ、こぼれてるぞ」

「こっちも食べなさい」

　そう言うのは、直立歩行のトカゲとも言うべき姿の亜人種夫婦──リザードマンのブルーク・ダーウェンとシェリス・ダーウェンだ。この二人は以前は二人並んで食卓についていたのだけれど、今はずいぶんと間が離れている。

　でもってその間にずらっと並んでいるのが──

「まんま、まんま」

「んまんま！」

　そう言って果物や生野菜を食べている、お子様達だ。

　具体的には、全体的に寸詰まりのリザードマンである。

　マーニャ、シーリャ、デラーク、フリーム、ガーベル、の五人はブルークとシェリスの子供である。ちなみに女の子、女の子、男の子、男の子、男の子、だ。マーニャだけがちょっと早めに生まれた──というか孵ふ化かしたので、一回り大きいが、まあなんというか、揃そろいも揃ってブルークとシェリスにそっくりなくせに、丸っこくて小さいもんだから、彼らのデフォルメキャラみたいに見える。これがまた、可愛い。

　ブルークとシェリスも、実にお父さんお母さんしていて、この辺は種族が違っても同じなのだなあとほんわかした気持ちになれる。

　それに──

「シーイチ。……ん」

　いちばんお姉さんであるところのマーニャが、ふと……僕の方を見て苺いちごみたいな果物を一つ掲げてみせる。

「え？　なに？」

「食べる」

「なに？　くれるの？」

「……ん」

　こっくり頷うなずいてくるマーニャ。

「いや、マーニャ、僕は僕で、ご飯、ちゃんとあるから……」

　と、やんわり遠慮する僕。

　リザードマンと人間では味覚というか嗜し好こうがまったく違う。なので、彼ら用の食事は──ほとんど調理もされていない生野菜や果物は、正直、お裾分けされてもあんまり嬉うれしくない。しかも少し齧かじった後だし。

　しかし──

「……んー！」

　喰くえ、と言わんばかりに僕に果物を向けて振るマーニャ。

　小さいとはいえリザードマンなので、あんまり表情とかは分からないけれど、まあ、人間の子供でいえばむずかっているような感じなのだろうか。

「やめなさい。旦那様は旦那様のご飯があるから」

　とシェリスがたしなめるも、何やらマーニャは不満そうに『ぎうー』とか唸うなっている。

「すいやせん、旦那様」

「いや、謝るようなことじゃないけどさ。なんでまた僕に自分のご飯を分けてやろうなんて気になってるんだろうか」

　人間の子供が嫌いなニンジンとかセロリを近くの誰かに『あげる』と言いつつ押しつける、なんてのはよく見る光景だけど。マーニャに関して言えば、僕に差し出してきた果物が苦手というわけでもないみたいだし。

「……実は、太らせて食べようって魂胆だったりして」

　生まれたての頃はなんだか餌認定されてしょっちゅう嚙かみつかれていたため、どうもそんな想像までしちゃうのだけれど。

「マーニャは旦那様が大好きなので……」

　とシェリスさんが言ってくる。

「そ、そう？」

「ええ。食べ物を分けるのはいちばん基本の求愛行動ですし」

「は……はあ……」

　まあ確か鳥とかがそういう求愛行動を示すってのはどこかで読んだことあるし、爬は虫ちゆう類るいっていうのは哺乳類よりも鳥類に近いって話もあるくらいだから、まあ、そうなのかもしれないのだけれども。

「本当にモテモテですね、慎しん一いちさんは」

　と──言葉とは裏腹に、どこか呆あきれたような口調で言ってくるのは、僕の向かいに座っている人物だった。

　毎度の如く黒いゴスロリ衣装に身を包む、クール系の美少女──に見えるけれども、その実、中身は男という、驚きの美少年である。正直、髭ひげとかすね毛とかどうしてんだろうといつも思う。

　彼の名は綾あや崎さき光流ヒカル。

　僕と同様にオタクの伝道師としてやってきた〈アミュテック〉の一員である。

　もともとは僕の後継者というか後釜に据えるために採用されたらしいのだけど、まあ、もろもろあって今は僕の補佐役みたいな位置に納まっている。当初は異世界へのオタク文化の導入方法について深刻な対立もしたけど、その辺もおおむね解決済みだ。たぶん。

「そろそろ誠実な対応──というか、身を固めるのも考えるべきでは？」

　と冷ややかな横目で僕を見ながら光流さんが言ってくる。

「身を固めるって──いや、僕、その未成年だし」

「まあ、婚約者って手もあるしね。男の子は十八で結婚できるんだっけ」

　と助け船を出すどころか面白がって余計なことを言ってくるのは、美み埜の里りさんである。

　しかも光流さんは肩を竦すくめて首を振った。

「ここはエルダントですから日本の民法とか関係ないですよ？　その気になれば今すぐ結婚できます。たぶん」

「あ、いや、だから、その」

　そんなふうに僕が口ごもっていると。

「旦那様──」

　と声を掛けてくるのはブルークだ。

「不ぶ調ちよう法ほうな娘ですが、どうか、マーニャをよろしくお願ねげぇしやす」

　彼は唸うなるような──そりゃもう、断腸の思いって感じの声で言った。

　正直、ちょっと怖い。

「ないから！　飛躍しすぎ！」

　さすがにリザードマンの、しかも生まれて一歳にもなってない子を嫁にするとかないから！　どんな鬼畜だよそれ！

　どうもブルークは変な方向に親馬鹿スイッチが入っているっぽい。

　確かにマーニャは可愛らしいし、親子くらいに歳としが離れている夫婦なんてのもないわけじゃないけど──リザードマンである以上、恋愛とか性欲とかの対象には今後、ならないのは断言できる。なんというか、生き物として違いすぎるというか。

　まあ、なんかアメリカとかだと、ドラゴン萌もえなんてジャンルもあるみたいだけど……そこまで僕の趣味はぶっ飛んでない。

　でもって──

「そうっすよ！」

　と何故か身を乗り出して言うのは、獣耳に獣尾つきの健康的な美少女──エルビア・ハーナイマンである。彼女もまた亜人種で、しかも獣人系だが、ウェアウルフ、つまりは哺乳類の獣人なので、耳と尾以外は僕らと見た目に違いはない。

　なので十分にまあ、その、対象内というか、そのいつも惜しげもなく晒さらしている健康的なおへそ周りとか、たわわに実った感じの胸とかが実にエ──いや、げふんげふん。

「リザードマンは対象外っすから！」

「なんでお前が勝ち誇るんだ、狼おおかみ」

　と何故かむっとした様子で言うブルーク。

「ウェアウルフは対象内だからっすよ！」

「そっちも亜人種だろうが」

「でもぷにぷにっすから！」

　と自分の頰ほおをつまんでみせるエルビア。

　ブルークはしばらく彼女の方を睨にらんでいたけれど。

「……旦那様…………」

　と何故か『ゆらり』とか擬音をつけたくなるような、らしからぬ仕草でこっちを向いてきた。だから怖いってば。

「え、あ、はい」

　思わず居住まいを正して応じる僕。

「旦那様は、ざらりとした鱗うろこ肌よりも、ふにゃふにゃの肌の方が良いんで？」

「さすがに鱗は──じゃなくて、いや、だからブルークもなんで張り合ってんの！　そこはむしろ喜ぶところでしょ!?」

「……そ、そういえば！」

「しっかりして、頼むから」

　マーニャ達が生まれてから、なんかこう、ブルークの硬派なイメージがずいぶん崩れてきたような気がする。まあ、これが親になるってことなんだろうけどさ。親しみが増すのは良いんだけど、親馬鹿モードのブルークは時々ちょっと怖い。

「そうよ。マーニャが卵を産めるようになるのはさすがにもう少し先だから」

　とシェリスが言う。

　いや、なんかそれも論点がずれてる気がするのは僕の気のせいですかそうですか。

「マーニャは旦那様が好きなの？」

「……ん」

　優しい口調でシェリスに問われ、こっくりと頷うなずくマーニャ。

「どういうところが好き？」

「…………ぎ？」

　さすがにこれはお子様にはちょっと難しい問いだったのか、マーニャは首を傾かしげて唸うなっている。まあそれがまた可愛いんだけれども、それはさておき。

「…………ん？」

　ふと僕は──さきほどからずっと黙ったまま、しかし柔らかな微笑を浮かべてシェリスとマーニャの親子を見つめている人物に気付いた。

「どうしたの、ミュセル？」

「はいっ？　あ、いえ」

　僕に声を掛けられて、若干、慌てたような反応を見せるのは──この屋敷のメイドさんであるところのミュセル・フォアランだった。

　尖とがり耳を見れば分かる通り、彼女にはエルフの血が流れている。ただし父親は人間だそうで、つまりはいわゆるハーフエルフ、というやつなのだ。

　白い肌と華きや奢しやな体たい軀くが実にエルフのイメージそのもので、しかしどこか森厳な妖精、といった印象のエルフに比べると、メイドさんをしているせいか、庶民的というか、身近な印象の強い女の子である。まあ、学校にいるエルフの生徒達──ロイクとか、ルナとかも、教室で見ている限りじゃそんな神秘的な雰囲気もないけれど。

　ともあれ──

「な、なんでしょう？」

「いや、なんかこう、感慨深い感じでシェリスとマーニャを見てたから」

　慈しむ目とゆーか、そんなふうに。

「あ……そ、それは」

　ミュセルは頰ほおを赤らめて俯うつむく。

　きゅっと握りしめた右手を口元に持ってきて、わずかに視線は脇に逸そらして。その仕草がもう、何度も見ているはずなのにこう、すごく初うい々ういしくて可愛らしい。何なの、この完璧な『恥じらう美少女』の図は。萌もえにもし毒性があればミュセルはきっと戦略兵器にもなれると思う。

　いやそうじゃなくて。

「親子って……母と娘ってこんな感じなのかなって……」

「──あ」

　その言葉で僕は思い出した。

　確か、ミュセルは物心つくかつかないか、といったような幼い時期に母親と引き離されている。しかもハーフエルフであることからも分かるように、いろいろと彼女の『実家』は複雑な事情を抱えていたようで、ミュセルは親との直接的な触れ合いというものを──親の愛情というやつを、ほとんど知らないで育ったらしい。

「ご、ごめん」

「え？　ど、どうしてシンイチ様が──」

「いや、その、なんとなく。余計なこと聞いちゃったかなって」

　と僕は言って頭を下げる。

　ミュセルは自分の血筋や生い立ちを気にしている。劣等感を抱いていると言っても良いだろう。出会った頃に比べるとずいぶんと和らいだとはいえ、未いまだにちょっとしたことで『私のような者が』とか口にして恐れ入っちゃうことが、よくあった。

「おやめください、シンイチ様。私のような者に……」

　ほら。

　慌てて顔の前で両手を振りながらミュセルはこう続けた。

「ですから、大丈夫です、ちょっとファルメルさ──母のことを思い出していただけで」

「あ、そうなんだ」

　ファルメル・フォグロン──それがミュセルの産みの親だ。

　前に一度、ミュセルを引き取って一緒に暮らすべく、彼女はこの屋敷までやってきたことがある。だが土壇場でミュセルがこれを拒否、ファルメルさんは一人で帰っていった。

　しかし……

「また会いたい？」

「はい」

　はにかみ交じりの笑みを見せるミュセル。

「やはり……血の繫つながった……自分の親ですから……」

「そりゃそうだよね」

　ミュセルがわりと躊ちゆう躇ちよなくそう言ってくれたことに、僕は少し安あん堵どしていた。

　以前、ファルメルさんがここに来たときには、少し母娘おやこの間にぎくしゃくした空気があった。まあ十年以上も離れて暮らしていたうえ、事実上、ミュセルは『捨てられた』ようなものだったから、いざ『お母さんですよ』と言われてもすんなりと受け入れるのは難しかったのだろう。

　しかし、むしろそのぎくしゃくした空気があったからこそ、結果として、ミュセルは本音をぶちまけるような感じでファルメルさんと接することができたように思う。もう幼い子供のように親に甘えるようなことはできなくても、折に触れて思い出し、また会いたいと思えるぐらいにはファルメルさんを受け入れることができたということだ。

「血縁って、なんだかんだで大きいよねえ」

　僕はファルメルさんの顔を思い出しながら言った。

　肉体の最盛期が人間よりも長いエルフだからか、正直、ファルメルさんは娘であるミュセルとそっくりだった。なんていうか、人間だったというお父さんの遺伝子はどこ行ったのかと不安になるくらいだ。表情消して同じ服着て立っていたら、どちらかをよく知っている人間でもない限り、見分けがつかないだろう。

「ミュセルとファルメルさん、本当にそっくりだったし」

「それはそうね」

　と美み埜の里りさんも苦笑して言う。

「そんなに似てるんですか？」

　と光流ヒカルさんが聞いてくるのは、ファルメルさんがこの屋敷を訪れたのは、彼が来る以前のことだからである。確か二人並んだミュセルとファルメルさんを撮影した写真があったはずだけど、そういえば彼には見せていない。

「最初、ミュセルのお姉さんか何かだと思っちゃったくらい」

「ですよねえ」

　と美埜里さんと僕は頷うなずき合う。

「フォグロン家は……女系というか、女児が生まれることが多いのだそうです」

　とミュセルが言う。

「娘が母親にそっくりに育った例も多いとかで……」

　だからこそファルメルさんは十数年ぶりに再会したミュセルを、一目で我が子であると見抜けたらしい。自分そっくりだったからこそ、フォグロン家の血筋に連なる者であると分かったというか。

「まあ、そもそも、女親と娘というのは、直接的に繫つながっているという話もありますし。ミュセルの家系はそれが外見にも現れるくらいなのかも」

　光流さんがふとそんなことを言ってきた。

「直接的に繫がってる？」

「ミトコンドリア・イブという言葉、知ってます？」

「あれ？　聞いたことあるな。なんだっけ」

　ミトコンドリアというのは確か、生物の細胞内にある器官だ。

　生物の生命そのものに強く結びついた器官で、それ自体が独自のＤＮＡ構造を持ってるとか。このことからミトコンドリアを一種の寄生生物パラサイトであるとする考え方もある。確かそれを題材にしたＳＦ小説があって、映画やゲームにもなっていたはず。

「ミトコンドリアのＤＮＡは、母親から子に受け継がれ、父親から受け継がれることはない、そうです。だからミトコンドリアのＤＮＡを調べれば、母親、母親の母親、さらに母の母の母の…と女系を辿たどることができるんだとか」

「ああ、だから、『イブ』か」

　ミトコンドリアＤＮＡを辿れば、遺伝情報として人類の祖、つまり最初の『母』にまで遡ることが理論上、可能だということになる。確か現生人類のすべてのミトコンドリアの『母』は大昔のアフリカの女性だと分かった、みたいな話を読んだ覚えがあった。

「ミトコンドリアってミュセル達にもあるのかな」

「どうなんでしょう。たぶん、あると思いますけど」

「みとこん……？」

　今ひとつ、僕らの会話の意味が分からないのか、きょとんとした様子でミュセルは首を傾かしげている。エルビアやブルーク、シェリス、といったエルダント勢も同じだ。僕らがはめている魔章指輪は、魔法で同時通訳をしてくれる便利な道具なのだけれど──受け手側に対応する概念や単語がない場合は、そのままの言葉を伝えてしまうらしい。

　まあ、ミトコンドリアなんて宇宙空母みたいな名前の細胞内小器官、こっちの世界の人は知らなくて当然だ。

「ですから慎しん一いちさんは安心して誰かを選んで良いと思いますよ」

　と締めくくるように光流ヒカルさんが言う。

「だからなんでそこに持っていくの！」

「慎一さんがあまりにもヘタレなので」

「ううっ……」

　平然とそう答えられてうなだれる僕。

　いやまあ、確かに、ミュセルやエルビアや、それからエルダントの皇帝陛下であるペトラルカに好きだと言ってもらえているのに、何も決めていないのは──僕の側から誰か一人を選ぶというのはもちろん、全員を選ばないという選択肢を含めて──不誠実だと言われればその通りなんだけれども。

「でも……」

　ミュセル。ファルメルさん。お祖ば母あちゃん。曾ひいお祖母ちゃん。そして──

　頭の中にミュセルのご先祖様を順番に想像して並べていく。

　僕達の祖先が太古のアフリカに行き着くというのと同様、ミュセル達にもミトコンドリアがあって、僕達と同じように女系にだけ受け継がれていくのだとすると……ミュセル達の遥はるかな祖先、こっちの世界の人類の始まりにまで遡っていくことができるということか。おそらく、なんらかの理由で滅んだであろう文明の、さらに以前までも。

「…………」

「シンイチ様？　どうかなさいましたか？」

「あ、いや」

　ミュセルが僕の顔を不思議そうに覗のぞき込んでくるので、今度は僕が慌てて手を振った。

「なんでもないよ。ちょっと──想像してただけ。いろいろね」

　あの『禁忌の鎧よろい』を作ったであろう太古の文明。

　異世界の科学文明。

　それは──いったい、どんなものだったのだろうか。

　本当にいまさらなのだけど、それが僕は、何故か気になった。
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　夕食の後は自由時間フリータイムだ。

　ブルーク達は屋敷の離れに家族揃そろって移動するので、お子様達の嬌きよう声せいやばたばたと走り回る足音が途絶え、屋敷は急に静けさを増す。そんな中で──適宜、お風呂に入ったり、仕事の残りを片付けたり、趣味に没頭したり、と過ごし方はそれぞれだ。

　僕の場合、仕事＝趣味、みたいな部分があるので、当然のように『残業』である。

　具体的には、部屋にこもって明日の授業の準備をしたり、日本から送られてきた各種オタク商品の一覧をチェックしたり、あるいはエルダントからの『文化侵略』としてバハイラム王国に密輸出する予定の品なんかについても候補作品を吟味したりする。

　やることは山積みだ。

　しかも最近は、生徒達のオタクとしてのレベルも上がってきた。

　ただ日本から輸入されてきたものをそのまま楽しむだけでなく、二次創作だのオリジナル作品創作だのに興じる者が少なからず出てくるようになって……小規模ながら、同人誌即売会みたいなのもできそうな勢いである。まあ著作権だの出版社だのが事実上ないこの異世界においては、同人誌と商業誌の境目なんて恐ろしく曖昧だけども、そういう細かい話はさておき。

「んー……」

　僕は生徒達が提出してきた二次創作作品群──一枚の絵とか、漫画とか、小説とかを順に眺めながら、いろいろと考えを巡らせていた。

　すると……

「──シンイチ様」

　扉が叩たたかれる音と共に、ミュセルが僕を呼ぶ声がする。

「お夜食とお茶をお持ちしました」

「ありがとう──ごめん、ちょっと今手が離せないから勝手に入ってくれる？」

「はい、失礼します」

　そう断ってから、配膳用のワゴンを押してミュセルが部屋に入ってくる。

　ワゴンの上にはいつもの紅茶セット一式と、簡単なお茶請けが載った皿がある。最近は僕がわざわざ要請リクエストしなくても、それが二組になっていて──ミュセルは僕の部屋で一緒にお茶してくれるのが常だ。僕としても、オタクの悪癖で、ついつい際限なく作業を続けちゃうようなところがあるから、彼女が来てくれて、しばらく気分転換に付き合ってくれるのはありがたいのである。

「──あ。これって」

　僕はふとお茶請けのタルトっぽいお菓子を見て目を瞬しばたたかせた。

　載っかっている果物が、夕食時、マーニャが僕にくれようとしていたのと同じだ。

「あ、はい。マーニャちゃんが好きだとシェリスさんに聞いたもので。市場でちょうど安売りしていたこともあって──」

　ミュセルは少し肩を竦すくめて言った。

「買いすぎてしまって。すみません、お嫌いでしたか？」

「いや、嫌いじゃないよ。ミュセルが料理してくれればたいてい美お味いしいし」

　ミュセルの場合──ちょっと洗濯や掃除に関してはドジっ娘こなところはあるけれど、料理に関してはほぼ天才と言っても良くて、失敗したのを見たことがない。しかも僕の味の好みをわりときっちり把握してくれているので、ここ最近はもう『美味しい』以外の感想が出てこなくて申し訳なく思っているくらいだ。

「夕食のときは、マーニャが僕に分けてくれようとしてたのが、ちょっと驚いただけで」

「可愛いですよね」

　ミュセルは微笑しながら執務机の前にあるソファテーブルにお茶とお茶請けを置いてゆく。一通りそれが終わるのを待ってから僕がソファに腰を下ろすと、向かいにミュセルも座った。

「本当……子供ってあんなに可愛いものなんですね」

　しみじみとミュセルがそう言う。

「私、あのくらいの小さな子と一緒に暮らすの初めてで……」

　…………これはちょっと珍しいことだ。

　ミュセルは会話においても引っ込み思案なところがあるので、自分から話題を振ったり転がしてくることがあまりない。その一方でオタクの常で僕はどっちかといえば喋しやべりたがりだから、自然と彼女が聞き役になってくれることが多い。

「そういえば、やっぱり異種族──というかリザードマンの子供でも可愛いと思うんだね、ミュセル達も」

「え？　はい、それはもちろん」

　とミュセルは目を瞬かせて頷うなずく。

「シンイチ様は違うのですか？」

「いや、可愛いとは思うんだけどね」

　夕食のときみたいに、嫁にするとかそういう発想にはならない。

　ブルーク達やマーニャ本人には失礼な話かもしれないけど、どっちかといえば、ペットの犬とか猫が可愛い、と思う気持ちに近くって、恋愛とか性欲とかの絡んだ『可愛い』とはまったく異なる。

「ですよね。シンイチ様は──その」

　ふとミュセルは頰ほおを赤らめて目を伏せる。

「私やエルビアさんにも、その、『萌もえる』と──おっしゃって、くださりますし」

「いや。それは当然で意味が……って。あれ？」

　僕は微妙に話の繫つながりが見えなくなって首を傾かしげるが……すぐ原因に思い至った。

　感覚の違いだ。

　人間種族と姿形が違うという意味では、ミュセルのようなエルフの系統、エルビアのようなウェアウルフの系統も、リザードマンと同じく『異種族』だ。実際、出会った当初はミュセルもエルビアも、自分達の種族的特徴を指して、『気持ち悪く思わないのか？』あるいは『醜いと思わないのか？』といったふうなことを、僕に聞いてきたことがある。

　要するに僕は、そういう『自分と姿形が違う種族に対して、非常に鷹おう揚よう』な人間、もっといえば『女の子であれば異種族だろうと何だろうと萌もえられる』人間だと思われているわけで、そうすると、マーニャだって恋愛だの性欲だのの対象と考えちゃってるのではないかと思われても仕方ない。

「だから……その……マーニャちゃんも、今後、その……」

「いやいやいやいや。ない。ない。それはほんっとーに、ない」

　慌てて首を振りながら僕は言った。

「ミュセルだって子供を見たら──ってあんまり小さい子と触れ合った機会がないんだっけ。そうだな、たとえば、犬とか猫とか、動物の子供とか見たら可愛いと思わない？　それと同じ感覚だよ、マーニャには失礼だけど……」

「あ、なるほど、そうですね」

　きょとんとした表情でミュセルは頷うなずいた。

　どうもその辺が本当に疎うといというか、この子は妙なところですっぽり人生経験が抜けているような感じがある。まあ、子供の頃からうちに来るまでいろいろと苦労してきたみたいだし、ペットを飼うなんて余裕もなかったんだろうけどさ。

　だから、可愛い、好き、という言葉や感情の細かな違いがよく分かっていないのかも。

　ともあれ──

「なんていうか、異種族でも子供を見ると可愛いと思えるのは、ある種の本能の働きらしいけどね。小さくて寸詰まりの生き物を見ると保護したくなっちゃうっていうか」

　野生動物が──確か狼おおかみだっけか──人間の赤ん坊を育ててたって話もあるぐらいで、こういうのはたいていの生き物に共通した本能なのだろう。

　あ、でも卵生の動物は基本投げっぱなしであるらしいから、爬は虫ちゆう類るいとかはそういうのないのかも？　魚類は普通にストレス感じると親が生まれた稚魚を食べちゃうっていうし。そうすると、やっぱり哺乳類だけの感覚なのかな。

　ブルーク達を見ているとそうでもない気がするけど、これは彼らが単なるトカゲじゃなくて、リザードマンという人間同様の知能を持った存在だからか。

「ホンノウ、ですか？」

「うん。生き物には当たり前に備わっている、なんていうか、命としての働き、かな」

　どうやらミュセルの知識に『本能』という概念はなかったようで、僕はこれを説明するのにちょっと手こずった。そもそもエルダントじゃ生物学や遺伝学も発達していないんだろうし、たとえ研究者はいても、ミュセルのようなメイドさんが専門用語を耳にする機会なんてないだろう。

「ミュセルがマーニャを可愛いと思うのも、たぶん、それ──本能じゃないかな。特にミュセルは女の子だしね」

「私が女だからホンノウがあるということですか？」

「まあ男にもあるんだけど、女性はそれが強いんじゃないかなって話。子供を産んで育てる母親としての、なんていうか、当たり前の部分」

「母親…………」

　ミュセルは不思議そうに目を瞬しばたたかせて呟つぶやく。

　それから──ふと彼女は、苦笑めいた表情を示した。

「私……そういえば、そうなんですね」

「何、その反応？」

「いえ、私が母親になるなんて、考えたこともなかったので……」

「──あ」

　僕はそこで失言を悟った。

　ミュセルは長い間自分が『母親に捨てられた』と考えていたわけで、そういう考えはもう、ファルメルさんを受け入れたからといって、簡単に消えるようなものじゃない。それこそ本能じみた感じで、彼女の中に刻み込まれているだろう。

　まして……ミュセルの場合、相手が人間であろうとエルフであろうと、あるいは自分と同じハーフエルフであろうと、生まれてくる子はやはり『混血』であるわけで。

　ずいぶんと僕の周りでは異種族差別や混ハ血ー児フに対する偏見は減ってきているように思うけど、逆に言えばそれは、あくまで僕の周りだけの話だ。エルダント全体、あるいはこの世界全体では、まだまだ差別や偏見はなくなったりしないだろう。となると、生まれてくる子はどうしても有形無形の迫害を受ける可能性が残る。自分と同じ苦労を生まれてくる子にさせたくない、だから自分は子供なんて産まない──ミュセルが半ば無意識にそんなことを考えていたとしても、おかしくはないわけで。

「あ、えっと、なんかその──変な話になっちゃったね」

　微妙な話なので、僕ははっきり謝ることもできず、言葉を濁すしかない。

　しかし……

「あ、いえ。大丈夫です」

　とミュセルは微笑して言ってくれた。

「最近は、その、ちょっと考えたり……します」

「考えるって」

「お母さんになれたら……どんな気持ちかなって」

「…………」

　恥ずかしそうにそう言って、両手を自分の膝の上に揃そろえ、それから僕から視線を逸そらすミュセル。ついでにもじもじと膝頭が擦りあわされるように動いたりして。

　うあああああ……か、可愛い、可愛い！

　本当にもう、この子はいつもいつも……！　意識せずに天然でこういうことをするからこの子は恐ろしい。

　しかも、ミュセルが僕のことを好きでいてくれるんだって話はここ最近で繰り返し教えられたので、僕としても『いやあ、ＬＩＫＥとＬＯＶＥは違いますよハハハ』とか朴ぼく念ねん仁じんなことは言えなくなってきていて。

　当然、ミュセルが母親になることを考えるとなると、相手として想定されているのは、まあ、その、たぶん……
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　…………

　小さな黒髪の赤ん坊を抱っこしているミュセル。

　彼女がこっちに気付いて微ほほ笑えみながら──

「あなた。この子、あなたにそっくりです」

　…………

　ぬおおおおおおお!?

　僕は自分の妄想で悶もだえ狂いそうになった。

　マジすか？　あり得るんすか、そんな未来!?

　僕が、元ヒキコモリのキモオタが、三次元の女の子とその、なんていうか、十八禁ものみたいなことをしちゃうとか、ましてやそれがこんな完璧美少女相手とか、そんな未来、許されるんですか!?

　待てよ、リア充か、これがリア充なのか!?

　これが別次元のステージというやつなのか!?

　襲い来る未知の感覚に、ただただ戸惑うばかりの加納慎一ぼくであった……

「そういえば、その、ごめん、すごく失礼な話だけど──」

　わだかまる沈黙が凄く気まずくて、僕はとりあえず思いつくことを適当に口にする。

「ハーフエルフはともかく、クォーターとか……そういうエルフっているの？」

　リア充云うん々ぬんはさておき。

　異種族である以上、人間とエルフの混ハ血ー児フというのは生物学レベルでいえば交雑種ハイブリツドになるはずだ。これは自然界にも存在するし、人為的に異種族を交配させて作り出されることもある。

　動物で言えば確か『ライガー』──ライオンと虎の交雑種が有名だ。ちなみにあれは父親がライオンで母親が虎の場合で、逆だと『タイゴン』になるそうな。他にも合あい鴨がもだとかイノブタだとかラバなんかも有名である。

　ただ……人為的に作られた交雑種は、一代雑種で、生殖能力がない場合も多いとか聞いたことがある。ハーフエルフがそれに該当する場合、ミュセルはお母さんにはなれない可能性が出てくるわけで。

　ただ、普通に生殖能力のある交雑種もいたりするので、交雑種イコール繁殖能力がない、と考えてしまうのは早計だ。エルフの場合、その辺、どうなってるのだろうか。

「あ、はい。もちろん、めったに見ないし、話も聞かないのですけれど」

　と、あっさりミュセルは頷うなずいてきた。

「ハーフエルフと人間、あるいはハーフエルフとエルフの間に子供が生まれたという話は聞いたことがあります」

「そうなんだ、まあ、その、良かった」

　と胸をなで下ろしながら僕は言った。

「そっか、ミュセルもお母さんになれるんだね。うん。いいことだよ。安心した」

「…………あ」

　そこでどうして僕がそんなことを聞いたのか、ミュセルも理解したのだろう。

　今度こそ耳の先まで真っ赤にしながら彼女は俯うつむいてしまう。

　あああ。そんな反応されると僕としても、僕としても、ああああ。

「…………」

「…………」

　僕達の間にわだかまる微妙な沈黙。

　頼みもしないのに僕の頭上で、心理表現の天使と悪魔がにらみ合いを始めた。

『今です、今ならいけます、押し倒しなさい！』とけしかける光流ヒカルさんの顔をした悪魔と、『駄目よ、不純異性交遊や婚前交渉は禁止！』と頭上で両腕を交差させる美み埜の里りさんの顔をした天使がぐるぐるメリーゴーラウンドのように回っている。『ちなみに同性交遊はオッケー！』と笑顔で言うあたり、本当に天使かどうか怪しいというか、実は両方とも悪魔なんじゃないかと思うけど──っていうか、なんで両方とも僕じゃないんだよ!?

「──あ」

「……あ」

　どちらからともなく空気を変えようと顔を上げると、結果として見つめ合う形になっちゃったりして、余計にこう、ぎこちない感じに。

　顔を赤らめたミュセルから、目が離せない。

　その双そう眸ぼうが少し潤んでいるようにも見えて──アレ？　これって、その、据え膳喰くわぬはとかそういうやつ？　むしろ手を出さないとミュセルを思いっきり傷つけて後はバッドエンドに向かうしかないとか、そういうルート？　え？　もう選択肢ない感じなの!?　セーブポイント、セーブポイントはどこ!?

　ああああああ！

　なんとかしないと。なんとかしないと。

　でもどうすればいい？

　彼女いない歴イコール年齢の童貞オタク野郎としては、いろいろテンパってしまって、ろくにものを考えられない。いっそ本当にこの場で──とかいう考えが頭を過よぎったけれど、にやりと笑う光流さんの顔がちらついたりして、余計にわけが分からなくなって。

　そして──

「…………」

「…………」

　僕達はそのまま──互いの存在を痛いくらいに感じつつも、ソファの上で固まっていた。
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　薄暗がりの中で……その白い肌は自ら光を放っているかのようだった。

「シンイチ様──」

　ベッドの上に仰向けになったミュセルが、頰ほおを赤く染めて僕の名前を呼ぶ。

　すでに彼女は生まれたままの姿で、何も身につけていない。メイドさんの証あかしとも言うべきヘッドドレスも外し、長い髪を束ねていたリボンも解ほどいている。長い髪が白いシーツの上に広がって、ひどく幻想的な眺めだった。

「あ……あの……あんまり……見ないで……ください……」

　胸元を右手で隠し、左腕は太ももの辺りを押さえて、かろうじて大事なところを隠している。けれど腕はどちらも震えていて、今にも見えてしまいそうだ。

　羞恥にほんのりと桜色に染まる彼女の身体は、全体的に華きや奢しやな一方、押さえつけられた胸や、太ももなど、柔肌の柔らかさを……ただ瘦せているだけではないその身体の柔らかさを、むしろ強調する形になっている。摑つかんで、揉もみしだいて、その感触を思う存分知りたいという欲望が、僕の中でむくむくと頭をもたげてきた。

「……なんていうか」

　僕は陳腐と思いつつも、脳裏に浮かんだ言葉をそのまま口に出すしかない。

「綺き麗れいだ。すごく綺麗で、可愛い」

「えっ……あっ、あ、ありがとうござい……ます……」

　そう言ってもじもじと太ももを擦り合わせるようにして身じろぎするミュセル。

　恥じらうその姿にまた愛いとしさがこみ上げるのを感じながら、僕は、ゆっくりと、彼女の負担にならないように気をつけてその上に覆い被かぶさる。何をするよりもまず、僕は文字通り彼女と肌を重ねたかった。彼女と僕の間にある距離を限りなくゼロにしたかった。

　温かい。お腹なかが、太ももが、お互いの身体が溶け合うようにして肌を合わせる。

　だがそれでも、やはり僕はもどかしい。もどかしさがなくならない。

　だから──

「ミュセル……」

「は、はい……」

　僕は彼女に、顔を近づける。

　何を望まれているのか分かったのだろう、彼女は少し驚いたような顔をしてから、そっと目を閉じた。今までは何かを堪こらえるかのようにきつく引き結ばれていたその桜色の唇が、むしろ誘うように、ねだるように、わずかに開くのを見て、僕は興奮で頭がくらくらするのを感じる。

　拒んでいない。求められている。

　ここまで来ておいて何をいまさらとは思うのだけれど、僕は『やっぱり駄目』『やっぱり嫌』とミュセルに拒まれる恐怖が常に頭の片隅にあった。しかし大丈夫だ。いいのだ。僕はこの子と一つになってもいいのだ。それをミュセルも望んでいるのだ。そう分かって、どうしようもないくらいに大きくなる、自らの鼓動。

「シンイチ様……」

「……なに？」

「私──」

　ミュセルは喘あえぐように、少し息を荒らげながら言った。

「シンイチ様の……子供が……赤ちゃんがほしい……です」

「…………」

　さらにどくんと僕の心臓が跳ねる。

　鬼畜っぽいものから、ラブコメっぽいものまで、咄とつ嗟さにいろいろな言葉が脳裏を過よぎったけれど、結局どれもふさわしくない気がして、やっぱり僕は答えになっていないような、陳腐な、けれどもとてもまっすぐの言葉を選んでしまった。

「ミュセル。好きだよ」

「……はい」

　閉じた瞼まぶたの端から小さな雫しずくが滑り落ちる。

　僕はそれを間近に──本当に鼻先が触れるほどの間近さで見つめながら、震える彼女の唇に僕のそれを重ねていった……
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「……………というような」

　ぼんやりと天井を見上げながら僕は呟つぶやいた。

　窓に掛けられたカーテンからは、細い、しかし朝の白い光が室内に差し込んでおり、その中で細かな埃ほこりが緩やかに舞っているのが見える。少しずつ温度が上がってきて、室内の空気が動いているのだろう。

「夢だったとさ。どっとはらい」

　…………

　…………

　…………………………………………………………………………あああああああああ!!

　ああ、そうだよ、夢だよ、夢だったよ、がっでーむ!!

「うううう……」

　言うまでもなく、要するに、つまるところ、ミュセルとのベッドインは僕の夢の中の出来事である。やたらリアルというか、彼女の肌の感触までまだ手に残っているような感じがして、だからこそ醒さめたときの落差で気分の落ち込みようが半端ないというか……『ハッピーエンドだと思った？　残念！　夢オチでした！』と誰かに嘲笑されているような気分だった。

　実際のミュセルは、昨日の気まずい時間の後、『紅茶が冷めた』『淹いれ直す』のを理由に、逃げるようにして僕の部屋を出ていった。その後、彼女はちゃんと温め直した紅茶を持ってきてくれたけれど、いったん、お互いに頭が冷えていたせいか、もうただただぎくしゃくした空気になるだけで、その後は本当に何もなかった。

　まあ要するにいつものことだったわけで。

　それを残念に思う気持ちがあるからこそ、あんな夢を見たのだろう。

　本当、頼みもしないのに、必要以上に生々しいというかリアルというか、肌のぬくもりとか柔らかさとか、童貞の僕にとっては刺激が強すぎる感じで──

「こう、押せば指先が沈み込むけど、でも微かすかな抵抗がある感じの──」

「…………んっ」

「そうそう、こんな感じでリアル──」

　そこまで言って。

「……え？」

　そのリアルな感触が、夢から醒めたはずの今もまだ指先──というか、掌てのひらに残っていることに、僕は気付いた。

　なんで!?

「ん…………」

　僕のすぐ横で、誰かが、短く呻うめき声ごえを上げる。

　ぎぎぎぎぎ、と何かが軋きしむような幻聴を脳裏に感じながら僕は首を動かして隣を見た。

　白い背中が見える。

　ちょうど、寝返りを打ったところ、といった感じで。

「──え」

　何、この、すべすべの柔らかそうな背中!?

　というか首筋の辺りから背中の中程までが見えているのだけれど──そこから下はシーツに隠れて見えない──これはなんというか、どう見ても、女の子の……

「お……お……おおおおおお!?」

　思わず悲鳴とも雄お叫たけびともつかない声が漏れる。

　女の子の、裸の女の子の背中ッ！　ＳＥＮＡＫＡッ！　うなじとか後れ毛とか、その辺りから続くこう、滑らかな線が、ただ横に寝ているだけでもすんごく、すんごくエロい感じで──しかも、そんな文字通りに赤裸々な後ろ姿を前に、朝起きたばっかりで僕の下半身は、とても言い訳がきかないことに！

　いや、そうじゃなくて！

　ということは、えっと、あの、さっき手に感じていた柔肌の感触って、夢の続きとかじゃなくて、実際に──というか、えっと、まさか、ああいう夢を見たのはこの感触を寝ながらも感じていたからとか？　っていうか夢じゃなかったの!?

「…………」

　まさか、僕は、本当に、本当に、ミュセルと……ミュセルと!?

　どどどどどうしよう、いや、別に後悔してるわけではないんだけど、でも、本当にいいのか？　許されるのか？　僕みたいな元ヒキコモリの駄目オタが、ミュセルみたいな美少女と──

「──シンイチ様」

　僕が動揺していると扉の向こうから僕を呼ぶ声が。

「おはようございます」

「あ、ミュセル、おはよう──」

　……あれ？

　反射的に応じてから、僕は気付いた。

　ミュセルは扉の向こうにいる。

　ということは、この、隣で寝てるの──誰!?

　いや、それよりも……！

「失礼します」

　そう言っていつものように部屋に入ってきちゃうミュセル。咄とつ嗟さに僕が返事をしちゃったため、彼女は入出許可が出たものだと思ったのだろう。

「あの……シンイチ様」

　動揺のあまりぐるぐる目玉で固まっている僕には気付いていない様子で、ミュセルは朝の身支度のための品一式──着替えと、顔を洗うための水をためたボウル等々──を載せたワゴンを押しながら部屋の中に入ってくる。

「その、昨日は──」

　目を伏せがちなせいか、彼女は僕のベッドに僕以外の誰かがいるのに、まだ気付いていないようなのだけれども。

「あ、ああ、昨日、昨日ね！」

　僕は慌ててシーツを隣の誰かに覆い被かぶせながら言った。

「うん、その、昨日のお茶菓子美お味いしかったな！　ま、また、作ってくれる？」

「え？　あ──はい」

　一瞬、きょとんとした表情で頷うなずくミュセル。

　彼女にしてみれば、むしろ、昨日のそのお茶菓子云うん々ぬんの後の、気まずいというか恥ずかしいというか、そういう空気の話をしてるんだろうけれども──僕としては一秒でも早く話を切り上げて彼女にここから立ち去ってほしいわけで。

「…………」

　もぞり、と僕の手の、シーツの下で誰かが動く気配がする。

　僕は慌ててその誰かを押さえ込みながら、笑顔を取り繕って言った。

「あ、うん、それはそこに置いといて！　朝ご飯、すぐ行くから！　ね！」

「……は、はい」

　ミュセルは戸惑いつつ──少し表情を曇らせる。

　僕が故意に昨晩の、嬉うれし恥ずかしな空気の話を避けていると気付いたのだろう。しかし今この状況で会話を長引かせると、いろいろまずいというか、たぶん──

「んんん……！」

　僕の手の下で、誰かが身じろぎし、ごそごそと動く気配。

　ああああああ、まずいっ!?

　そして──

「──んん」

　ずるる、といった感じでシーツの下から顔を出すのは。

「……え？」

　間の抜けた声を漏らしたのは、僕だったか、それともミュセルだったか。

　そこにはまったく予想外の人物の顔があった。

　すなわち──

「クラーラっ!?」

「……おはようございます」

　クラーラ──バハイラム王国の軍人で、ウェアタイガーの少女は、羞恥心とかまったく感じさせないぞんざいな動きで身を起こした。シーツが彼女の身体から滑り落ちて、鎖骨どころか、こう控えめな（政治的配慮ある表現）胸とか、引き締まったお腹なかの真ん中にぽちっとある可愛いおへそとか、もう、丸見えなんですけど……！　さすがに腰から下はまだシーツの下だけど、これはもう『安心してください、はいてませんよ』と言わんばかりであるわけで……!!

「シンイチ様……！」

　ミュセルが目を丸くして僕とクラーラを見比べている。

　そして──

「…………」

　その双そう眸ぼうがみるみるうちに潤んでいくのを見て、僕は、ただひたすら狼狽うろたえた。

「いや、違う、違うんだ、別にその、えっと、やましいことは何もしてない、してないと思う、たぶんしてないんじゃないかな、というか、ミュセルを部屋から追い出そうとしていたわけじゃないっていうか、見つかったらやばいとか思ったのは事実だけどあああ」

　テンパって自分でも何言ってるのかよく分からない。

　そして──

「──どうした。何かあったのか」

　そう言ってミュセルの背後、開かれたままの扉から顔を出したのは。

「……アマテナ!?」

　しばらくぶりに見るクラーラの上司──バハイラムの軍人さんにして、エルビアの色違い、もとい三つ子の姉の一人だった。

「え？　な、なんで、なんで!?」

　何故この二人がここにいるのか。

　以前、確かにこの二人はバハイラムでのごたごたから逃げて、この屋敷にしばらく潜伏していたことがあったけど──もともとバハイラムの軍人さんで、つまりはバハイラムと対立状態の神聖エルダント帝国にとっては敵国民とも言うべき人達である。そうそう気軽に遊びに来られるような立場でもないはずだ。

「というか、クラーラ、何をしているのだ」

　と怪け訝げんそうに部下に尋ねるアマテナ。

　こちらは以前、僕を籠絡するようにクラーラに命令していたこともあるので、クラーラが僕のベッドに裸で潜り込んでいても、慌てたりはしないみたいだけれども。

「はい。シンイチ様にすんなりご協力いただけるよう、既成事実を作ろうかと」

　クラーラも無表情にそんなことを言い出す。

「ニッポンの作品にもありました。確か『はにとら』とか」

「なるほど、ご苦労」

「いえ……」

「ちょっと待ていっ！」

　なんでもないことのような感じで会話をする二人に、僕は喚わめいた。

「何なの、いったい何なの!?」

「シンイチ。シンイチに頼みたいことがあるのだ」

　アマテナはミュセルの脇から部屋に入り、僕の前まで歩いてきて、言った。

「というより、是が非でも協力してもらわねばならない用件ができた。それも大急ぎで」

「協力……？　大急ぎ？」

　アマテナもクラーラも、まあ、あんまり表情をはっきり出すような人達じゃないけど、以前にも増してアマテナの表情は真剣な──というより若干、切羽詰まったような感じだった。

　そして彼女はふと、肩越しにミュセルの方を振り返ってこう付け加えた。

「ファルメル・フォグロンの、推薦でな」

「……え？」

　と驚いて今度こそ固まったのは──言うまでもなくミュセルだった。





第二章　アミュテック、西へ







　屋敷の居間には、ブルークの家族を除く全員が勢せい揃ぞろいしていた。

　ブルーク達がいないのは、子供達に聞かせるべきではない類いの話になりそうな予感があったからだ。マーニャ達はまだ幼くて大人の話なんて分からないかもしれないけれど、リザードマンの成長速度は僕らにはまったく未知数なので、念のためである。

　つまり面メン子ツとしては僕、光流ヒカルさん、美み埜の里りさん、そしてミュセル、エルビア、さらにアマテナとクラーラである。いつもならミュセルは給仕役になったりもするのだけれど、今回はファルメルさんがらみということで、彼女も僕の隣に座っている。

　そして──

「……結局、どういうことなの？」

　僕はアマテナとクラーラの顔を順に見てそう問うた。

　二人とも、改めて見れば以前に会ったときより、若干やつれたような印象がある。分かりやすく頰ほおが瘦こけている──というほどではないのだけれど、なんだか目に力がないし、仕草の一つ一つが怠だるそうというか、疲れ切っているのはよく分かった。

　当然といえば当然……なんでも三日三晩、徹夜の強行軍でここまでやってきたらしい。

　二人がこの屋敷に辿たどり着いたのは、今朝早く、まだ朝日が昇る前だったそうだ。

　国境線である山岳地帯を越えてしばらくいったところまでは、例の傀儡くぐつ竜りゆう──ドラゴンの頭に制御用の魔法具を突き刺して、自由自在に操れるようにしたバハイラムの新兵器──に乗ってきたみたいだけれど、後半は徒歩に切り替えたらしい。

　闇に紛れることができる夜間ならともかく……陽ひの出ている時間帯に傀儡竜なんてデカブツに乗って飛べば、嫌でも目立つ。そうなれば大騒ぎになるだろう。エルダント側も傀儡竜という兵器をバハイラムが実用化しているのは知っているから、下手をするとそのまま問答無用で国境紛争が発生しかねない。

　さすがに今、エルダントとことを構えるのはまずい、と判断した二人は陽が昇る前に国境線を越えて、しばらく進んだところで傀儡竜を地上に降ろし、そこからは徒歩……というか走って僕達の屋敷にまでやってきたんだとか。

　それも、ほぼ丸一日走りづめで。

　呆あきれた話である。

　たとえばフルマラソン──四十二・一九五キロの距離を走るのも、だいたい世界記録とかを見ると二時間とかそこらだ。芸能人が参加した際の記録でも、確か四時間とか五時間とか……丸一日ということは、単純に時間だけで考えても、その数倍、走り続けているということになる。しかも途中で補給すべき水分だの食料だのを持ってとなると、肉体にかかる負担はさらに倍増するわけで。

　普通の人間なら間違いなく死んじゃうだろう。というかまずそれだけ走り続けることはできない。いかに身体能力に優れた獣人とはいえ、二人は軍人である前に女の子であるわけで……とにかく、休みなく徹夜で走り続けるなんて正気の沙汰じゃない。

　当然、アマテナとクラーラは疲弊しきった状態でここまで辿り着いた。

　そこで……自衛隊が屋敷の周囲に設置した警備装置に、引っかかったのだ。

　屋敷の敷地内に侵入者ありの警報を受けて、美み埜の里りさんが慌てて外に出たときには、二人とも、揃そろって気絶していたらしい。たぶん、目的地に辿り着くことができたという安心感から気が緩んだのだろう。

　そういうわけで……話を聞くにしても何にしてもまずは、休ませよう、ということでエルビアを起こして手伝ってもらい、二人を屋敷の中に運び込んだのだとか。

　当初はアマテナとクラーラは同じ部屋に運び込んだはずだったのだけれど、予想外に早く二人とも回復したみたいで……エルビアが少し目を離した隙に、クラーラが部屋を抜け出し、僕のベッドに忍び込んだ、というのが真相らしい。前にしばらく潜伏していた経験から、屋敷の間取りについては二人ともよく知っている。僕の部屋がどこにあるのかも。

　でもって……

「徹夜で、倒れるまで走って……そうまでして僕のところに急いで来なければいけなかったって、その理由は何？」

「…………」

　アマテナとクラーラが顔を見合わせる。

　この期ごに及んで、何か迷っているみたいに見えるのだけど……何なんだいったい？

「これは我がバハイラムの軍事機密にも絡むことなのでな」

　アマテナが短く溜ため息いきを一つついてそう言った。

「できれば、シンイチ以外の者がいる前では話したくないのだが──」

「……席を外しましょうか？」

　と光流ヒカルさんが肩を竦すくめてそう問う。

　しかし──

「いや。大丈夫だ」

　介抱してもらった恩義を感じているのか、それとも以前、二人を匿かくまったことから、この屋敷の者には一定の信頼を感じているのか……とにかく何かを確かめるかのように美み埜の里りさん、光流さんの方をちらりと見てから、アマテナは僕の方に視線を戻した。

「我が国の第三王都に〈竜の巣〉という施設がある」

「第三王都？　なに？　首都が幾つもあるの？」

　第三というからには第一とか第二もあるんだろう。

　ただ、王都ってつまり国王の御ご座ざ所しよ、首都のことだろうし、そんなものが領土内に幾つもあるっていうのは、首が幾つもある生き物のようで、僕の感覚からするとかなり不自然に思えるのだけれども。

「我が国は定期的に遷都を行うからな」

　とアマテナは言った。

「もともと遊牧民が祖の国で、定住するという感覚が薄かったのだ。もちろん、今では遊牧民の数は国民の半分にも満たないが、王都を定期的に遷うつす、という習慣は残っている」

「……なんだか大変そうだね。それとも習慣になってるならそうでもないのかな？」

　そういえば、僕は以前、合同結婚式で国民を祝福するために、地方都市まで出張ってきたバハイラム国王を見ている。元が遊牧民ということもあり、そういうフットワークの軽い王族──いや国民性なのかもしれない。

　ちなみに、〈竜の巣〉はバハイラムにおける最高軍事機密の一つで、第三王都よりも先にそれがあったのだとか。むしろ〈竜の巣〉を管理し防衛するために作られた都市を、その重要性を鑑かんがみ、第三王都に指定した、という側面があるらしい。

　要するに第三王都というのは、バハイラム王族の縁ゆかりの地というわけでもないのだ。幾つかの軍事的、あるいは政治的、経済的な重要拠点を王都と定めて、そこをバハイラムの王族が、重臣達を引き連れて順番に回っているだけなのだろう。

　なんというか……不思議な制度である。

「……ちょっと待って？」

　美埜里さんが顔をしかめて言った。

「最高軍事機密。しかも〈竜の巣〉。それって──まさか傀儡くぐつ竜りゆうの？」

「そうだ。さすがに気付くか」

　とアマテナは腕を組んで言った。

　美み埜の里りさんの察しの良さに感心しているみたいだけれど、僕には彼女が何に気付いたのかが分からない。〈竜の巣〉という言葉からして、そのままの意味にとれば、ドラゴンの巣って意味で、それが軍事拠点であること、傀儡竜と繫つながるというのなら、〈竜の巣〉とは傀儡竜の『製造』拠点である──という推測は成り立つのだけれど。

「どういうこと？　傀儡竜の『製造』って確か、僕が前に拉致された国境近くの街でやってたよね？　ひょっとして、あそこが第三王都？」

「いや、あそこはまた別だが──」

　そこまで言って、アマテナが口元を右手で押さえる。

　軍事機密絡みということで、皆の前で、どこまで何を説明して良いのか、アマテナは少し躊躇ためらっているようだった。

　代わりに──

「慎しん一いち君、不思議に思わなかった？」

　美埜里さんが苦笑してそう言ってくる。

「え？　何が？」

「傀儡竜、あれってドラゴンに制御用の魔法の道具を埋め込んでるわけでしょ」

「埋め込むというかぶっ刺すというか……」

　ドラゴンの額に、いかにも脳のう味み噌そ貫いてますと言わんばかりの巨大な楔くさびが突き刺さっていて……その姿は、頭部に限って見ればドラゴンというより、一角獣モノセロスに近い印象だ。

　あの楔にドラゴンを意のままに操るための、複雑で精緻な魔法術式が組み込まれているらしいのだけど、『ここ弱点です』と言わんばかりで、兵器としてはどうなのよと思ったりもする。まあそもそも空飛ぶ傀儡竜の『角』を狙って攻撃できる精度の兵器なんて、この世界にはほとんどないだろうけれど。

　ともあれ──

「そもそも、どうやってそのドラゴンを連れてきたの？」

「……あ」

　言われてみればその通りだ。

　神聖エルダント帝国での認識だと、ドラゴンというのは非常に危険な生物である。

　半精霊生物というか、魔力を新陳代謝するような生態を備えているので、威力の大きな魔法が効きにくいうえに、生物としての単純な力も半端なく、しかもでかい。そして空を飛んだりもする。

　高火力の魔法が通用しない、剣や槍やりで戦うにはでかすぎるうえに強すぎる、しかも罠わなの類いにはめようにも空を飛ぶので、いろいろ難しい。このことからいざ暴れられると非常に面倒というか、騎士団を幾つもぶつけて、大量の死傷者が出るのを覚悟でドラゴンの体力を削る戦法に出るしかない、のだそうだ。

　逆に言えば、だからこそ、バハイラムも新兵器として傀儡くぐつ竜りゆうを『開発』したわけで。

　しかし考えてみれば、傀儡竜の基となるドラゴン……これをどうやってバハイラムは手に入れていたのか。殺しちゃえばそもそも意味ないし、『殺さずに捕まえる』ってもの凄く──単に殺すよりも遥はるかに難易度が高いはずだ。

　以前、僕が見たときは、ドラゴンは薬か何かで眠らされていたように思うけれど、考えてみれば薬で手軽に眠らせることができるなら、そもそもエルダントでもあんなにドラゴン相手に苦戦したりはしないだろう。

　ということは──

「あ、まさか〈竜の巣〉って……」

　僕にもようやく察することができた。

　それは本当に文字通りの意味なのだ。

「その通り。我々は生まれたばかりの竜を、〈竜の巣〉で手に入れ、それに傀儡化の楔くさびを打ち込んで傀儡竜を作ってきた」

「生まれたばかりって……つまり卵から孵ふ化かしたてのドラゴンを？」

　そういえば、僕達の世界では、ＣＢ──キャプチャー・ブリードなんて言葉がある。

　基本、野生動物というのは飼育下での繁殖が難しい種類も多くて、そのままじゃ養殖ができない。なので、その前段階として、すでに産まれた卵を確保してきて、これを管理下で育てて確実にすべての個体を成長させる、という方法が試みられることがある。

　これがキャプチャー・ブリードだ。

　たいていの野生動物は、成長の過程でかなりの割合が──生物種によっては九割以上が、病死、餓死、あるいは他の生物に捕食されてしまうので、生まれた個体を保護して育てるだけでも、自然の野生動物を捕まえてくるよりは確実に数を得ることができるのだ。

「でも、僕が見たのは大人のドラゴンだったような……」

　前に見た、『製造』いや、改造途中の傀儡竜は、十分に成長した大人の個体だったように思うのだけれど。それともあれで子供だったのだろうか。

「アレで子供とか、どんだけ大きい卵なんだよ」

　というかどうやって親の竜はその卵を産むんだか。

　自分と同じぐらいの大きさの竜が入った卵を、体内で育てるとすると、単純に考えても身体が倍以上に膨れ上がることになるわけで。そんな柔軟性があの鱗うろこに覆われた硬そうな身体にあるとも思えないけれど──あ、でも蛇って自分よりでかい生き物を丸まる吞のみにすることもあるんだっけか。

　僕がそんなことを考えていると……

「いや。そもそもドラゴンは卵から生まれない」

　アマテナがそう言った。

「──へ？　違うの？」

　唐突な話に僕は思わず目を瞬しばたたかせる。

　リザードマンは卵から生まれるわけだし、同じ爬は虫ちゆう類るい系ということで、ドラゴンも卵を産むのだと僕は勝手に思い込んでいた。

　しかし……

「じゃあ、卵胎生──っていうか、ひょっとして、親が直接、子供を産むの？」

「それも違う」

　しかしアマテナはこれも首を振った。

「ドラゴンは〈竜の巣〉が産む」

「…………？」

　また意味がよく分からなくなった。

〈竜の巣〉が産む？

　一瞬、魔章指輪が誤作動でもしたのかと思った。

　アマテナのこれまでの話だと、〈竜の巣〉というのはバハイラムの軍事拠点、というか地名のようなものだったと思うのだけれど。違うのだろうか。それとも地名と同じ名前でも冠された母竜みたいなのが、いるのだろうか。

「……っていうか」

　ひょっとして、実は竜って、蟻ありとか蜂みたいに、女王竜が巣の奥にいて、それが延々産んで増えるとかそういう生態だったりする？

　脳裏で、どこぞの映画みたいに、女王ドラゴンが大量の卵を産んで並べている図を思い描いてみたりする僕。するとあれか。最後は宇宙船の中で黄色い二足歩行の重機と殴り合いすんのか。それとも復活してきたカメの大怪獣に必殺技喰くらって爆砕するのか。

「実は、詳しいことは私も知らされていない。最高機密なのでな。〈竜の巣〉は専門の部隊である〈墓守隊アンダーテイカーズ〉が管理していて、我々とは命令系統が違う」

　とアマテナは言った。

「とにかく、〈竜の巣〉から我々は生まれたてのドラゴンを確保し、傀儡くぐつ竜りゆうにしていた。生まれたてといっても、ドラゴンは基本的にあの大きさから大きくも小さくもならない」

「そうなの？」

「半精霊だからな。普通の生き物とはかなり違う」

「あー……」

　そういえば、この世界の精霊ってのは、密度の高い魔力が生き物みたいな形をとっているだけで、生き物そのものではなくて──だから、成長とかはしないんだっけ。

「まあ、傀儡くぐつ竜りゆうのことはいいとしても」

　と光流ヒカルさんが話を促す。

「その軍事機密満載の拠点と、慎しん一いちさんの協力がどう繫つながるんです？」

「そ、それに……！」

　ミュセルが堪こらえきれない、といった様子で身を乗り出して言った。

「お母さんが……どう関わっているんですか？」

「ああ、すまない、話が脇に逸それているな」

　とアマテナは言って一同を見回した。

「話を戻そう。ファルメル・フォグロンはもともと、〈竜の巣〉を管轄する〈墓守隊アンダーテイカーズ〉となんらかの商取引をしていたようだ。おそらくは機密に関わるような品ではなく、日用品や消耗品の類いだとは思うが。商人の中には、所属する国にこだわらず、複数の国にわたって商売をする者も多いからな。ファルメル・フォグロンも──というよりフォグロン商会もその一つであるようだ。今回が初の取引ということで、部下の様子見も兼ねて、ファルメル・フォグロンもその納品に同行していたらしい」

「なるほど……」

　ファルメルさんは、見た目こそミュセルとそっくりだけど、性格はむしろ正反対というか、かなり気の強いイケイケ系だ。バハイラムとの取引も、現場視察も普通にやりそうな印象である。

「で……」

　アマテナが大きく溜ため息いきをつく。

　ちょっと珍しいことで僕は驚いた。エルビアとそっくりの容姿ではあるものの、彼女はあまり感情を表に出さないし、典型的な軍人、鉄の女、といった雰囲気で、弱音の類いもめったに吐かない──そんな印象があるからだ。

「その〈竜の巣〉のある第三王都で事故が起こった。いや。あれは災害か」

「……事故？　災害？」

　眉を顰ひそめて問い質ただすのは美み埜の里りさんだ。

「軍事拠点、なのよね？」

「そうだ。だがエルダントや他の敵国からの攻撃ではないだろう。あくまで内部から、というよりどうも〈竜の巣〉からのものであるらしい。正直、よくは分からないのだ。現場が混乱していてな」

　アマテナによると……まず地震が起こり、続けて〈竜の巣〉を中心として第三王都全体に、いきなり、『噴火』が始まったそうなのだ。それも何十、いや、何百、何千という箇所で、ほぼ同時に。

　結果として第三王都はあちこち火災が発生し、建物の崩壊も起こって、街区が幾つも分断されているのだとか。

　しかも──

「地震？　噴火？　ひょっとしてその第三王都って火山地帯にあるの？」

　と僕が尋ねると、アマテナは首を振った。

「近くに火山はない。最近、何度か地震は起こっていたようだが……よく地震が起こる土地というわけでもない」

「…………」

　僕は美み埜の里りさん、光流ヒカルさんと顔を見合わせる。

　僕らの出身国である日本は、地震はお馴な染じみの現象というか、西欧に比べるとその頻度は高い。日本を『火の国』なんていう言い方をすることもあるけれど、これは、日本に火山がたくさんあることとも無縁ではないのだろう。おかげで温泉も多かったりするのだけれど。

　ともあれ、火山帯が近くにあって、というのならば噴火というのもあり得ないことじゃない。バハイラムに限らず、こっちの異世界じゃ、地質学とか火山学とか、そういうのって発達してない印象だし、知識のない人達からすれば『いきなり噴火した』ように見えてもおかしくはないわけで。

　でも、アマテナは近くに火山の類いはないと言う。

　しかも──

「とにかく火の柱が何本も街の中に立って……」

「……ん？」

　僕は眉を顰ひそめる。

　アマテナのその言い方、というか表現がちょっと引っかかった。

「火の柱？　溶岩が流れ出てきたとか、火ひの粉こが降り注いだとかじゃなくて？」

「ヨウガン？」

　とアマテナは首を傾かしげてクラーラと顔を見合わせる。

　あれ？　溶岩を知らない？　ってことは──

「溶けた岩とか、真っ赤になって流れる、こう、もの凄く熱い川というか」

「いや、大きな火が街のあちこちに噴き出ている感じだが、そういうのは……」

「…………」

　なんだろう。なんか僕の知ってる『噴火』と雰囲気違うんですけど。

「消火しようにも、井戸は干上がり水不足、砂を掛けてはみたものの、消えるような火の勢いでもない。そんな状況で──ファルメル・フォグロンが言い出したのだ」

　じっとアマテナはその目で僕を睨にらむように見つめた。

　もともとエルビアと同じ顔の彼女だけれど、こう、普段から言動が厳しいというか凜り々りしい感じなので、こういう表情がよく似合う。睨まれるのもご褒美というか──いや、今はそういう話をしている場合ではなくて。

「シンイチ、お前を連れてくればこの事態を解決できると」

「な、なんで僕が？」

　僕には消防士の経験もなければ、災害救助の技能も異能もないんですけど。

　元自宅警備員のオタクにいったい何をしろと？

「シンイチ様、お母さんは──確か『先さき見み』の魔法が」

　意味の分からないご指名で狼狽うろたえる僕に──ミュセルがそう言ってきた。

　そうか。そうだ。

　確かファルメルさんは、かなり特殊な魔法──というより、僕が聞く限り超能力の一種みたいなのが使えたらしい。未来予知……そういう技術では習得できないようなやつが。だからこそ彼女は商売においても有利だったとかなんとか。もともとは巫み女ことかそういう血筋だったのかもしれない。

　ともあれ──

「その魔法で、僕が、事態を解決できる……と？　預言したの？」

「そのようだった」

　とアマテナが頷うなずく。

　彼女によると、ミュセルそっくりの女性を見かけて話し掛けていた最中に、その『災害』が発生──現場にいた人々が突然のことに右往左往する中、いきなりファルメルさんが『預言』を始めたらしい。

「──シンイチ」

　それから彼女は立ち上がると、深々と僕に向けて──身体を大きく折りたたむようにして、頭を下げてきた。

「頼む。一緒に来てくれ。エルダントの側に所属しているお前に、こんなことを頼めた道理でないのは承知している。だがこのままでは多かれ少なかれバハイラムの一般市民にも被害が出るだろうし、ファルメル・フォグロンやその部下の商人達も現場に取り残されたまま逃げることができないでいる。彼らを助けてほしいのだ」

「……アマ姉……」

　エルビアが驚いているところを見ると、アマテナがこんなふうにしおらしく他人に頭を下げる、という場面はきっと非常に珍しいのだろう。

　かつては僕を誘拐して、頭に傀儡くぐつ用の楔くさびを埋め込むとか無茶を言っていたこともあるアマテナだけど、正直、僕はこのエルビアのお姉さんについてあんまり悪い印象はない。今では僕のバハイラムに向けてのオタク商品輸出──もとい文化侵略の片棒を担いでもらっていることもあり、仲間、という認識の方が強いくらいだ。

　だからこそ、彼女にこんなふうに頭を下げられると弱い。

　しかも──救出する対象にミュセルのお母さんが含まれているとなると、とても嫌だなんて言えない。

　しかし……本当に僕が？

　自慢じゃないけど、僕ただの一般人だよ？

　先にも言った通り、超能力とか、戦闘力とか、災害救助の経験とか、全然ないんですけど。『サンダ●バード』は大好きで新作も旧作も映画も全部見てるけどさ。『海●』とか『トミカヒー●ー』とかも好きだけど。でもそれでどうにかなるくらいなら、格闘漫画読むだけで皆強くなれちゃうだろうし。

　本当……いったい、どうやって？

「頼む……」

　アマテナがさらに深々と頭を下げ──次いで隣のクラーラも頭を下げてくる。

「シンイチ様」

　さらにクラーラがソファから立ち上がり、一歩前に出て、僕の前に跪ひざまずき……こちらの手を握ってくる。

「どんなことでもいたしますから、どうか」

「ど、どんなことでもって……」

「どんな、ことでも」

　とクラーラが少し強い口調で繰り返す。

「いや、あの、あのね？　そこまでしなくていいっていうか──」

　僕は温かくて華きや奢しやな──軍人のものとは思えないくらいに細いクラーラの指の感触にドキドキしながら言った。

　もともとクラーラは僕を籠絡させる任務を負っていたこともあり、なんというか、彼女に『どんなことでもしますから』なんて言われるともう、反射的にエロいあれやこれやを想像しちゃってとてもまずいというか、まあ、とにかく、落ち着け、マイ・サン。

「私ではご不満ですか？」

「いや、そういうわけじゃ──」

「あ、あの、クラーラさん、私の母も関わっていることですし」

　と何やら慌てた様子でミュセルが立ち上がる。

「シンイチ様に『お願い』するのであれば、その、わ、私が……！」

「いや、そこでミュセルも変な張り合い方しないで！」

　エッチなお礼は、そりゃ、たいへん嬉うれしいのだけども、皆の──美み埜の里りさんや光流ヒカルさんのいる前でそんな、どこぞのエロゲじみた話をされても正直、困るし！

「じゃあアタシが『お願い』すればいいすか？」

　ここで何故か尻尾をぱたぱた振りながら腰を浮かすエルビア。

　……そういえば、彼女はそろそろ『あの日』だっけか？

「だからエルビアは関係ないから！」

「……そうか。そうだな。私が『お願い』するのが筋なのか」

「アマテナもしなくていいから！」

　何故か決然と握り拳を固めて呟つぶやくアマテナに、僕は悲鳴じみた声でそう叫ぶ。

　そして──

「分かった、分かりました、行くよ、行きます！」

　なんだかクラーラにまんまとはめられたような気がしつつも──僕はそう応じていた。
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「──お顔の色が優れませんな」

　ふと──隣でＬＡＶを運転する佐さ藤とう一尉がそう声を掛けてきた。

　彼は自衛隊の異世界駐留部隊の指揮官だ。

　同時に私がこちらにいる間の護衛役でもある。レンジャー徽き章しよう持ちの非常に優秀な自衛官と聞いており、事実、私としては今まで彼に何か不満を感じたことはない。

　基本的に寡黙で、自分から話を振ってくることはあまりない男なのだが──つまり私がよほどに深刻そうな表情をしていたということだろうか。

「何か良くない報しらせでもありましたか？」

「そう見えるかい？」

　私は苦笑を浮かべて言った。

「だとしたら私も焼きが回ったものだよ」

「…………」

　微笑とも苦笑ともつかない曖昧な表情を浮かべて、佐藤一尉は黙った。

　根掘り葉掘り事情を聞くのは自分の職分ではない、と心得ているのだろう。その姿勢は私の護衛役としては正しい。非常に正しい。個人的な興味や感情で余計なところに踏み込むと、彼のような自衛官は身動きがとれなくなることが多いからだ。そういう意味で、慎しん一いち君の護衛役である古こ賀が沼ぬま君は、少し、というか、かなり迂う闊かつなところがある。

　ただ──

「正直、驚いているよ」

　半ば無意識のうちに……そんな言葉が私の口からこぼれ落ちた。

「……驚いている、ですか？」

「私も、なんだかんだで、慎一君や古賀沼君に影響を受けていたのかもしれないね。これでも彼や彼女のことは気に入っているんだ。情が移ったとでもいうのかねえ。公務員としては良くないことなんだろうね、これは」

「…………」

　佐さ藤とう一尉は無言のまま、肯定も否定もしてこない。

　公務員としては、良くも悪くも個人的感情で判断を鈍らせてはいけない。特定個人に肩入れしたりしてもいけない。

　それは私のような官かん吏りも同じだし、佐藤一尉のような自衛隊員も同じだろう。とはいえ、人間である以上は機械のように割り切ることは難しいし、完全に人間心理を切り離した状態では──人間心理を理解できない機械には、役人は務まるまい。結局のところ、我々は公僕、つまり大衆に対するサービス業であるわけで、顧客心理を完全に無視すると、どこかで足をすくわれるものだ。

　難しいところだ。本当に。

「そう。必要以上の親近感を覚えてしまっている。彼らにも。そして──」

　ふとＬＡＶの小さな窓から外を見ると、何かが横を走っているのが見えた。

　獣のような耳と尾を備えた人間、いわゆる半獣人の子供だ。少年と少女が一人ずつ。彼らは非常に身体能力に優れているので、非舗装の道を時速三十キロ弱でゆっくりめに走る自動車になら、余裕でついてくる。

「すみません、ちょっとよろしいですか」

　と佐藤一尉が言う。

「顔見知りでして」

「……まあ、構わないけれども」

　時計を確認しつつ私がそう答えると、佐藤一尉はＬＡＶを停車させ、扉を開いた。

「サトー！」

　すると半獣人の少年と少女が、佐藤一尉に笑顔で駆け寄った。

「どうした？」

「ねえねえ、またアレない？」

「アレほしいの、アレ！」

「また野の兎うさぎ獲れたら『オスソワケ』するからあ！」

「お願い！」

　少年と少女が交互にそう言って佐さ藤とう一尉の服の袖を引っ張る。

「あー……しょうがないな。けっこう、貴重なんだぞ？」

　ぼりぼりと頭を搔かきながら、佐藤一尉は苦笑すると、懐から取り出した何か──薄いカード状のものだ──を、彼らに渡すのが見えた。

「やった！」

「ありがとう！」

　少年と少女は大喜びでそう言うと、ぺこりと頭を下げ、そして走り去っていった。

「すみません、お待たせしました」

　そう言って佐藤一尉は扉を閉めると、再びＬＡＶを走らせる。

「何を渡していたんだね？　現地人に日本のものを渡す場合には、気をつけないといけないが……」

　迂う闊かつなものを渡すと、騒動の元になるというのは、光流ヒカル君が来た当初に経験済みだ。

　ましてや、かつての進駐軍のようにチョコレートだのなんだのをこっちの世界の人間によく調べもせずに与えると、どんな弊害が出るかも分からない。前述の通り、さきほどの子供達は人間であると同時に獣の属性のような部分もある。確か犬や猫にチョコレートを与えると、致命的な結果を引き起こすこともあると聞いた覚えがあった。

「これですよ」

　と佐藤一尉が懐から改めて取り出してみせたのは、驚いたことに、味付け海の苔りのパッケージだった。

「天然素材ですし。一応、古こ賀が沼ぬまの報告では問題なかったと」

「これは少し意外だったな」

「海が遠い地域みたいですから。岩塩もわりと貴重品のようですし、こういうのは珍しいうえに、塩分補給に良いんでしょうな」

　と佐藤一尉は笑う。

「なるほど…………しかし、ずいぶんと現地の人間との交流が進んでいるようだね」

「一応、推奨されていましたからね」

　そう。推奨していた。

　慎しん一いち君だけにエルダントとの交流を任せておくのは、いろいろな意味で危険だと私は判断したし、上のお偉方もそういう考えだった。彼の『反乱』があってからはなおさらだ。だからこそ、自衛隊員達にも、各種報告義務を課したうえで、現地人と交流することを推奨していた。

　しかし……

「まずかったですか？」

「いや。推奨したのは事実だ。しかし──」

　ふと私は、慎しん一いち君の屋敷にいる異世界人達や、エルダント城の可愛らしい皇帝陛下、そしてその臣下達の顔を思い浮かべる。

　彼らの多くが笑顔で脳裏に出てくるのは、私としても、それなりに彼らに情というものが移っている証拠なのだろう。

　意外なことだ。もう少し私は、自分を乾いた人間だと思っていたのだが。

　だが、この気分は、だからこそ、なのだろう。

　慎一君達に会うのが──正直、気が重い。

　だが、そんなことを考えている間も車は進み──

「着きました」

　ＬＡＶが停車、そう佐さ藤とう一尉が告げてくる。

　私はＬＡＶから降りて、〈アミュテック〉の──というより慎一君の屋敷を見上げる。

「…………」

　情が移るという意味ならば、ここでずっと暮らしている面々は、私と比較するまでもないだろう。慎一君に至っては、ミュセルやエルビアといった少女達に慕われているようだし、皇帝陛下とも親しい。しかも彼の性格からして彼女らに情が移らないはずがない。

　だから当然──

「…………」

　私が感傷的な気分で屋敷と、そして遥はるか彼方かなたにそびえるエルダント城の方を見比べていると──

「──!?」

　がらがらと車輪が回る音がして、屋敷の裏手から羽車が飛び出してきた。

「なに？」

　羽車は私達を轢ひきかねない勢いで走ってくる。咄とつ嗟さに私は後ろに飛び退のき──同時に佐藤一尉がＬＡＶの中から89式自動小銃を引っ張り出して構えるのが見えた。

　だが……

「──慎一君!?」

　驚いたことに、御者台に乗っているのは、ミュセル・フォアランと、そして慎一君だった。ちなみに羽車の手綱を握っているのはミュセルの方である。そういえば、彼女は昔少しだけだが軍にいたという。ならば陸上自衛隊に勤める自衛官の多くが、自動車免許が必須であるのと同様に、彼女も羽車の扱い方は教えられていてもおかしくない。

「なんだ!?　慎一君、何を──」

「あ、的まと場ばさん!?　ちょうど良かった！」

　慎しん一いち君がこちらに気付いたようで──通り過ぎた羽車の上から、こちらを振り返って声を上げた。

「すみません、ペトラルカにしばらく留守にするからって連絡しておいてください！」

「は？　留守？　どこかに出掛けるのか？　とにかく待っ──」

「学校の方も自習ってことで皆に──」

　そう告げている間にも、羽車は加速して進んでいく。

　私は数歩、後を追って走りながら叫んだ。

「待ちなさい、何だ、何をするつもり──」

「ちょっと人命救助に！　ミュセルのお母さんを助けに!!」

「はあ!?」

　あまりに唐突な話で、私は思わず立ち止まってしまう。

　だがその間に、羽車はもう人間の徒歩では追いつけないくらいの速度にまで達し、みるみるうちに小さくなっていった。ここから叫んでももう会話は成立すまい。

「──追いますか？」

　私の横に並びながら佐さ藤とう一尉がそう尋ねてくる。

「いや。よく分からないが、無駄だろう」

　私は首を振った。

　なんだかんだ言っても、あの加か納のう慎一という人物は、頑固というか、一度走り出したら止まらないようなところがある。ここで無理に引き留めると余計に話がこじれるだろう、私は経験としてそれをよく理解していた。

　もっとも──彼に、話をするのが少し先延ばしになった、ということで、ほっとしている自分がいるのも確かだったのだが。

「おそらく、古こ賀が沼ぬま君も一緒だろう？」

「それは、まず間違いなく」

　と──手元で何かの機械を確認しながら佐藤一尉が言った。おそらくは発信器か何かを持たせているのだろう。ある程度の距離までならば、彼女の位置をこちらで把握できるのだ。さすがに衛星も中継局もないこの異世界では、長距離となると無理が出てくるのだろうが──

「とりあえず伝言を頼まれたことだし、皇帝陛下にご挨拶もしておきたい。城の方に向かってくれないかな」

「分かりました」

　佐藤一尉が頷うなずくのを確認して、私は再びＬＡＶに乗り込んだ。
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　猛烈な勢いで走る羽車の御者台。

　手綱を握るのはミュセルだ。普段、学校に行き来するときは神聖エルダント帝国に雇われている送迎専門の御者が迎えに来てくれるのだけれど……今日は、その御者を無理矢理降ろして半ば羽車を奪うような形になってしまった。

　さすがに『バハイラム王国との国境線に向けて大急ぎで走ってくれ』なんて、無関係の御者には言えないからである。

　ミュセルは軍にいたときに羽車の乗り方も基本は教わったそうで、今のところ、問題なく羽車は走ってくれている。途中、牽けん引いん役やくの大型鳥を休ませたり、ミュセル自身が休む必要も出てくるだろうけれど……この分だと傀儡くぐつ竜りゆうを待機させてある場所まで、そう時間はかからないだろう。

　ちなみに今のミュセルはいつものメイド服ではなく、以前、ペトラルカから譲ってもらったという魔法の服を着ている。確か魔法の術式だのなんだのが縫い込んであるとかで、着用者の魔法を増幅する効果があるんだとか。いわば、魔法専用の強化服だ。

　皇帝陛下から直々に下賜された品ってことで、普段は大切に、そりゃもう宝物のようにしまってあったのだけれど、それを引っ張り出してきて着ているのは、今回の件に対するミュセルの決意というか、気迫というか、そういうものの表れなのだろう。

　僕がそんなふうに考えていると──

「あの……シンイチ様」

　ミュセルが前を向いたまま、しかしどこか怯おびえたような声で僕を呼んできた。

「なに？」

「その、本当に……すみません」

「何のこと？」

「その、ですから、母のために……」

　そう言ってミュセルは唇を嚙かんで俯うつむいてしまう。

「あああ、危ないから前見て、前！」

「は、はい、すみません」

　慌てて顔を上げるミュセル。

　しかしその表情はやはり怯えたまま……というより、これは申し訳なく思っているのだろう。

　僕はアマテナ達の要請に従って、バハイラムに向かうことを決めた。

　ミュセルはそれが、自分の母親のせいだ、と思っているのだろう。クラーラの色仕掛け云うん々ぬんは別にしても、そもそも僕を指名したのはファルメルさんだし、アマテナ達にその気はなくとも、事実上、ミュセルの母親を人質に取られているようなもので、さすがの僕も「なんだか危なそうだしヤダ」と、見捨てるわけにはいかなかった。

　それはまあ、事実だ。

　でも──

「いやまあ、ファルメルさんを助けるためだけ、ってわけでもないよ」

　僕は苦笑しながら言う。

「アマテナやクラーラに頼まれたってのもあるし」

「それは…………」

　ミュセルは何度か瞬まばたきをしてから、僕の方を向いて言った。

「やはりシンイチ様はクラーラさんと……？」

「前見て前！」

　僕は悲鳴じみた声でそう促してから、溜ため息いきをついて言った。

「なんでそうなるんだよ」

「キセイジジツがどうとか……」

「ないから。なかったから。だいたい、目が覚める前まで見てた夢じゃあ、クラーラじゃなくてミュセルが──」

「はい？　私が……？」

「前見て！」

「あ、は、はい」

　また慌てて視線を前に戻すミュセル。

　そういえば彼女はいわゆるドジっ娘こさんなわけで……羽車の運転にもその属性が遺憾なく発揮されたりすると、洒しや落れでは済まない。今からでもアマテナかクラーラに代わってもらうべきかもしれなかった。

「とにかく、クラーラとはなんでもないし、何もなかったの。クラーラも前に僕を籠絡しろとかアマテナに命令されたときのことを変に覚えてて、僕をからかってるだけだよ」

「そうでしょうか……」

　と何やらミュセルは不安げである。

　まあ、朝起こしに来たら、僕と裸のクラーラが一緒のベッドにいたのだからそりゃ驚くというか、怪しんでも当然だけれども。もし僕まで裸だったら、怪しむどころの騒ぎじゃなかっただろう。

「えっと……あのさ」

　僕は頰ほおを搔かきながら言った。

　そういう話をしてる場合じゃないのは分かっているけれど、だからこそ、今なら非常事態ってことで言えちゃうかもしれない。

「はっきりしない態度をとってる僕が悪いのは分かってるけれど」

「シンイチ様……？」

「だから前見て。お願いだから。ていうかこっち見ないで」

　恥ずかしいから。

「は、はい」

「それでも、僕はミュセルもペトラルカもエルビアも大好きで……三人とも大好きだから、一人に絞れないだけで……他の子に浮気してる余裕とか、ないから」

　というかそんな元気があったら、まずミュセルかエルビアに手を出してるだろう。どちらもそういう機会はわざわざ作らなくてもあるわけだし。

「ミュセルもペトラルカもエルビアも、誰か一人と知り合ってただけなら、誰か一人に好きだって言ってもらえてただけなら、悩んでなんかいなかったんだろうって……思う」

　やっぱり最低というか、元自宅警備員のキモオタの分際で、贅ぜい沢たくというか分不相応なことを言ってる自覚はまああるのだけれど。

　でも今のところ、これが僕の本音。同じようなことは『禁忌の鎧よろい』のせいでミュセル達の前で垂れ流しちゃったことはあるけれど、それを自分から口にするのはやっぱりちょっと意味が違うのだろう。

『禁忌の鎧』のときはなんだかんだでミュセル達にタコ殴りにされた僕だけれども。

　さすがに今はミュセルも殴ってくるなんてことはなくて──

「……はい。シンイチ様」

　ミュセルの横顔には柔らかな笑みが浮かんでいた。

　そして……

「──歓談中、悪いが」

「うわっ!?」

　にゅっと生えるような感じで僕とミュセルの間に割り込んできたのは、客室の窓から身を乗り出しているアマテナだった。

　ちなみに、客室内には美み埜の里りさん、光流ヒカルさん、エルビア、クラーラが乗っている。ブルークも護衛として一緒に行く、と言ってくれたのだけれど、お父さんになったばかりの彼を子供達から引き離したくなかったので、僕は彼には留守番を頼んだ。

　とにかく、この七人が今回のバハイラム行きの面メン子ツである。

　で──

「そろそろだ」

　そう言って彼女は、道の彼方かなたにある小さな森を指し示した。

　彼女が手にはめている腕輪の一つに触れる。魔章指輪に似た紋様が刻まれているところを見ると、どうやらこれは魔法具の一種であるらしい。

　すると──森の一角が大きく震えた。

「──！」

　ミュセルが驚いて手綱を引き絞った。

　羽車の大型鳥二羽は、走るのをやめ、ゆっくりと羽車が森のすぐ近くで停まる。

　その目の前に、ぬっと、頭にどこぞの隊長機の羽根飾りっぽく、楔くさびを一本生やした巨体が姿を現す。巨大な翼と前足で木々をかき分け、あるいは隙間に身をねじ込むようにして、異い形ぎようの巨大生物は、道の方へと出てきた。

　言うまでもなく、傀儡くぐつ竜りゆうだ。アマテナとクラーラが乗ってきたやつである。

「おー……」

　僕は思わず感嘆の声を漏らした。

　傀儡竜を見るのはこれが初めてではもちろんないのだけれど、実際に誰かがこの巨大な生物を操っている行為そのものを見るのは、初めてだった。アマテナの腕輪が、おそらく、楔と通信するための魔法具なのだろう。

「あれに乗って国境を越え、第三王都まで急ぐ」

　そう言うアマテナの声には──はっきりと、焦燥の色が滲にじんでいた。
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　カノウシンイチは毎朝、妾わらわのところに顔を出す。

　学校に行く少し前、〈アミュテック〉の活動状況を妾に報告していく、そのためにだ。

〈アミュテック〉はニッポン主導で作られた組織だが、実際にシンイチ達が住む屋敷を提供し、さまざまな便宜を図っているのは妾──というか我が神聖エルダント帝国だ。つまりシンイチにとっては神聖エルダント帝国もまた雇い主ということになる。

　だから毎朝のこれは……シンイチにとっては、雇い主に対するご機嫌伺いを兼ねているのだろう。その程度のことは妾もよく分かっている。

　だがそれでも。

　単なる経過報告であるならば、シンイチが直接行う必要はない。代理の者を遣わしても良いし、書面で行うことも可能だろう。実際……厳正を期すならば口頭よりも記録に残る方が良いとザハールも言っていた。

　なのに朝の忙しい時間を縫って、シンイチが直に会いにくるのは、妾の顔を見たいからではないか。そう思ってしまう自分がいる。いや。そうであってほしい、そうであるべきだ、などと考えている小娘が、自分の──ペトラルカ・アン・エルダント三世の内にいるということを、妾は理解している。

　神聖エルダント帝国の頂点たる皇帝としては、なんというか、非常に情けない話だ。

　だがこれが惚ほれた弱みというやつなのであろう。自分でもあのような戯おどけ者ものに惹ひかれるようになったことを不思議に思ったりするが、こういう感覚は理屈ではないのだろう。ガリウスもそう言っていた。

　ともあれ、妾わらわは毎朝の謁見をいつも楽しみにしている。

　だから──

「皇帝陛下におかれましては、ご機嫌麗うるわしゅう…………」

「…………」

　謁見の間に姿を現したのがシンイチでないと知った瞬間、妾は大いに落胆した。

　それが妾の態度にも如実に出ていたのであろう。シンイチの代理として登城してきたその男──マトバは、汗もかいていないくせに、布で額の辺りを拭くような仕草をしてみせながら、曖昧な笑顔を取り繕っていた。

「あー……………麗しゅうあられるわけでは、ないようで」

「慧けい眼がんじゃな。その通りじゃ」

　妾は目を細めてそのニッポンの官かん吏りを睨にらみながら問うた。

「シンイチは何処じゃ？」

　マトバの背後には、ジエータイと呼ばれるニッポンの軍隊──ミノリは『軍隊じゃあないんですよぉ』などと何やら微妙な笑顔で言っておったが──の者が一人控えておるが、それだけだった。近くにあのオタク文化の伝道師の姿はない。

　そしてシンイチの護衛役のミノリも、そしてシンイチ同様に学校の先生を務めるヒカルの姿もない。これはつまり、本日、学校で授業をするニッポン人が一人もいないということになる。まさか妾のところに顔を出すのを忘れて、学校に行ってしまったわけでもなかろう。

「……それが」

　マトバは懐から折りたたんだ一枚の紙を取り出した。

「私が屋敷に着いたときには入れ違いだったようで」

「入れ違い？」

「このようなものが、屋敷の玄関に貼ってありまして」

「……に……ます……しないでください？　に……つてきます……？」

　マトバが示したその紙には、ニホン語が書いてあった。

　シンイチに教わったため、妾もニホン語は多少読めるが──カンジと呼ばれる上級文字まではさすがに覚えていない。見てもそれがニホン語らしいと分かるだけだ。

「つまるところ、急用ができたので、少し学校を休みにして屋敷をあけると」

「急用……？」

　大事な学校を放り出し、妾わらわとの謁見もせずに、出ていくほどの急用とは何なのか。

　妾が顔をしかめてその紙を睨んでいると──マトバが、自分でも今ひとつ信じ切っていないのか、自信なさげな口調で述べてきた。

「なんでもフォグロン商会の女会長が、命に関わる事故に遭ったとかで……」

「フォグロン商会──」

　それは、シンイチのところに配されたメイド、ミュセル・フォアランの母親が運営する『店』の屋号だ。

　改めてマトバがその置き手紙の内容を読み上げたところによると、ファルメル・フォアランが危険な状況にあり、シンイチとミュセルのことを呼んでいるのだという。

「ふむ……？」

　それはつまり、事故に遭ったファルメル・フォアランが、危篤の状態で……にもかかわらず、意識はあって、自分の娘とシンイチに会いたがっているということだろうか。それとも朦もう朧ろうとした状態で譫うわ言ごとのように、ミュセルとシンイチの名を呼んでいるだけか。

　いずれにせよ……ミュセルは分かるとして、何故、シンイチなのか。

　ファルメル・フォアランにとって、シンイチは、娘の雇い主というだけである。危篤だったとしても会いたがる理由はない。

　それこそ──

「──まさか」

　妾の脳裏を嫌な予感が過よぎる。

　すなわち──駆けつけたシンイチの手を握り、『どうか、どうか娘を幸せにしてやってください』などと懇願するファルメル・フォグロンの姿が。あの、フォグロン商会を女の身で切り盛りしているファルメル・フォグロンのことだ……娘のためにハッタリをかますというか、一芝居うつ程度のことはやりかねない。

　たとえば自分が危篤なのだと偽って、シンイチとミュセルを呼び出し……もう二人の関係は既成事実であるかのように決めつけることで、シンイチを追い込み、ミュセルと実際にくっつけてしまう、とか。

「むう……」

　だとすれば由々しい。非常に由々しい事態だ。

　ミュセルは抜け駆けなどせんだろうが、母親が二人をくっつけるべくちょっかいを出してくるとなると、こちらもうかうかしてはおれん。とりあえずこちらからも、フォグロン商会に人を遣やってファルメル・フォグロンの容よう態だいを確認──

「どうなさいました、陛下？」

　と隣に立っていたガリウスが妾の顔を覗のぞき込んでくる。

「ファルメル・フォグロン……己の娘に抜け駆けさせるつもりではあるまいな？」

「……陛下」

　ガリウスがその秀麗な顔を、何やら呆あきれの表情で曇らせて、言った。

「らぶこめ、の読みすぎです」

「お前とて、びぃえる、の読みすぎであろうに」

「公私は分けておりますれば」

　と澄ました顔でガリウスは言う。

「考えすぎです、陛下」

「……で、あれば良いがの」

　ひたすら恐縮の態ていを装って、額の──未いまだに浮かびもしない汗を拭く仕草を続けているマトバの方を見ながら、妾わらわは溜ため息いきをついた。
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　空を飛ぶのは、別に初めてじゃない。

　家族で旅行するときに飛行機に乗ったことはあるし、異世界でもドラゴンを模した可変メカ──〈フェイドラ〉の背中に乗ったこともある。

　しかしなんというか、傀儡くぐつ竜りゆうの背中は、旅客機の中はもちろん、〈フェイドラ〉の背中に乗るのともまた違う感覚だった。素すで風に晒さらされているというのもそうだが、生き物の背中に乗っているというのは、その生物の呼吸や脈拍といった、固有のリズムに晒されるということでもある。

　バイクに乗っているのと馬に乗っているのとの違い、とでも言おうか。

　しかも傀儡竜の背中には、いわゆる座席がない。

　普通に腰掛けてゆったり足を伸ばせるような椅子がない。代わりにあるのはとりあえずまたがれるだけの『鞍くら』だ。しかもそれが人数分は、ない。具体的には四人分だけで、どうしても三人は余る計算になる。

　直接、傀儡竜の背中に乗っていると、翼を上下させるたびに、皮膚の下の筋肉が動くのが伝わってきて、どうにも安定しないというか、落ち着かない。

　というわけで──

「うーん……」

　僕は左右でゆっくりと羽ばたく傀儡竜の翼を見ながら言った。

　伸ばした足の先に、傀儡竜の筋肉が緩やかに波打つ感覚が伝わってくる。

　鞍にまたがっているのは、傀儡竜を制御しているアマテナ、それから僕、光流ヒカルさん、ミュセル、の四人。美み埜の里りさんとクラーラ、そしてエルビアはというと、鞍に取り付けられている金具と自分の身体に紐ひもを結びつけたうえで、傀儡くぐつ竜りゆうの背中にしがみついているような状態である。それなりに傀儡竜の背中は広いうえ、飛行そのものは安定しているので、一見するとあんまり危険なふうには見えないが、まあ言ってしまえば手を滑らせれば命綱一本でぶら下がっているだけの状態になるわけだ。

　エルダントやバハイラムの国境警備兵に見つからないようにと、比較的低空を飛んでいるとはいえ──高度は最低でも十メートル。落ちればまあ、ただでは済まない。

「やっぱり落ち着かないなあ」

「安心するがいい」

　肩越しに僕を振り返ってアマテナが言った。

「シンイチの身の安全は私が保証する」

「いや、そういうことじゃなくてね？」

　と苦笑する僕。

　アマテナが言っているのは、僕がバハイラム入りした際の、立場の話だ。一応僕はエルダント側の人間ということになっているので、細かい事情を知らないバハイラムの人間に見つかれば、そのまま捕まりかねない。だがアマテナはそうならないように、クラーラと一緒に全力で僕を守ってくれるそうだ。

「絶対に私が守る」

　とアマテナが言う。その口調が何か、いつものアマテナと違うような気がして、僕が目を瞬しばたたかせていると……

「シ、シンイチ様は、私がお守りします、から……！」

　と何故か妙に決然とした口調で僕の隣のミュセルが言ってくる。

「そうっすよ、アタシもいるんすから」

　とエルビアまでが僕の隣で身を起こしながらそう言って──飛行の風圧を受けて転がり落ちそうになり、慌てて身を伏せる。

「……というかもともと私の仕事なんだけどね？」

　と言ってにやにや笑うのは美み埜の里りさんだ。

「もう私が護衛する必要もないんじゃない？　慎しん一いち君、愛されてるぅ」

「いや、そういう話ではなくてですね？」

「無自覚の女たらしって本当、タチが悪いですよね」

　と光流ヒカルさんまでそんなことを言い出す始末。

「いやだから、そういう話じゃないから！　こう、剝むき出だしで傀儡竜の背中に乗ってるのってなんだか怖いよねって話だから！　だいたい、今は細かいこと言ってる場合じゃないでしょうが！　ミュセルのお母さんを助けて、バハイラムの第三王都の人達も助けなきゃいけないわけで……！」

　人の命とかかかってるんだから、三角関係とか四角関係とかそーゆーのはいったん棚上げしておくべき！　という主張を僕はしたかったのだけれど。

「……すみません」

　と、またミュセルが意気消沈した様子で俯うつむいたりして。

「お母さんの──私の母のために」

「いやだから、それも言ったでしょ。大丈夫だから、僕がやりたくてやってんだから、ミュセルは気にしなくていいから！」

「……シンイチ様……」

　ミュセルが若干、潤んだような目で僕を見つめてきて。

　大粒の宝石みたいな、薄紫の瞳が、何度も瞬まばたきを繰り返して。

　ああ、こういうミュセルも凄く可愛い！　というか、泣いた顔もいいというか、ついつい、ちょっと意地悪してみたいような、虐いじめてあげたいような、そんな気持ちがむずむずと起き上がってきて……………！

　あい、いや、えっと、そうじゃなくて、ですね？

　や、僕は純粋にミュセルを可愛いと──

「そうっすよ、シンイチ様はそういう人っすから！」

　とにゅっと僕とミュセルの間に頭を突っ込むようにしてエルビアが言う。

「アタシが捕まったときも助けてくれたっすから！」

　と、考えてみればずいぶん前の話を引き合いに出してくるエルビア。

「まあ、エルビアのときはかなり下心があったんでしょうけれど」

　と──光流ヒカルさんが相変わらず醒めた意見を差し挟んできたり。いやまあその通りなんですけど。なんだかんだ言って彼もオタクなので、こっちの思惑なんてのは透けて見えちゃうんだろう。

　しかも……

「でも今回だって下心がないとは言えないわよね」

　と美み埜の里りさんがとんでもないことを言い出して。

「やっぱりミュセルのお母さんには、それなりに、良いところ見せておきたいと思ってるんじゃないの？　将来的なこともあるし」

「それって……」

　とエルビアは目を瞬しばたたかせる。

「実はシンイチ様、ミュセルの母様萌もえなんすか!?」

「なんでそうなる!?」

　と僕が叫ぶけれど、エルビアは『ここにきて意外な伏兵！』と言わんばかりに拳を握りしめて言った。

「でもミュセルの母様って、ミュセルとそっくりで凄く若い感じじゃないすか！　シンイチ様の好みっすよね!?」

「いや、似てるのは確かだけど、それだったらミュセル差し置いてファルメルさんに萌える意味ないから」

「年下みたいに見えて実は年上ヒロインとか、シンイチ様の漫画によくあるじゃないすか！　アレがシンイチ様のツボなんすか!?　ロリババア萌えっすか？」

「いや、あれは──というかファルメルさんにロリババアとか失礼でしょ!?」

　ファルメルさんはロリでもないし、お婆ばあさんって歳としでもないだろう。

　あ、でももし、僕とミュセルの間に子供ができたりしたら、ファルメルさんもお祖ば母あさんになっ──いや今はそういう話でもなくて！

「シンイチ様──」

　とミュセルがますます哀かなしそうな顔になったりするので、僕は慌てて言った。

「姉キャラとかは許容範囲だけど、さすがにヒロインのお母さんとか攻略対象範囲外だから!!　不倫とかないから！　ミュセルもショック受けたような顔しないで！」

「あら、でも今、ファルメルさんは独り身でしょ？」

「美み埜の里りさんも余計な混ぜっ返しやめて!?」

　鞍くらをばんばんと掌てのひらで叩たたきながら僕は喚わめいた。

　本当にもう──バハイラムの第三王都に着くまで暇だからって、なんでこう、今こんな話を延々しなくちゃならないのか。

　美埜里さんは笑いながら『ごめんごめん』と言ったうえで、さらにこう続けた。

「まあ、将来、結婚するなら親の覚えは良くしておきたいとか、思うわよね。親に紹介するってもう、結婚まで秒読み待ったなし、って感じだし？」

「──！」

　エルビアはようやく合が点てんがいったようで、ぴん、と尻尾を立て僕の方に改めて身を乗り出してくる。やっぱり風圧を受けて転がり落ちそうになる彼女を、横から手を伸ばした光流ヒカルさんが『ほら危ないですよ』と言いつつ、襟首を摑つかむようにして引っ張り上げた。

「ぐえっ──……え、えっと、そ、そしたら、えっと、えっと、そしたらバハイラムに行くついでに、うちの母様にも会わせるっすよ！　父様にも！」

「ふむ。実家は第三王都から近いからな」

　と何故かアマテナまで頷うなずいていたり。

「ジジレアとはすでに会っているわけだし」

「いや、だから第三王都の災害を止めに行くんだよね!?」

　この勢いだと第三王都ほっといて、先にエルビア達の実家に急行しそうで怖い。

　なんというか、じわじわ外堀を埋められているというか、逃げ道を塞がれているような感じで非常に居心地が悪い。まあ、単純な興味としてエルビアのご両親ってどんな人なんだろうとは思うけれども、自分に好意を持ってくれてる女の子の親に会う──紹介されるって、かなり緊張を強しいられるイベントだし。

　しかも傍はた目めには三つ股四つ股かけてるように見えるとなると──それこそ、紹介されたとたん、父親の性格によっては、僕はその場でぶち殺されかねない。妹の紫し月づきが『ちーっす、俺、紫月のこと、マジＬＯＶＥっすから、はんぱねーっす』とか言ってへらへら笑う彼氏とか連れてきた日には、うちの父親とか、ぶち切れてちゃぶ台どころか畳からひっくり返しかねないし。

　そんなことを考えていると──

「そろそろ第三王都が見えてくるはずです」

　と場の空気にまったく毒されていない感じの怜れい悧りな口調で、クラーラが言う。

　なんとなく救われた気分になって僕は彼女が指差す方を見て──

「……ん？」

　何か空に黒い点が見える気がする。

　僕の気のせいだろうか？　飛ひ蚊ぶん症しようだっけ？

　しかし黒い点は右に左にずれることなく、こっちに向けて大きくなってくる感じで、しかもその数が増えているような──

「あれって……？」

「──まずい」

　と言ったのはアマテナだ。

　同時に、美み埜の里りさんがどこからか取り出した小型の双眼鏡を覗のぞき込みながら言った。

「ドラゴン!?」

「え？　傀儡くぐつ竜りゆう？」

「いや……」

　僕の問いにアマテナが首を振る。こちらは双眼鏡とかまったく使ってないのだけれど、きっちり相手の姿を把握できているらしい。どういう視力をしてるんだろうか。

「あれは──楔くさびがない」

「──！」

　つまり、こっちに向かって接近中なのは、野良の、バハイラム兵の制御下にない野生のドラゴン──ということになる。

　神聖エルダント帝国においては完全装備の騎士団二つ三つをぶつけてようやく退治できるという、事実上、最強の怪物。それが──一頭、二頭、三頭……なんだか五頭ばかりいるんですけど!?

「まずいんじゃないの!?」

「だからそう言っている！」

　僕の悲鳴じみた叫びにアマテナがそう返し、同時に彼女が何かしたのか、大きく傀儡くぐつ竜りゆうが姿勢を傾ける。僕やミュセルは慌てて鞍くらにしがみつき、またも転がり落ちそうになったエルビアを光流ヒカルさんが引っ張り上げ、美み埜の里りさんは──身体は命綱に預けたまま、荷物の中から銃床を折りたたんだ89式小銃を引っ張り出した。

「……でもこんな豆鉄砲じゃ撃墜は無理かもね」

　そう言う美埜里さんの口調には、ある種の諦観が滲にじんでいる。

　確かに、89式の使う弾はあくまで軍用──というより対人用だ。小口径高速弾は野生動物相手にはあまり効果がないと言われている。熊やヘラジカを狙うような狩人達が使うのは相変わらず大口径のマグナムライフル弾なので、威力では天地ほどの差があるのだ。

　ましてドラゴンは熊やヘラジカよりも大きいうえに、表面の鱗うろこで防弾効果も高そうだ。爬は虫ちゆう類るいは痛覚も鈍いというから、ちょっとやそっと傷つけて追っ払う、というわけにもいかないだろうし。

　まずい、本当にまずい。

　単に威力だけの問題でもなく……そもそも、今の僕らは踏ん張って戦うための足場すら覚おぼ束つかないのである。比較的安定しているとはいえ、傀儡竜の背中に乗ったままの射撃となれば、命中率は恐ろしく下がるだろう。目や口の中といった急所と思おぼしき場所を狙うのにも無理がある。

　どうすればいい？　どうすれば!?

　僕が狼狽うろたえている間にも、猛烈な勢いで野生のドラゴン達は僕達に迫ってくる。

　そして──

「──！」

　いきなり、猛烈な勢いで視界一杯に広がる、炎。

　ドラゴン・ブレス──ドラゴン達がすれ違いざまに、こちらになすりつけるような感じで炎を吐いたのだ。

「うわっちっち!?」

　アマテナが傀儡竜を操って回避行動をとらせたので、直撃は避けられたものの、鞍やら縄やら、荷物やら、数ヵ所を炎の吐息ブレスがかすめて、火が付いた。

「消火！　消火、火を消して、早く！」

　僕とミュセル、光流さんは慌てて手持ちの布やら何やらで叩たたいて消火を試みるけれども、どういう理屈かこれがなかなか──消えてくれない。あるいはドラゴンの唾液か何かがもともと粘性の高い可燃性物質とかで、これがへばりつくと、火が消えないとかそういう理屈だろうか。確か火炎放射器の燃料にそういうのがあるってのを聞いたことがある。

　しかも──

「熱っ……！」

　ミュセルの身体を鞍くらに固定していた安ベ全ル帯トにも火が付いていた。

　彼女は慌ててこれを消そうとするも──

「──！」

　次の瞬間、音を立ててそれは、ちぎれていた。

「ミュセル！」

　ぐらりと彼女の身体が傾いて──僕の視界から消える。

　ほとんど勘で伸ばした手の先に、彼女の手の感触を捉えることができたのは、本当に幸運だっただろう。

　僕は無我夢中で彼女の手を摑つかむ。がくんと一気に彼女の体重が手首に、そして肘に、肩にかかってきて、僕は短く呻うめいた。

「ぐっ──ミュセル……！」

　見れば、彼女は僕の手に捕まる形で、ぶら下がっている。

　彼女の向こう側、その足の下では、もの凄い勢いで流れていく荒野の風景が見えた。高度三十メートルくらいだろうか。高さも十分に致命的だけど、たとえ高度三メートルであっても、この速度で傀儡くぐつ竜りゆうから投げ出されれば、それだけで全身を骨折しかねない。

　やばい、やばい、やばい!!

「シ、シンイチ様──」

「い、今、今引っ張り上げるから！」

　そう言って僕は腕に力を込めるものの、彼女の手を摑んだときの衝撃で痛めたか、肘と肩に力が入らず、伸びきったまま──上手く引っ張り上げられない。

　僕は咄とつ嗟さに助けを求めて周囲を見回すけれど、美み埜の里りさんはクラーラを、光流ヒカルさんはエルビアを落ちないように支えながら、火を消すのに手一杯で、こっちを助けている余裕はないし、傀儡竜は今もドラゴン達から逃れるべく旋回中で、気を抜いたら彼女らも転げ落ちてしまいそうだった。

　駄目だ。やっぱり僕がミュセルを助けるしかない。

　僕は腕がちぎれるのすら覚悟して無理矢理力を込める。

　しかし──

「──！」

　そこにやってくるドラゴン・ブレスの第二撃。

「うわっちゃ!?」

　僕のまたがる鞍そのものにまで火が付いた。

　思わず僕は身を捩よじり──そして僕の身体を鞍に固定していた安ベ全ル帯トが、いや、それを鞍に結びつけていた金具が、基部から弾け飛んだのは次の瞬間だった。おそらく力がかかっていたところに熱が加わって、金具が歪ゆがんだのだろう。





[image: ]





　当然──

「うわっ!?」

　次の瞬間、僕はミュセルの手を摑んだまま、空中に投げ出されていた。

　やばい！　やばいやばいやばいやばいやばいやばい！

　諦めなくてもここで人生終了!?

　真下はというと──いつの間にか荒野は終わり、第三王都らしい街並みが見えているけれど、僕らを優しく受け止めてくれそうな樹木の枝とか、湖とか池とか、そういうのはまるで見当たらない。固そうな建物の屋上か屋根、あるいは瓦が礫れき、そして踏み固められた地面が見えるだけである。

　激突すればこりゃもう即死不可避。

　ということは僕は、僕は、ここで童貞のまま死ぬのか！

　ああ、こんなことならこんなことなら、ええと、あのゲームやって、あの漫画読んで、いやそれだけじゃなくミュセルと──ああああああああ。

　焦燥で僕の思考は空回りし、時間感覚が無意味に間延びする。

　猛烈な風を感じながら手を繫つないで落ちていく僕とミュセル。

　その中で──

「〈疾風の拳テイフ・ムロツツ〉！」

　ミュセルの叫びと共に、一瞬、左右を過よぎる風の勢いが弱まった。

　いや、違う。僕達の落下速度が減速したのだ。

　つまり──

「──!?」

「〈疾風の拳テイフ・ムロツツ〉！」

　ミュセルが基本的な風の攻撃魔法〈疾風の拳テイフ・ムロツツ〉を連発する。

　明らかに呪文詠唱から魔法の発動までが短い。通常は呪文詠唱とその発動までに一瞬、間が空く感じなのだけど、今は呪文詠唱の終了と同時に効果が発生している。これはミュセルが着ている魔法服の効果か。

　しかも──モノがモノだけに見て確認することは難しいけど、発生する風の量そのものがいつもより遥はるかにでかい気がする。

（──そっか）

　僕はミュセルの意図に気付いた。

　基本、同じ魔法を連続使用する場合には呪文詠唱の大半を省略できる。彼女は〈疾風の拳テイフ・ムロツツ〉を最大威力で、真下に向けて放つことで、落下速度を殺しにかかっているのだ。自由落下状態なので、真下への〈疾風の拳テイフ・ムロツツ〉の発射の反動はそのまま、僕達の身体を押し上げる力になり得る。

　だけど彼女一人ではたぶん、足りない。

　ええと、何だっけ、何だっけ、呪文、呪文、呪文呪文呪文!!

「ああああ──」

　悲鳴じみた声を上げつつも僕も必死に呪文を思い出して詠唱。

「〈疾風の拳テイフ・ムロツツ〉！」

「〈疾風の拳テイフ・ムロツツ〉！」

　二人して必死に連発しつつもやっぱり落ちていく。

　そして──近づいてくる建物の屋根。

「ミュセル！」

「──はい！」

　これぞ、以心伝心。

　僕が考えていることを、彼女も咄とつ嗟さに理解してくれたらしい。

　次の瞬間、僕とミュセルは自分にできる最大威力に〈疾風の拳テイフ・ムロツツ〉を設定し、近づいてくる建物の屋根に──同じ点を狙って同時にぶちかましていた。

　二人分であることに加え、魔法の服によって増幅された猛烈な風の力が、屋根の上で膨れ上がり、爆風のように四方八方へと押し寄せる。

　それはもちろん、真上である僕らの方にも。

「…………!!」

　がくん、と落下速度が落ちる。

　僕とミュセルは互いに抱き合ったまま、建物の屋上に落下──猛烈な衝撃で肺の空気を絞り出された後、ごろごろと転がっていく。

　そして屋上の縁へりに引っかかったところで、僕達はようやく止まった。

「げほ、ごほ、げはっ……痛いったー……」

　しばらく咳せき込んでから、僕はそう呟つぶやいて呻うめく。

　まあ、痛い、で済んで良かったと思うべきだろう。正確な高さまでは測っていなかったけど、飛行中の傀儡くぐつ竜りゆうの背中から落ちて、とりあえずは打撲傷程度で済んだのならば、その幸運に感謝してしかるべきだ。

「ミュセル、大丈夫？」

「……はい。シンイチ様は？」

「おかげ様で」

　抱き合ったまま僕達はそんな言葉を交わし──それから、身を起こす。さすがにこの状況で恥ずかしいとか、そういうことは言っていられなかった。

　ただ──

「…………」

　頭上を見上げる。

　他の皆はどうなったのか。それが気になったのだけれど──真上にはもう傀儡くぐつ竜りゆうの姿も、僕らを迎撃してきたドラゴンの姿もない。

　辺りを見回してみると、遥はるか彼方かなた、それこそ第三王都の反対側辺りに、煙を噴きながら落下していく黒い点が見えた。あれが──たぶん、僕らの乗っていた傀儡竜だ。

「うわ……」

　たぶん、あっちももう墜落待ったなしだろう。

　とりあえずまだ滑空しているようなので、傀儡竜の背中にしがみついてさえいれば、なんとか皆が生きて地面を踏める可能性が高い。しかもあくまでドラゴン達は空飛ぶものを追うだけなのか、墜ちていく傀儡竜を追撃する様子はなかった。

　えっと……まずは一安心、でいいのか？

　しかし──

「ここって……」

　最初に感じたのは『暑い』だった。

「…………うわ」

　僕は建物の屋上の縁へりから、周りを見回す。

　墜ちたときには無我夢中で気がつかなかったけど、アマテナが言った通り、街のあちこちに『炎の柱』とも言うべきものが噴き上がっていて、ちょっと見ただけでもあちこち建物が崩れているのが見える。どうやら真下から突然、炎の柱が生えてきて崩れた建物も多いみたい。

　炎の柱はまるでガス灯か何かみたいに、ずっと燃えたまま。これを中心に建物や地面は黒く焦げているのを見ると、相当に熱いんだろう。いったい、何が燃えているのだろうか。煙があんまり出ないところを見ると、地面から天然ガスでも噴き出ているのかもしれない。

　いずれにせよ……

「もうほとんど廃はい墟きよだよね、これ」

　僕は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　見た限り、人の姿はほとんど見えない。

　すでに逃げ出した後か、それとも、死んじゃったのか……でも場所によっては瓦が礫れきや炎の柱のせいで、逃げ出せないでいる人達も多そうだ。

　ファルメルさん、無事だといいけど……

「とりあえず、その〈竜の巣〉の方に向かおうか」

　僕は第三王都の中央、小高く盛り上がっている丘の方を見て言った。

　アマテナの話が間違っていなければ、あの丘が〈竜の巣〉だ。

「はい、シンイチ様」

　とミュセルは頷うなずいて──それから。

「…………」

　ぎゅっと僕の手を摑つかんできた。

「──え」

　珍しく積極的な彼女に僕が驚いていると、ミュセルは悲壮とも言うべき決意をその白い顔に滲にじませてこう言った。

「私が必ず、お守りしますから……」

「いや、それ本来は僕の台詞せりふ──だけども」

　まあ今墜ちたときも、どっちがどっちを助けたのか、よく分からない状態だったけれどね。

　僕とミュセルはたぶん、これで良いのだろう。どっちかがどっちかを一方的に守ったりする関係じゃなくて、お互い支え合う、みたいな。まあ僕としても男の矜持プライドってものがあったりはするから、『お前のことは何があっても俺が守るぜ！』的なことを宣言してみたいんだけどね。現実的じゃないというか、分不相応なのでそういうのはお預けだ。

　ともあれ──

「行くだけ行ってみよう」

　第三王都中心部──〈竜の巣〉まで。

　このままエルダントに戻るってのも難しいだろうし、僕らの目の前にある選択肢でいちばんマシなのはそれだろう。

「はい」

　頷いてくるミュセルの手を改めて指に力を込めて握り返し──僕らは〈竜の巣〉に向けて、荒れ果てた第三王都の中を歩き出した。
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　焦げ臭い匂いが鼻を突く。

　しかしそれが目の前の半焦げ状態になっている傀儡くぐつ竜りゆうの匂いなのか、それともこの第三王都全体の匂いなのかは、とてもではないが判別がつかなかった。第三王都のあちこちには炎の柱がそびえ立ち、今も周囲を焼き続けているからだ。炎の柱の付近では、炎に触れずとも、木や紙が発火点を超えて燃え上がる可能性もあった。

「暑っ……」

　私は汗で汚れた眼鏡をハンカチで拭く。

　瓦が礫れきの陰に隠れていても、熱気は回り込んできて我々を必要以上に熱してくる。もともとバハイラム王国はエルダント帝国に比べると平均気温は高い土地のようだが、今は第三王都全体が四十度を超えているだろう。

「もう飛べないですね。この傀儡くぐつ竜りゆう」

　光流ヒカル君が溜ため息いき交じりにそう言った。

　彼の前には傀儡竜がへばっている。死んではいないが、右の翼の基部──つまりはこれを動かすための筋肉組織を含めた部分に、大きな損傷を被こうむっていた。かろうじて滑空はできたとしても、それ以上は無理だろう。つまりここから空中に舞い上がるのが不可能、ということになる。

　以前、聞いたところによるとドラゴンは鳥と異なり、必ずしも翼で空気を叩たたいて飛んでいるわけではないらしいが……それが魔法であれ、精霊の力であれ、翼を『芯』というか『軸』というかにして、飛んでいるのは間違いないらしい。

「ここまで滑空してくれただけでも御おんの字ね」

　私は溜め息をついてそう応えた。

　ドラゴン達に襲撃された後──かろうじて私達は墜落死を免れた。

　アマテナによると、もともとドラゴンは、見た目通りの爬は虫ちゆう類るい神経というか、哺乳類だのなんだのに比べて痛覚がかなり鈍いそうだ。おかげで何度か野生のドラゴンのブレスがかすめても暴れたりせず、傀儡竜はアマテナの制御に従って滑空してくれた。

　同時に、どうも野良ドラゴン達はあくまで空を飛ぶこの傀儡竜を攻撃していただけのようで、私達がその背中にしがみついているのには気付いていたのかいないのか、傀儡竜が燃えながら煙の尾を引いて降下を始めると、それ以上追撃はしてこなかった。

　とりあえずは助かった──ということだ。

　ただ……

「とはいえ──」

　私は上着を脱ぎ、袖を捲まくりあげると、荷物の点検にかかった。

　アルミ合金製のトランク・ケースに二つ分、武器やら装備やらを持ち込んだつもりだったのだが……あろうことかその片方は滑空中に落としてしまい、もう一方はといえば、どうもドラゴン・ブレスがかすめたようで、端の部分が大きく変形していた。

　いざ開けてみると、89式の弾薬や予備弾倉、Ｃ４爆薬、閃光手榴弾フラツシユバンといった弾薬類は無事だったが、通信機や幾つかの電子機器は、樹脂製のフレームが半ば溶け崩れたりして、明らかに使い物にならない様子だった。

　むしろよくこれで──こんな高熱を受けて、弾薬の方が暴発しなかったものである。

「これからどうするか、ですけど」

　と言って光流ヒカル君が溜ため息いきをつく。

　戦闘能力や極限状況下の生存能力サバイバビリテイ、という意味では今、この面メン子ツの中で彼がいちばん低そうなのだが──その割に落ち着いているのは、性格なのか。そういえば、いつものぞろりと丈の長いゴスロリ調衣装を着たままだというのに、何故か彼は汗一つかいていない。むしろすぐ隣のエルビアの方が茫ぼう然ぜん自じ失しつの態ていである。

「シンイチ様──」

「とりあえず、ミュセルと一緒に〈疾風の拳テイフ・ムロツツ〉を使って減速してるのはちらっと見えたけれども。たぶん、死んではいないと思うわよ」

「え？　そ、そうなんすか!?」

　エルビアは我に返った様子でそう尋ねてくる。

「たぶん、だけどね」

　減速できたとして、自由落下状態でそうそう、思ったところに着地できるとは限らない。あちこちにそびえている炎の柱に突っ込んじゃった可能性もあるし、二人の安全な着陸を確認する余裕は私にもなかった。

「まあ、生きていれば慎しん一いち君のことだから、その〈竜の巣〉に向かうと思う」

「でしょうね」

　と光流君も頷うなずいてきた。

「そういうわけで、まあ、とりあえずは〈竜の巣〉に向かうのが得策──だとは、思うんだけれどね？」

　そこで私は、クラーラに簡単な手当てを受けているアマテナの方を振り返った。彼女は最後まで踏ん張って傀儡くぐつ竜りゆうを御していたため、左の手首と左の太もも辺りに火傷やけどを負っているようだ。

「さすがにちょっと私としても気になるのよ」

「…………」

　アマテナが顔をしかめたのは、傷に響いたのか、それとも私の言葉のせいか。

「軍事機密だってのは分かるのだけれど、いったい、何なの〈竜の巣〉って？」

　私はアマテナに詰め寄りながら問うた。

「文字通りに竜の巣穴ってわけじゃないんでしょ？」

「……どういうことです？」

　とさすがにこの点については気付いていないのか、光流君が首を傾かしげている。

「竜の巣穴だっていうのなら、竜が守ろうとするのはむしろ当然では？」

「それはそうだけどね」

　私は光流ヒカル君の方を振り返って苦笑する。

「その竜が編隊を組んで空戦仕掛けてきて、しかも、傀儡竜だけを見分けて狙うとなると、ちょっと不自然な気がしない？」

「……！」

　光流君はここでようやく気付いてくれたのか、目を瞬しばたたかせて──それからアマテナの方を見る。アマテナも、クラーラも、しかし黙ったままだ。

「もちろん、渡り鳥とかも編隊は組むし、竜がそういうことをするのもあり得ないってほどじゃないかもしれないけれど、だったら、どうして竜は一度、撃墜した相手をそれ以上は追撃してこないのかしらね？」

「…………」

「そもそも、アマテナが言っていたでしょう。竜は、どの個体も成体として生まれるって。つまり、竜は『子供を守る』必要がないのよ」

　巣を守るのは、種族維持本能という意味で当然の行動だが、竜の場合、そもそもその巣の中に無力な幼体がいるわけではないのだ。おそらくはこの世界で最強の生物として完成した状態で生まれてくる以上、わざわざ巣穴を守る必要は──いや、巣を作る必要すらないのではないか。

　だとすれば──

「……本当に、私も詳しいことは知らないのだ」

　アマテナは短い溜ため息いきを一つついてからそう言った。

「管轄が違うのでな。先にも言ったが、〈竜の巣〉を管理しているのは父王様の直属の部隊──通称〈墓守隊アンダーテイカーズ〉で、命令系統も何もかも違う。中で何をしているのかすら、我々は知らされていない」

　アマテナは首を振った。

「縦割りの弊害ねー」

　うんざりした気分で私は言った。

　命令系統が違うから、情報共有がされず、同じ組織の中だというのに、真横の部署の人間が何をしているのか全然知らない……間の抜けた話だ。まあ自衛隊やら日本のお役所でもそういうことはままある現象なので、偉そうなことを言えた義理ではないのだけれど。

「ただ、それでも同じ軍の一部だ。それなりの地位で長く軍にいれば〈竜の巣〉の噂うわさ話ばなし程度は、耳にする」

「噂って？」

「竜の巣からは、ドラゴンのみならず、いろいろと不思議な品が手に入るのだと。それがどういう品なのかは私も知らない。ただ、〈竜の巣〉の本格的な調査が始まってからは、我が国の経済状態は徐々に向上し、諸外国の技術者を招くことも増えた。となるとおそらくそれは──」

　そこまで言って。

「…………」

　アマテナは何かに気付いた様子で頭を巡らせ、同時にクラーラ、エルビアもそれぞれ耳と尻尾を動かしながら周囲を見回す。クラーラとアマテナはいつも通りの無表情だが、エルビアは露骨に表情が強こわ張ばっている。

「どうしたの？」

　と光流ヒカルさんが問うと──エルビアは背後に彼を庇かばうかのようにして、身構えた。

「アマ姉──」

「囲まれたか」

「……って」

　私は眉を顰ひそめながら、89式の安全装置を解除する。

　私達の周りを取り囲むようにして、人の気配が湧いていたのは、私もほとんどアマテナ達と同時に気付いていたけれど……てっきり、私は逃げ遅れていたバハイラム国民だと思っていたのだ。殺気や闘気の類いも感じなかったし。相手がバハイラム国民の場合、アマテナ達がこっちにいる以上、わざわざ身構える必要はない──はずなのだが。

「どういうこと？」

　私はエルビアと同じく身構えるアマテナとクラーラに尋ねた。

「何者かは知らないが、我々の味方とは考えにくい」

　アマテナが言った。

　同時に、建物の瓦が礫れきの上に、横に、次々と湧く──人影。

　火柱の放つ光と、瓦礫のせいで、複雑な形の影があちこちにできており、そこに紛れるようにして立つ彼らの容姿は、はっきりと見えない。かろうじて確認できるのは、文字通り黒く塗りつぶされた人型の影ばかりだが──確かにどうにも異様な雰囲気だった。

「…………」

　ゆっくりと『包囲』が狭まってくる。

　人影は、物陰を伝うようにして私達に近づいてくる一方で、大丈夫かと問うてくることもない。普通のバハイラム国民であれば、軍服を着ているアマテナやクラーラに対して早々に声を掛けているはずだった。

　となると──

「……敵？」

　どこからやってきて、どういう立場の相手なのかは皆目分からないけれど……とりあえずは、そう考えた方が良さそうだった。
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　都市は……見渡す限りにおいて壊滅状態だった。

　熱の渦の芯としてあちらこちらにそびえる炎の柱。炎でできた大樹の森のようでもあり、炎でできた墓標が並ぶ墓地のようでもあり……熱せられた空気が渦を巻く轟ごう々ごうという音が、常に辺りを圧するかのように響いている。

　崩れた建物の瓦礫はあちらこちらに散らばり、焼け焦げ、あるいは溶け崩れて、道はその多くが塞がれている。時折、その下から新たに噴き上がる炎の柱もあって、迂う闊かつに瓦礫を越えて移動することもままならない。

　死の威嚇に満ち溢あふれた世界。

　神話や伝承に言う『地獄』とは、あるいはこういう場所のことなのかもしれない。

　もちろん……私達がいるこの場所も安全とは限らない。

　しかし今の私達は、ここから逃げるどころか、炎の柱の熱から身を守るのが精一杯だった。私達エルフは比較的、魔法を扱うことに長たけている。風の魔法とは特に相性が良いようで、私を含め、商隊のほとんどがなんらかの風の魔法を扱うことができたため──空気の渦を作り、熱を逃がすことで、なんとか私達は蒸し焼きにならずに済んでいる。

　しかし……

「リンデル君、そろそろパーセルバ君と交替して。エリクス君は私と交替」

　私は部下にそう指示を出した。

　パーセルバとエリクスはすでに半日近く魔法を使い続けている。そろそろ交替しないと回復不可能なくらいに疲弊してしまうだろう。いつまでこの炎の柱が存在するか分からない以上、限界まで頑張るよりも、適宜、交替を続けていく方が結果としては、我々の身を守る風の魔法を長く維持できるはずだった。

「こういうときは、あの唐とう変へん木ぼく達の魔法も大したもんだと思うわね」

　私は溜ため息いき交じりに言った。

　唐変木──というのはドワーフ達のことである。あのちんちくりんの土臭い連中は、我々と伝統的に仲が悪いが、土や金属に絡んだ魔法を扱わせると凄まじいものがある。もしこの場に取り残されたのが連中であったなら、早々に魔法で待たい避ひ壕ごうの一つでも造り上げて、そこにこもっていたことだろう。

　もっとも炎の柱が消えない以上は、単に、自分達で蒸し釜を作ってその中に入っただけになるかもしれないのだが。

　ともあれ──

「会長はエリクスの前も……あまり無理をされては」

　パーセルバは魔法の維持をリンデルと交替して私の側そばに戻ってくると、気遣わしげな表情でそう言ってくる。確かにエリクスの前に、彼の担当する一画の魔法を維持していたのは私だ。

「大丈夫よ。本当にどうしようもなくなったらちゃんと言うから」

　私はそう言って、呪文を唱え、エリクスが形成していた風の『壁』を維持した。

「ですが会長──」

　パーセルバ──パーセルバ・グレインはエルフらしからぬ、若干厳つい顔に、複雑な表情を浮かべて私を見つめてくる。

　彼は私の父の代からフォグロン商会で働いている、いわば重鎮である。父が死んだ後、フォグロン商会を乗っ取ることもできたはずなのだが、律りち儀ぎに娘の私にフォグロン商会を継がせられるように、各所に手を回してくれた。

　私にとっては商売の師匠であると同時に恩人なのだが、彼はあくまでフォグロン商会の番頭の立場から動こうとしない。結果として私が彼を顎で使うような状態になっているが、それを不満に思っている様子はなかった。

「今の我々の長おさは、商隊の指揮をとるべき者は貴女あなたです。貴女が倒れられては我々は頭を失うに等しい。手足だけでは何もできない。魔法は何より精神を消耗させますし、貴女はむしろ他の者に無茶を強しいても長めに休憩をとるべきです」

「……分かったわ」

　私は溜ため息いきを一つついて言った。

　なんだかんだ言って年の功──たいていの場合に正しいのはパーセルバの方だ。私は彼に、早めに他の者に交替して休むことを約束すると、魔法を維持しつつ、改めて周囲を見回した。

「…………」

　やはりこのままでは埒らちがあかない。

　何か状況の打開策が必要だ。

　実を言えば──逃げ道が皆無というわけではない。

　比較的、瓦が礫れきの堆積がひどくない道、比較的、炎の柱と炎の柱の間が空いていて、熱にやられにくそうな場所、そういったものを幾つか見て繫つないでいくと、なんとかこの場を離れるための経路を見いだすことはできる。

　だがそれは、第三王都からの脱出を意味しない。

　むしろ第三王都の中心部──バハイラムの軍人達が〈竜の巣〉と呼んでいる地下施設の入り口へ向かう道なのだ。

　あるいはその〈竜の巣〉に逃げ込むことができれば、助かるかもしれない。地下ならば多少なりとも熱を遮ることもできるだろう。少なくとも一休みぐらいはできるはずだ。

　しかし……

　バハイラムの軍人達、特に〈竜の巣〉を管轄する〈墓守隊アンダーテイカーズ〉の兵士達は、〈竜の巣〉の中身を外国人たる我々に見せることを、頑として拒んでいた。彼らがまだ〈竜の巣〉に留とどまっているのかどうかは分からないが、いるとすれば我々が中に逃げ込むのを阻むだろうし、すでに退避済みだとしたら、部外者が入り込んで機密に触れないよう、厳重に出入り口を閉ざしているだろう。

　いずれにせよ──

「──か、会長！」

　部下の一人が驚きに揺れる声で私を呼んだ。

「あれを……！」

「……？」

　部下が指し示す先。

　そこには──驚いたことに、さきほどまでは確かにいなかったはずの人影が一つ、立っていた。

　炎の柱の発する光のせいで、逆光気味になっており、その容姿はよく見えないが、輪郭から察する限りまだ若者、いや子供だろう。単に短たん軀くというのならドワーフの可能性もあるが、彼らの場合はもっと寸詰まりというか、全体的にゴツくて丸っぽい。人影の手足はすらりと細く伸びていて、華きや奢しやな印象すらあった。

　むしろ私達エルフに近い──

「どこから来た？」

　部下の一人がその人影に歩み寄りながら問う。

「そっちは通れるのか？　瓦が礫れきは──」

「──お前らは、誰だ？」

　部下の問いかけを無視して、その人影が逆に問うてきた。

　驚いた。女だ。それもまだ子供っぽい、甲高い声質である。

　ただ──

「バハイラムとかいう連中じゃねえのか？　違う感じだな。何者だ？　とっとと答えろや。それによってどう対応するか決めてやるからよ」

（……口調が？）

　子供にしては大人である我々に対して妙に居い丈たけ高だか──というかやけに伝法だ。しかもまるでゴロツキのような荒っぽい言葉遣いである。だがその一方で、発音に古めかしいものが感じられる。

　今は身を持ち崩しているが、旧ふるい家柄の出の者……とか？

　しかし──

「こいつ……!?」

　部下の一人が驚きの声を上げる。

　一瞬、彼が何に驚いているのか分からなかったのだが──人影がさらに近づいてきてその容姿が子細に判別できるようになり、ようやく私は理解した。

　それは……明らかに人ではなかったのだ。

　外見はもちろん、人にそっくりだ。手足も胴体も、目鼻立ちも、人間種族そのものといった容姿で、そこに破綻はない。ただ、下着のような衣装を着ているせいで、肌の露出が多く、そのまだ膨らみきっていない胸元も、比較的広い部分がさらけ出されている。

　そして胸の鎖骨周まわり。

　そこに──何か青白く光るものが埋まっているのだ。

　菱形を三つ連ねたような模様。一見、入れ墨の類のようにも見えるが、違う。それが呼吸するかのようにゆっくりと明滅しているからだ。

　こんな者は……人間はもちろんだが、エルフにもドワーフにも、あるいは半獣人系にもいない。

　どうにもその胸元の発光体が生き物の身体の一部というより、作り物っぽく、他の部分が人そっくりであるだけに、余計にはっきりと違和感を醸し出していた。

　これは──ひょっとして、人形なのか。

　義手義足は聞いたことがあるし、特にドワーフ達が作るそれは、非常に精巧で、魔法と併用すれば生身のそれと変わらないくらいに便利に動かせるそうだが……そういうのとも違うだろう。手足は切り落とされようが腐り落ちようが、作り物をくっつければある程度まで代用がきくが、胴体部分や頭部となるとそうはいかないだろう。それとも発光体の周りのごく限られた部分だけが作り物なのか？

　いったい、これは何者か。

　誰だと問いたいのはこちら側だ。

　何者か分からない以上、迂う闊かつな答え方をすると一ひと悶もん着ちやく起こる可能性もある。

　とはいえ、周囲の状況が分からないことだらけで、この少女モドキについても私達は何も知らない。そして状況は逼ひつ迫ぱくもしている。駆け引きできるような余裕は、なかった。

「私達はバハイラムの国民ではないわ。たまたま取引でこの地に立ち寄った商人。この人達は私の部下。この災害に巻き込まれて、困っているの」

「……災害？」

　少女モドキは首を傾かしげて言った。

「災害。なるほど、災害か。そう見えてんだな。確かにバハイラムの者じゃねぇみたいだが。しかし、どうしたもんだかな。困ったな」

「…………？」

　私はパーセルバと顔を見合わせる。

　この少女モドキ──とでも言うべきか──は、何を言っているのか。

「…………あー」

　少女モドキは面倒くさそうに右手で頭を搔かく。

　それから──改めて私達を睨にらみながら言った。

「ま、なんであれ野良のＢＯＵにうろちょろされても面倒だ。回収しとくか」

　言って少女モドキが片手を挙げる。

　それが──合図だったのか。

「…………!?」

　ひときわ大きな山をなす瓦が礫れきの向こうから、ドラゴンが──それも三頭が、ぬっとその長い首をもたげて姿を現すのが見えた。





第三章　炎の王都







　ある種のゲームをプレイしていると、引っかかることが何度もあった。

　たとえば廃はい墟きよの中でゾンビに追われながら逃げ回っているようなゲームで──「ここ、ちょっと無理したら通れるんじゃね？」というような場所でも、『瓦が礫れきの隙間を通り抜ける』とか『金網を乗り越える』とか、そういう選択肢が出てこない。パズルとか迷路とかの要素を組み込んでゲーム性を高めるためなのだろうけれど、画像グラフイツクやキャラクターの動きが現実味を増せば増すだけ、そういう『ゲームとしての割り切り』が気になったりもする。

　手しゆ榴りゆう弾だん持ってるなら、壁を爆破すればいいんじゃないの？　とか。

　扉に鍵が掛かってるなら、鍵をマグナムで撃てばいいんじゃないの？　とか。

　まあ、そういうことができるゲーム──画面に映っているものはなんでも壊せるし、現実でできそうなことはなんでもできるとかそんな──のも最近は増えてきたみたいだけど、それはまた別種のゲームである。

　いずれにせよ……その種のゲームをしていると、「あー、ゲームだからしょうがないね」と苦笑していたことが何度もあった。現実にこういう状況に自分が置かれたら、もっと効率的で堅実な方法をとれるのだと思いながら。

　で──

「うわちゃっ!?」

　崩れかけた瓦礫から僕は慌てて身を離す。

「シンイチ様？」

　後ろで待っていたミュセルが少し慌てたような声で僕の名を呼ぶ。

　僕は三歩ばかり後ずさって──溜ため息いきをついた。

「駄目だ、こりゃ」

　僕の目の前には、瓦礫が積み重なって、小山のような状態になっている。そしてそれがちょうど、通りを塞いでいるのだ。それこそゲームではよく見る状態で、僕は『こんなの登って越えればいいじゃん』とばかりに手足を掛けてみたのだけれど。

　まあ、瓦礫というだけあって、建物とは違う。

　当然、瓦礫と瓦礫はただ積み重なっているだけで、嚙み合っているわけじゃないし、適当なところに手や足を掛けるのに良い出っ張りだの凹みだのがあるわけでもない。ましてそれらは、見た目には分からないけれど、微妙な均衡で成り立っていたりもするわけで。

　瓦が礫れきの小山は、僕が手を掛けたその瞬間、がらがらと崩れて、挙げ句、上の方で微妙な均衡を保っていた一抱えほどもある塊かたまりが、ごろごろと転がり落ちてきたのだ。身をかわすのが遅れていたら、さすがにぺしゃんことは言わないまでも、怪け我がの一つはしたかもしれない。

　漫画だと──特に格闘漫画とかバトル系の漫画だと、煉れん瓦がとか、拳一発で粉砕できそうな、脆もろそうな印象があったりするけど、実際に鍛えてもいない元自宅警備員がぶん殴ったら、一発で粉砕されるのはむしろ拳の骨の方だろう。

　何にしても、これはまずい。

　無理矢理乗り越える、なんて危険すぎる。

　それに僕だけならともかく、ミュセルも一緒となると……

「ここは通れないね……」

　妙な敗北感を覚えながら、僕はミュセルを振り返って言った。

「まっすぐ行ければすぐだと思ったんだけどなあ」

　僕は建物の向こうにそびえている〈竜の巣〉と思おぼしき盛り上がり──丘なのかな、あれは？　──を見ながら言った。

　この第三王都、すでにあちこちで建物が崩れるわ、炎の柱がそびえていてとても近づけないわで、まっすぐ移動することも難しくなっている。

　言ってみればダンジョンなのだ。

　もちろん、地下迷宮の類いと違って、頭上はすかんと開けているわけだけど、前述のように迂う闊かつに登って越えようとするとかえって危険な目に遭うことがある。建物だって亀裂が入っているものが多くて、それこそ蹴りを一発入れれば崩れてきそうなものが幾つもあった。

　というわけで──

「シンイチ様……無理せず通れるところを探した方が……」

　とミュセルが不安げな表情でそう提案してくる。

　まあ、それが正解か。

　僕としては、こう、ゲームをヤリ込んだ結果として得たサバイバル能力というか、危機管理能力というか、そういうのを披露して、ちょっとミュセルに良いところを見せたいなあとか思っていたのだけれど。

　考えてみれば、従軍経験のあるミュセルの方が、こういう場合の対処法はよく知っていたりするわけで。

「しょうがないね。ええと、こっちの方は通れそうかな」

　僕はミュセルと一緒に辺りを見回して、かろうじて瓦が礫れきが積み上がっていない路地っぽいところを見つける。もちろん、通っている最中に建物が崩れてくるなんて可能性もあるわけだけど、とりあえず、真っ当に歩けそうなのはそこしかなかった。

「……行ってみよう、注意して」

「はい」

　僕は言って歩き出──そうとして、立ち止まる。

　引かれる、というほどはっきりとではないのだけれど、手に誰かの掌てのひらの感触が生じたからだ。もちろん誰かといっても、この状況で僕の手に触れてくるのは一人しかいないわけで。

「え、あ、ミュセル？」

「あ、も、申し訳ありません」

　驚いて振り向く僕に、手を引っ込めながらミュセルが言った。

「その、あの、手、手を──繫つないでいた方が、その、安全かな、って……」

「そ、そ、そうかな、そうだね」

　少し赤面しながらそう言うミュセルに、僕もいまさらながら頰ほおが赤くなるのを感じつつもそう応じる。ただ手を繫ぐだけだし。安全のためだし。うん。そうするべきだよ。

　自分にそう言い聞かせて、僕はミュセルの方に改めて手を差し伸べる。

　ミュセルは一瞬、躊ちゆう躇ちよするような表情を浮かべてから、僕の手を握ってきてくれた。

「い、行こうか……」

「はい……」

　正直、この状況下でラブコメっぽいやりとりとかよくできるなあと頭の片隅でもう一人の僕が呆あきれているのが分かったのだけれど、まあ、これはしょうがないというかむしろ当然だろう。

　生命の危険だって感じるような状況下だ、悔いとか残したくないじゃない。いまわの際きわに『あのときミュセルと手を繫いでいれば良かった……』とか後悔するのは、さすがに格好悪いというか、情けなさすぎる。

　まあ、生命の危機を感じると本能が子孫を残そうとして性欲を高める、なんて話もあるけど……この状況でいきなりミュセルを押し倒すとかはさすがに無理だし。だったらこれくらいは、ね？

　そんなことを考えながら、僕とミュセルはおっかなびっくり、建物と建物の隙間のような路地を歩いていく。

　すると──

「──あ」

　僕は思わず声を漏らしていた。

　路地の出口辺りに人影があったからだ。それも崩れかけの建物に背中を預けるような感じで座り込んでいる。死体かとも思ったけど、わずかに身じろぎするのが見えた。

「シンイチ様──」

「うん」

　僕とミュセルは左右の建物を刺激しないように気をつけつつ、その人影のところへと急ぐ。近づいてしゃがみ込み、様子を見てみると──それは、中年の男性のようだった。

「…………」

　どうやら意識はあったようで、男はのろのろとした仕草で顔を上げて、僕達を見る。

「あんた達は……あんた達も逃げ遅れたのか？」

　ひどく憔しよう悴すいした顔で男はそう尋ねてきた。

　ちなみに耳が少し尖とがり気味で小柄な印象なので、ドワーフか何からしい。そういえばバハイラム人の知り合いってほとんどが半獣人系なんで、ちょっと新鮮な感じだ。

　ともあれ──

「…………」

　一瞬、僕とミュセルは顔を見合わせる。

　男は僕らを見て『逃げ遅れたのか』と問うてきた。つまり、この男はもともとここに住んでいたバハイラムの国民で、今回の災害に際して逃げ遅れてしまった。そして僕達のことも、自分同様、この第三王都の市民だと思ってるわけか。

　誤解されているわけだけど……よく考えたらエルダントはバハイラムにとって敵国だから、ここで正直に『僕達はエルダントから来ました』なんて言ったら、話がややこしくなりそうな気がする。

「ああ、いや、僕らは第三王都のすぐ外にいたんだ」

　ミュセルがうっかり余計なことを言っちゃう前に、僕は適当に頭の中で自分の立場をでっちあげて言った。僕達はこの第三王都の地理もよく知らないし、実際にこの『災害』が発生したときの様子を目撃していない。少なくともこの第三王都の住人を装い続けた場合には、ボロが出ちゃう可能性があった。

　なので──

「バハイラムの出入りの商人でね。商隊とはぐれちゃったんだ」

　ミュセルのお母さんが商人として出入りしていた以上、こう言ってもおかしくはないだろう。僕やミュセルの魔章指輪はエルダント発行のものなので、それを見とがめられる可能性もあったけれど……これでごまかせるはずだった。

「いったいどうなってるのかって思って、中の様子を──」

「ああ、入れ違いか……」

　と男は苦笑とも、哀れみともつかないような表情を浮かべる。

「入れ違い？」

「軍が、避難できそうな市民はすべて連れて出ていったんだよ。俺はいろいろあってそれに遅れちまったんだが」

　男曰いわく、一人住まいだったうえに、足を怪け我がしてしまったので、上手く歩くことができず、第三王都から避難・脱出する住民の一団に置いていかれてしまったのだとか。そうこうしているうちに新たに炎の柱が生じ、建物が崩れて、行き詰まってしまったらしい。

　しかも──

「ドラゴンが何頭も突然、現れたんで、軍隊が戻ってこねえんだよ」

「ドラゴンが？」

　僕は傀儡くぐつ竜りゆうを襲ってきたドラゴンを思い出す。

　あれは、どうも僕らに限らず、バハイラムの軍隊や国民をも攻撃対象にしているらしい。しかしこの男の言い方だと、それまでは影も形もなかったはずのドラゴンが、それも何頭もいきなりこの第三王都に現れたように聞こえる。

　それはつまり……

「あの、良かったら応急処置を」

　と──男の足を見ながらミュセルが言う。

　ズボンの裾はくるぶしのところまでしかなくて、靴下の類いは穿はいておらず、サンダル履きだ。なので素足がそのまま見えている。足首に尖とがった石の破片が突き刺さっていて、出血量こそ多くないけど、見るからに痛そうだった。

「あ、うん、ミュセル頼むよ。いいですよね？」

「そりゃ、助かるが──」

　困惑の表情を浮かべつつも男が頷うなずくのを確認すると──ミュセルは男の側そばにしゃがみ込み、まず石の破片に右手を掛けた。

「一瞬、痛いですけど。我慢してくださいね」

　ミュセルはそう言うと──左手も男の足首に添えつつ、何やら呪文を唱え始めた。

　聞き慣れた〈疾風の拳テイフ・ムロツツ〉とはまったく違う、かなり長めの呪文だ。

「〈治癒の灯テイル・グニーラー〉」

　ミュセルの左の掌てのひらと男の足首の間で、白く淡い光が呼吸するみたいに明滅する。

「抜きます」

　そう言ってミュセルは男の足首から石の破片を引き抜いた。

　男は当然に生じるべき激痛に身構えていたようだが──

「おっ──こりゃ、魔法か」

　思っていたほどの痛みがなかったのか、若干、拍子抜けした様子でそう呟つぶやいた。

　改めて傷口を見てみると、破片は抜かれたにもかかわらず、傷口から血が出ていない。それどころか傷口はうっすらと膜のようなものに覆われて、閉じつつあった。

「はい。治癒系の、いちばん簡単なのですけれど」

　恥ずかしそうにミュセルが答える。

　そういえばミュセルは、軍に入って二つだけ魔法を覚えたと言っていた。一つはお馴な染じみの〈疾風の拳テイフ・ムロツツ〉で、もう一つがこの〈治癒の灯テイル・グニーラー〉というやつなのだろう。

　神聖エルダント帝国軍では、攻撃と防御に使える〈疾風の拳テイフ・ムロツツ〉、負傷した際の処置に使える〈治癒の灯テイル・グニーラー〉、この二つは軍人が使う魔法の基礎に位置づけられているのかも。最低限、自分で自分の面倒を見ながら身体一つでも戦えるようにする、という意味で。

「痛みはほとんど取れていると思います。ただこれってもともと、痛み止めと止血用のもので、傷が治ったように見えても表面的なものです。折れた骨がくっついたり、内臓の傷がなくなったりはしません。くれぐれも無理はなさらないでください」

「すまねえな。十分だ。っていうかお嬢ちゃん、エルフじゃねえのか？」

「──え？」

「いや。空気頭が──いや、悪い、エルフがドワーフの俺に治癒の魔法をかけてくれるなんて、珍しいこともあるもんだと思ってよ」

　男は苦笑を浮かべて言った。

　ちなみに『空気頭』ってのは僕も何度か聞いたことがある。ドワーフがエルフを馬鹿にするときの蔑称だ。実際にエルフの脳のう味み噌そが軽いなんてことはないと思うけど、風の魔法と相性が良いことや、外見的に細身で身軽そうなので、そういう蔑称がドワーフ達の間に生まれたのだろう。ちなみにエルフの側がドワーフを馬鹿にするときは『唐とう変へん木ぼく』だの『土竜モグラ』だのといった言葉を使うことが多い。

　ともあれ……

「はい。私は……ハーフエルフです」

　ミュセルは目を伏せてそう告げる。

　エルフ達はハーフをエルフとは認めないらしい。良くも悪くも自分達の血統というものに誇りを持っているのだろう。しかしそれは当然、ハーフエルフへの差別や迫害に繫つながってしまうわけで。当初、僕と出会ったときもそうだったけれど、ミュセルにとって自分がハーフエルフであるということを口に出すのは、かなり辛つらいことであるようだった。

「おう、そうか。不愉快なこと聞いちまったか。すまねえ」

　そう言うと、ドワーフの男はおそるおそる立ち上がる。

　どうやらミュセルの魔法はよく効いたようで、男は軽く二度、三度と足踏みをその場でしてみせたけど、特に痛がる様子もなかった。

「すげえな。これでなんとか歩ける」

　男は笑ってそう言い──

「いや、待てよ、あんたらが来たということは、徒歩でもここから外に出られるのか？」

「あー……どうかな」

　僕は言葉を濁す。

　まさかバハイラムの軍人に要請されて、エルダントから傀儡くぐつ竜りゆうに乗ってやってきて、野生のドラゴンに撃墜されたところを魔法で助かった、とか──ややこしいうえに誤解されかねないような説明をするのも、まずそうだし。

「あちこち崩れてきてるから、僕らが通ってきた道がまだ通れるかどうかは、分からないけれどね」

「それでもいいさ。瓦が礫れきは魔法で──土傀儡使って除のけることもできるしな。痛みをとってもらったから魔法が使える」

　と男は笑った。

　ドワーフは金属や土砂を取り扱う魔法に長たけている。僕は彼らが土を材料に身の丈三メートル以上の土人形ゴーレムを呼び出したりするのも見たことがあった。確かにドワーフなら瓦礫に関してはどうにか対処できる可能性が高い。さすがに炎の柱まではどうにもならないだろうけれど。

「とにかく俺は少しでもあそこから遠ざかりたいんだよ」

　男は言って、忌いま々いましげにある方向を振り返る。

　それは──第三王都中央部の、小高く盛り上がる丘だった。

　あれがたぶん、〈竜の巣〉なのだろう。

「どうせあのドラゴンどもは軍のあのよくわからねえ施設から出てきたに決まってんだ。あそこで軍は竜を繁殖してるなんて話もあってよ……機密だかナンだかで俺ら一般市民はもともと近づけねえが、どう考えたって……」

　男は忌々しげに軍への──というより、〈竜の巣〉を管理している部隊への不満を口にする。アマテナも言っていたけど、どうやら〈竜の巣〉は特別の部隊が管理しているみたいで、その連中はかなりこの第三王都では横柄に振る舞っていたらしい。

　男によると──先の国民を脱出させたのは一般兵の部隊で、〈竜の巣〉の管理部隊は、そもそもこの『災害』が起こった後もまったく姿を見せないのだとか。男は「どうせ、真っ先にドラゴンに皆殺しにされたに違ちげぇねえんだ」と吐き捨てるみたいな口調で言った。

「…………うーん」

　つまり、男の見解だと〈竜の巣〉で軍の特別部隊がドラゴンの繁殖をしていて、しかしそれが何かの事故か失敗かで、ドラゴン達が暴れ出した結果、現状のようになっている、ということらしい。炎の柱もきっと地下でドラゴン達が噴いている炎があちこちからこぼれ出ているに違いない──とかなんとか。

　僕の印象だと、なんかその想像はおかしいというか、さすがに炎の柱の根元にドラゴンが埋まってる、なんてのはちょっと考えにくいのだけれど──

「僕ら、その〈竜の巣〉を目指してるんだけどね」

「はあ？」

「仲間がその辺りにいるらしくて」

　ちなみにここで言う仲間というのは、ミュセルのお母さんのことだが、たぶん、生きていれば美み埜の里りさん達も〈竜の巣〉を目指すだろうから、そういう意味も含んでの話。男には関係ないだろうけれど。

「そんなのとっくに死んでるよ！」

　男は悲鳴じみた声で言った。

「悪いことは言わねえ、俺と一緒に逃げようぜ、俺を外に案内してくれよ！」

「いや、それは──」

　僕はミュセルの方を見て言った。

　お母さんのことを考えているのだろう、彼女は何かに耐えるかのように唇を嚙かんで俯うつむいている。さすがに『うん、危なそうだから僕達も行くのやめようか』なんて言えない。

　なので──

「ごめん、僕らはどうしてもその〈竜の巣〉に行って仲間を助けないと」

「…………ああくそ、分かったよ」

　男は壁に手をつきながら身を起こす。

　ミュセルに応急処置してもらった足で何度か軽く地面を踏みしめて、もう一度歩けそうなのを確認すると、男はよろよろと僕らが来た方向へと歩き出した。

「手当て、ありがとよ。悪いが俺はそっちには付き合えねえよ」

　ふと、立ち止まり、肩越しに振り返って男がそう言ってくる。

「あ、うん……」

　僕はミュセルの方を一いち瞥べつしてから、男に頷うなずいてみせた。

「気をつけて。あちこち崩れやすくなってるし」

「ああ、気をつける。そっちも気をつけてな」

　そう言い残して男は路地を歩き、去っていった。

「あ、あの、シンイチ様──」

「僕らも行こうか、〈竜の巣〉目指して」

　ミュセルが何か言い出す前に、僕は彼女の台詞せりふに覆い被かぶせるようにして言った。

「正直、外を目指して今から逃げたからって、この第三王都から出られるとは限らないし、何より、僕ならこの事態をなんとかできるってミュセルのお母さんが言ったわけでしょ。行かないわけにはいかないよ」

「…………」

　ミュセルが目を潤ませながら僕を見つめてくる。

　うあー。か、可愛い……泣き顔、前にも何度も見たけど、なんていうか、本当この子、泣き顔もすんごく可愛い！

　そんな感じで僕は萌もえ萌えしつつ、ミュセルに手を差し伸べる。

「あ……」

「行こう。ね？」

　そう言って少し強引に彼女の手を取ると──僕は彼女を引っ張って歩き出した。
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　当初──私達は現れたその人影の群れを、この第三王都の住人、もしくは軍の兵士かと思った。

　ごくごく当たり前のそれは想像だろう。大規模な災害が起きれば、避難なり脱出なりをするのは当然だが、一般の住人が逃げ損ねたり、公務員その他が職務から現場に残ったりする場合は普通に考えられる。

　だが事態はそんな単純なものでないのは、次の瞬間に理解できた。

　すなわち……

「何故、裸……!?」

　現れたその人影は、全員が一糸まとわぬ全裸だったのだ。

　人数はおよそ五十名といったところか。

　人種はウェアウルフ、ウェアタイガー、さらにリザードマン、そしてエルフ、ドワーフと多岐にわたっている。しかも全員が若い女だ。なのに全員がみじんも恥じる様子もなく素っ裸で、無表情にこちらを眺めているのは、異様だった。

　いや。そういえば……『人間』が、いない。

　改めて見回して確認したが、全部、エルダントで言うところの亜人種ばかりだ。

　もともとバハイラム王国は、父王の下もとに全種族平等という思想を掲げている国──つまり以前、ペトラルカ皇帝陛下の結婚話でごたごたのあったツェルベリク王国とはまったく逆だ──なので、亜人種が多いというのは理解できるが。

　これは偶然か。

　それとも何か──

「なんなんですかこれ」

　と光流ヒカル君も顔をしかめながら辺りを見回している。

「素っ裸で……まさか全員、お風呂に入っている最中に災害が起きて焼け出されたってわけでもないでしょうに」

「それなら前を隠すでしょ。それともバハイラムの人って裸見られても平気とか？」

「そんなわけがあるか」

　と若干、憤然とした口調で言うのはアマテナだ。

「確かに我々の民族衣装は肌の露出部分も多いが、全裸で街の中を歩き回るような奇抜な習俗など、バハイラムにはない！」

　いつものおへそ丸出しの格好をしているエルビアをじろりと一いち瞥べつしてから、アマテナはそう続けてきた。まあそれはそうだろうけれど。

　ではこの人達はいったい、何なのか。

「エルフやドワーフっぽい人達も交じってるから……『あの日』ってわけでもないでしょうしね……」

　半獣人系、特にウェアウルフ、ウェアタイガーは、月に一度の発情日みたいなのがあって、エルビアが以前、慎しん一いち君を襲って押し倒そうとしたことがあるが……エルフやドワーフ、リザードマンにその手の『あの日』があるというのは聞いたことがない。

　まあそれ以前にこっちは光流ヒカル君を除いて全員が女だし、光流君も女の子にしか見えない姿をしているから、この亜人種達が、発情して襲いにきた、という考えにはちょっと無理があるだろう。まさか全員が同性愛趣味というわけもないだろうし。

　それに──

「皆──虚うつろな目をしてるっすね」

　とエルビアが気味悪げに言う。

　言われてみれば、全員、表情がないし、目も虚ろな感じだ。

　アマテナやクラーラのように表情を抑え込んでいる、のではなく、素すで──根元たる感情からして、ごっそり欠落しているような感じだった。目が虚ろに見えるのもそのせいだろう。『あの日』で発情しているエルビアは私も見たことがあるけれど、双そう眸ぼうはぎらぎらしている感じで、今の状態とはむしろ逆といった感じだった。

「…………」

　全裸の人々──面倒くさいのでとりあえず裸族とでも呼ぶけれど、私達を取り囲んでいる裸族達は、誰からともなく『包囲』を狭めてきた。

「美み埜の里りさん──」

「分かってる」

　光流君から緊張した声で促されるまでもなく、私も気付いている。これはきっとまずい状況だ。相手から殺気や敵意の類いはほとんど感じないけれど、彼らが近づいてくるのは友好の証あかしに握手を求めて──などではないことは、察しがついた。

　なんというか、ゾンビの群れが押し寄せてくる映画を私は脳裏に思い浮かべる。

　裸族達は腐ってこそいないが、全体の雰囲気がなんだかそれに近かった。

　とにかく気味が悪い。人を相手にしているように思えない。明確な敵意をこちらに向けてくる方がまだ私としては気楽なぐらいだった。

「…………」

　私は手にしていた89式小銃の銃把を改めて握りしめる。

　さきほどの『空中戦』で弾を少し消費したので、弾倉は新品の三十連に交換してあるが、この人数を相手となるとやはり心こころ許もとない。いや。それ以前に、さすがに丸腰の相手を撃つのには抵抗もある。かといって威嚇がきくような状態にも見えなかったが。

「えっと、エルビア？」

「はい？」

　名を呼ばれてエルビアがこちらを振り向いてくる。

「私が合図したら光流ヒカル君を抱き上げて」

「は？　いったい──」

　驚いて問い質ただしてくるのはエルビアではなく光流君だ。だが、彼の疑問に答えている余裕はない。裸族達はもうすぐ側そばまで迫ってきている。

「それからすぐに目を瞑つぶって。アマテナ、クラーラも。目潰し、耳潰しの道具を使うから。この連中の動きはたぶんそれで止まるだろうから、間をぬって逃げるわよ」

「──承知」

　アマテナが察しよくて助かった。

　エルビアとクラーラも理解してくれたようだ。エルビアが光流君を抱きかかえて、頷うなずくのを確認すると、私はすでに腰から外してピンを抜いてあった閃光手榴弾フラツシユバンを適当なところに放り投げた。

「三、二、一、今っ！」

　私は叫んで目を瞑つぶる。

　次の瞬間、閃光手榴弾の炸さく裂れつする轟ごう音おんが辺りを揺るがした。

「…………」

　すぐに私は目を開くと、89式小銃を片手に駆け出す。

　まずは私が何人かの裸族を押しのけるなり蹴り倒すなりして強引に開けた包囲の隙から全員で逃げ出す──そう考えてのことだった。場合によっては手なり足なりを銃で撃つ必要も出てくるかも。

　そう覚悟を決めて駆け出した私の手を──

「──!?」

　横から伸びてきた手が、摑つかんだ。

「なっ──」

「…………」

　見ればそれは、裸族の一人、ウェアタイガーらしき女性だった。

　閃光手榴弾が──効いてない!?

　何故かと混乱しかけた私だが、すぐに理由が分かった。私を摑んだその裸族の虎女は、目を瞑っていたからだ。いや、よく見れば他の者達もだ。私を摑んだのは偶然か、それとも気配を察したのか。

「…………」

　虎女が瞼まぶたを開く。

　感情の色のない透明な──ぞっとするほどに濁りのない透明な眼まな差ざしが私を見つめる。

　まるで人形の眼球、硝子ガラス玉だまのようだ。

　そして──

「──美み埜の里りさん！」

　光流ヒカル君の悲鳴じみた声に振り返ると、数名の裸族がエルビアや光流君、アマテナ、クラーラに襲いかかっているのが見えた。

「くっ──」

　私は咄とつ嗟さに89式自動小銃の銃床で相手の胸を突く。

　こちらの手を摑む力が弱まったところで、続けて私は腕を無限マークの形に動かし、強引に相手の拘束から逃れていた。腕を摑まれた場合、こうするとよほど、相手が拳法やら何やらに精通しているのでもない限り、関節構造の関係から相手の手は外れてくれる。

　続けて私はエルビアを助けようと踏み出すが──

「…………」

　次の瞬間、左右から裸族が襲いかかってくる。

　さきほどの虎女と、それからウェアウルフらしき女と。

　私は89式自動小銃を棍こんのように使ってこの二人に対応する。まず左の狼おおかみ女おんなを銃口で突いてから、再び銃床で虎女の方を突く──つもりだったのだが。

「えっ──」

　虎女の方が恐ろしい柔軟さで身を反らして銃床の突きをかわしたかと思うと、次の瞬間、身を起こすことなく、地面に手をついてこれを軸に、身体全体を旋回させるようにして足払いを掛けてきた。

　かろうじてこれを跳んでかわす私だが、しかし次の瞬間、空中でそれ以上身動きがとれない私を、体勢を立て直した狼女が摑つかんできた。

　無理矢理、地面に引きずり落とされる私。

「ぐっ──」

　次の瞬間、狼女はするりとした動きで私の腕をねじ上げ、地に俯うつぶせになった私の背中に、馬乗りになっていた。

「…………」

　私としては、ただただ啞あ然ぜんとするしかない。

　自慢ではないけれど、私は格闘技に関しては相当な技量を持ち合わせている。父に教わった技術に加え、自衛隊で実戦格闘技を仕込まれているので、生半可な相手に後れをとることはまずない。

　実際、以前、アマテナともそれなりに互角に戦えていた。身体能力で私よりも明らかに上であるウェアウルフの彼女を相手にして、だ。だがこの裸族の狼女は、そして虎女は、そんな私をあっさりと組み敷いていた。二対一だということを考慮しても、あまりに一方的である。

　これは──

（……そっか。こいつら……）

　何も考えていない。

　裸なのに恥ずかしがらないのも道理だ。

　いわゆる武道の無心、仏道の無我の境地とはまた異なるかもしれないが、この連中は雑念の類いがまったくないのだ。下手をすると自我だの思考だのすらないかもしれない。だから予備動作も何もないし、動くとなったら、突然、最短距離を最速で──まるで機械みたいに動く。

　だから非常にこちらの感覚と、ずれる。まるで人の形をした機械を相手にしているかのようで、呼吸だのなんだのが読めないのだ。

　そのくせ、綺き麗れいに関節技を極きめてくる。

　これはいったい、どういうことか。

　この状態から抜け出す策や技もないではないけれど──

「ミノリ！」

　私の状態を見てこちらに駆けつけようとしてくれたアマテナとクラーラだが、次の瞬間、それぞれ裸族にしがみつかれて、私と同じく地面に引き倒されていた。

「──っ！」

　さらに、エルビアと彼女の抱える光流ヒカル君にも裸族達は襲いかかる。

　腕に、足に、裸族にしがみつかれ、エルビアは身動きがとれなくなるが──

「光流様っ！」

　彼女は光流君を放り投げた。

　自分の力では逃げ切れないので、せめて彼だけでも、と考えたのだろう。ウェアウルフの膂りよ力りよくで放り投げられた光流君は、軽々と宙を飛んで──そして。

「エルビア！」

　驚いたことに空中で一回転。綺き麗れいに着地を決めると、そこに襲いかかってきた裸族達と相対する。摑つかみ掛かってくる裸族を、しかし光流君は強引な動きで払い除のけ、エルビアの元に戻ろうとする。

「…………光流ヒカル様!?」

　驚くエルビア。そして私も驚いた。

　技も何もない動きなのだが、華きや奢しやな見た目と裏腹の力強い動きと素早さで、光流君は裸族達を薙なぎ払い、エルビアに近寄っていく。あの体たい軀くのどこにあんな力と速度を出せる筋力が潜んでいるのか、私にも分からない。

　しかし……それもさすがに無限の意味を持つものではないようだった。

　アマテナ、クラーラ達と同様、裸族に次々としがみつかれ、光流君は私達と同様に地面に引き倒され、とどめ、とばかりに腕を捻ねじり上げられる。

　駄目だ。全員、押さえ込まれた。

「くっ──」

　私は唇を嚙かむ。

　一人二人が相手ならなんとかする方法はまだあるが、この五十人全員が相手となるともう逃げるのも難しい。ましてや他の四人が押さえ込まれている状態では、こちらとしてもあまり強引な手は使えない。この裸族達が人質をとるという考えに至るかどうかは分からないとしても……何を考えているか分からない、どういう行動に出るかまるで分からないような連中を相手に、迂う闊かつな真似はできない。

　いずれにせよ、戦いは基本的に物量だ。

　それを改めて思い知らされた形だった。

　だが──

「…………」

　直接、腕なりなんなりをねじって私達を押さえ込んでいる者を除いて、全員が離れ、輪になって私達を見下ろしてくる。だが裸族達の表情には、目にも、勝ち誇る様子もなければ、敗者を嘲る様子もない。ただ硝子ガラス玉だまのような目が私達を映している──それだけだ。

　いったい、これからどうなるのか。どうされるのか。

「──殺すつもり？」

　そう問うてみる。

　もちろん、否定の言葉を期待しての問いだったが──

「…………」

　裸族達は誰一人、肯定も否定も、してこなかった。
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〈竜の巣〉に近づけば近づくほどに、街は迷宮の様相を呈してきた。

　炎の柱があちらこちらにそびえ、燃え、辺りに熱を振りまいている。

　炎の柱そのものに近づけないのはもちろんだけど、上昇気流が生じていて風が轟ごう々ごうと唸うなりを上げているし、瓦が礫れきが熱で歪ゆがんだり溶けたりし始めているところもあって、通れる場所がもの凄く限られるのだ。とにかく街中をただ歩くだけでも危険が一杯──といった印象だった。

　しかも〈竜の巣〉の近辺では、炎の柱の数が増える。

　等間隔で並んでいて壁のようになっている場所もあって……まっすぐ行けば三百メートルかそこら、といった距離まで近づいておきながら、大きく迂う回かいを強しいられることも多々あった。やはり、あのドワーフの男が言っていた通り、原因が〈竜の巣〉にあると考えるべきなのだろう。さすがに炎の柱の根元に竜が埋まっているとは思わないけれども。

　いったい、「何が」燃えているのだろうか。

　案外、油田か何かがこの下に埋まってたとか？

　そういえば、日本政府がこの異世界を文化侵略しようという考えを持つに至った理由の一つが、未いまだ手つかずの地下資源、鉱物資源が眠っているからかもしれない、という話だったけれども。

　少なくとも僕がこのエルダントで暮らしている限り、石油、石炭の類いが生活に用いられている様子はないし、電力は言うに及ばずだ。だとすると、この世界には本当に数百、あるいは数千年分の化石燃料が眠っている可能性だってあるはずで。

　世界のエネルギー事情が一気に変わる可能性だってあるわけだ。

　そりゃ、日本政府も目の色を変えるよね。

　それを肯定するかどうかはさておき。

「……そろそろ休憩しようか」

　僕は空を見上げて、ミュセルにそう提案した。

　炎の柱のせいで、辺りは暖かい──どころかただ歩いているだけでも汗だくになるくらいに暑く、すでに陽ひは沈んでいるというのに辺りは昼のように明るい。少なくとも瓦礫だのなんだのが転がる道を歩くのに、改めて照明を用意する必要がないくらいには。

「……っていうか、少し寝た方がいいかも」

　僕は服の袖で汗を拭いながら言った。

「お母さんは心配だけど、無理して現場に着いてから何もできないじゃ、意味ないし」

「はい。そうですね」

　ミュセルも異論ないみたいで、僕らは比較的、傷いたみの少なそうな建物を選んでその中に入った。雨風を防ぐ必要はないけれど、むしろ炎の柱の熱を遮るという意味で、物陰の方が休めるのだ。

　ついでに言えば、例のドラゴンから見つからないように、という考えもある。傀儡くぐつ竜りゆうが撃墜されてから、頭上をあのドラゴン達が飛ぶのを見てはいないけれど、念のため。

「…………」

　壁に背中を預け、ミュセルと二人で並んで座る。

　常に炎に炙あぶられているような状態だったから、物陰に入るだけで涼しくすら感じる。実際には気温は四十度近いままだろうけれど。それとも夜になって多少は気温が下がったのだろうか。正直、よく分からない。

　自然と──長い溜ため息いきが漏れた。

「シンイチ様……」

　ふと声を掛けられてミュセルの方を見ると、彼女が僕の方に水筒を差し出してきた。

「ああ、ありがとう……」

　途中で撃墜されるなんて思っていなかったのと、鞍くらに座っていた関係で、僕もミュセルもあまり荷物を身につけていなかった。水筒もお互い小さいものを一本ずつ持っているだけで、実を言えば僕の持っていた方──一本目はさきほど、飲み干してしまっていた。

　どこかで水も確保しないとまずいよな……

　何の気なしにミュセルから渡された水筒に直に口を付けようとして、僕は気付いた。

「…………」

　これ、間接キスなのでは。

　っていうか、よく考えたら、さきほどまでは僕の水筒の水をミュセルも飲んでいたわけで……僕は暑さでぼーっとしていたのと、自分の水筒なのであんまり意識していなかったけれど、さきほどからすでにミュセルとは何度も…………

「シンイチ様？」

　ミュセルが不思議そうに首を傾かしげる。

　彼女の方はあんまり気付いてないみたいだけれども。

「あ、あ、えっと、うん」

　僕はぎくしゃくしながらミュセルの水筒に口を付けて、これを一口飲んだ。

　甘酸っぱい！　これが、これが、間接キスの味！　……ってことはもちろんなくて、ごくごく普通の水なんだけれども。

　なんかいったん意識し始めると、気になって仕方ない。

「に、荷物の大半が傀儡くぐつ竜りゆうに載せたままだったのが痛いよね」

　僕は一口だけ水を飲んだ後、慌てて自分の意識から余計な考えを追い出しつつ言った。

「美み埜の里りさん達の方は大丈夫かな」

　屋敷で大急ぎでかき集めただけとはいえ、それなりの量の武器と水、食料を積んでいたはずだけれども……撃墜されたわけだから、荷物が全部無事とは限らない。

「心配ですね……」

　ミュセルは目を伏せてそう言う。

　あ、しまった──と、僕は自分の失敗を悟る。

　ミュセルは相変わらず『自分の母親を助けるために』皆がバハイラムにやってきたことについて、感謝と同時に申し訳なくも思っているのだ。気にしなくていいと僕が言ったところで、『それもそうですね！』とあっさり切り替えられるような娘こではない。

「まあ、あれでなかなか、皆、しぶといし大丈夫だとは思うけどね！　たぶん、いちばん脆もろいのが僕だろうし！」

　ミュセルを元気づけるために僕はそう言って──改めて自分で落ち込んだ。

　考えてみればミュセルだって従軍経験あるし、美み埜の里りさん、アマテナ、クラーラの『現役』勢は言うに及ばず、エルビアだって僕よりも体力的には上だろう。

　光流ヒカルさんはあれでも、体型維持のために適度な運動を欠かしていないみたいだし、筋力はともかく持久力はある感じだ。いや、傀儡竜の背中で、姿勢を崩したエルビアをあっさり引っ張り上げてたところを見ると、それなりに筋力もあるのか。あの細い腕のどこに筋肉ついてんだろう。

　情けない。すんごい情けない気持ちで一杯だ。

　ファルメルさんの『預言』を疑うわけじゃないけれど……こんな僕が〈竜の巣〉に行って、本当になんとかなるんだろうか。

「シンイチ様──」

　ミュセルはふと僕の肩にしなだれかかってくる。

　……って。え？　なに!?

　なにこの接近遭遇、というか接触面急速増大は!?

　抱きしめろって意思表示？　意思表示なの!?　ミュセルの髪が、僕の頰ほおに触れて、ああ、くすぐったいやら良い匂いやらで、僕は、僕は、僕はもうっ……！

「ミュセル……！」

　──見れば。

「…………」

　すでにいろいろ限界に来ていたのか……ミュセルは僕の肩にもたれたまま、すーすーと寝息を立てていた。意識的にしなだれかかってきたのではなくて、気絶するみたいに寝てしまったので、そのまま倒れてきただけだ。

「あー……うん」

　僕は溜ため息いきを一つついて、ミュセルの肩を摑つかんで……ゆっくり地面に横たえる。枕代わりに彼女自身が背負っていた荷物を下に敷いて、それから手を離した。ミュセルは相当疲れていたのか、全然起きる気配がない。

　僕も彼女の横に寝転がると、上着を適当な瓦が礫れきの上に載せて、枕にする。ちょっと布越しにごつごつした感じは残るけど、まあないよりはマシだろう。

　考えてみれば、ミュセルと二人だけで一緒に眠るのってこれが初めてだっけ。

「…………うあ」

　そう思うと、やっぱり余計な妄想が脳裏でむくむくと起き上がってきたりするわけで。




『シンイチ様の……子供が……赤ちゃんがほしい……です』




　うわああああああ……

「くっ……静まれっ……静まれよ……！」

　僕は思わず、ミュセルの肩からさらに余計なところに伸びそうになる自分の右手を、左手で摑み、中二病ごっこでなんとか抑え込む。

　まあ、よく考えてみればミュセルがあんな直接的なことはいきなり言わないというか、言えないだろうけれど。

　それでも、美み埜の里りさんや光流ヒカルさんに急せかされるように、いつかは、僕も誰かを選ぶなりなんなり結論を出さなければならないわけで、その相手がミュセルである可能性は……冷静に考えれば、とてもとても高い。

　ただその一方で、『将来』の話と考えると、僕としてもいろいろと戸惑うことが多い。

　そもそも僕がミュセルと結婚するとか、そういう話になった場合──僕とミュセルはどちらで暮らすことになるんだろう。

　この異世界なのか、それとも日本なのか。

　ミュセルは以前、僕に『いつか日本に帰るときには自分も連れていってほしい』みたいなことを言っていたけれど、実際、ミュセルを日本に連れていったとして、あの地で幸せに暮らせるだろうか？

　当然だけど、ミュセルには戸籍もなければ住民票もないし、そうなると結婚するのだって一苦労だ。もちろん、事実上の結婚状態であれば良くて、法的手続きなんていらない、なんて考え方もあるけれど──




『シンイチ様の……子供が……赤ちゃんがほしい……です』




　…………

　いや、だから、それはもういいから。回想禁止。

　勝手に何度も際どいシーンを反はん芻すうしようとする本能にツッコミを入れる僕の理性。この極限状況でいらんことばっかり考えてたら、それだけで消耗しそうだった。

　ただ──

「子供が生まれたとして、日本国籍ってとれるんだろうか」

　良くも悪くも法治国家では、国籍がないといろいろな行政サービスが受けられなくなるから、それだけでも暮らしにくい。かといって日本は公式には異世界の存在を認めてないから、ミュセルの国籍やら何やらも適当なものをでっちあげねばならないだろうし。

　しかしその場合、僕はもう〈アミュテック〉の総支配人ではないわけで。

　そうすると──日本政府は、僕やミュセルのために便宜を図る理由がない。

　それとも将来的には日本は異世界の存在を公表し、異世界人の移住とか帰化を認める方向になるのだろうか。そうでなければ、僕とミュセルはともかく、子供が生まれた場合は、その子がもの凄く苦労することになるわけで。

「あー…………」

　僕は溜ため息いきをつく。

　前にどこかで『当人二人が幸せであれば良いのが恋愛で、周りも含めて納得ができなければならないのが結婚』だ、なんて台詞せりふを見たことがあったけど。

　僕らの場合、その『周り』ってのが完全に国際問題レベルである。

　明らかに僕一人の手に余る感じなのだけど──本当、どうしたもんだか。

　完全に安心しきった様子で眠るミュセルの横顔を見てから、僕は──僕もちゃんと休みをとれるようにと、目を閉じた。
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「──シンイチ」

　ふと目を開けると、目の前に白い肌があった。

「……え？」

　すべすべのお腹なかに、可愛らしいおへそがぽつんとあるのが最初に見えて。

　それから何事かと視線を上に滑らせると、その、まあ、腕組みをして強調してみてもなお、可愛い感じの胸の膨らみが二つ……さらにその上には細い首と、やっぱり可愛らしい卵形の顔があって。

「ペ……ペトラルカ？」

「うむ」

　とエルダントの皇帝陛下は鷹おう揚ように頷うなずいてきた。

　ちなみに、おへそだのなんだのの描写から察してもらえたと思うけれども、ペトラルカは素っ裸だった。素っ裸のまま、けれど何故かティアラだけは記号みたいに付けたまま、僕の前に堂々と立っていた。

　ちなみに僕はといえば仰あお向むけに寝転んだまま。

　しかも縛られているのか何なのか、手足がまったく身動きがとれなくて。

　いったいこれは──何？

「な、何事!?　ペトラルカ、これは──」

「妾わらわはな、シンイチ」

　ペトラルカはしみじみとした口調で言った。

「ウスイホンで学んだのじゃ」

　と彼女がどこからか取り出してみせたのは、その、コミケなんかの最終日東館壁際で売られてるようなタイプの同人誌──その中でも特に、なんというか、ヤバめのやつで。

「薄い本って──ちょっと待って、それ」

　ヤバめの同人誌はペトラルカ達には見せてなかったんですけど!?

　いったい、どこで手に入れたんだよ!?

「やはりキセイジジツというやつが決め手であろうと」

「既成事実って……いや、あの、まさか」

「そういうわけで、今から、キセイジジツを作るのじゃ」

「いや、そんな夜食作るみたいに言われても！」

「三分間お手軽キセイジジツ！」

「いや、なんだかそれすごく情けない気分になりそうな」

「ええい、四の五の言わずにキセイジジツ作りを手伝うのじゃ！」

　そう言ってペトラルカが僕の上にのしかかってくる。

　ぬおおお!?

　これってもう、まんま無理エッチなんだけども。

　通常──男の側にその気がないと無理エッチは成立しないなんて話はよく聞くけれど。だから女性の側からの『強ごう姦かん』は法律上も想定されてないとかなんとか。

　でもまあ、当たり前だけど、美少女が素っ裸で自分の上に乗っかってて、普通の性的な趣味の持ち主なら、まあ、その、その気があるとかないとか関係なく、無理エッチ可能な状態にならざるを得ないわけで。

　だいたいペトラルカの場合、つるぺたつるぺた言ってても、まったく膨らんでないわけじゃないし、そのすべすべのお肌のお腹なかが、柔らかそうな胸に繫つながって、さらにはそこにぽつんと桜色の二つ──あわわわわわ。この状況で何描写してんだ僕は!?　静まれ、とにかく静まるんだ、僕の怒髪天！（意味不明）

「ではキセイジジツ作りその一」

　とかなんとか言いながら、ペトラルカが僕の唇に自分のそれを重ねてきて。

　うわ、うわ、うわ!?

　濡ぬれた舌が、僕の唇を、形を確かめるようにゆっくりと這はって──ああああああ。

　ペトラルカったらいつの間にこんな!?　技巧派!?　技巧派なの!?　ひょっとしてあれですか、舌の先でサクランボの茎をちょうちょ結びにできたりする人ですか!?

「だから、だから駄目だって！　駄目！」

　僕は彼女の白い肌の感触で勝手に高まる鼓動を意識しつつも、悲鳴じみた声で叫んだ。

「駄目だよペトラルカ！　絶対駄目ッ！」

　すると──

「…………」

　予想に反してペトラルカはあっさり身体を離してくれた。

　そして僕の上にまたがったままではあるけれど、じっとこちらの顔を見つめてくる。

　その円つぶらな瞳が揺れたのは、次の瞬間だった。

「──え？」

「そんなに、妾わらわが嫌か」

　ぽろぽろと涙をこぼしながらペトラルカが問うてくる。

　僕の上に素っ裸で馬乗りになったままなんで、その姿がこう、エロいやら可愛いやら、ツンデレ味が半端なくて──いやそうじゃなくて。

「こうまでしても、妾を愛してはくれんのか」

「いや、ちょっ……」

　まさかここで泣かれるとは思ってなくて。

　ましてやこんな直接的なことをペトラルカが言ってくるとはとても想像できなかった。でも考えてみれば彼女もまた皇帝陛下であるのと同時に、一人の女の子であることは、僕もよく知っていたはずで。

　だから、こうなるのが『想像できなかった』なんていうのは、本当に、言い訳でしかない。ただ、だからって『そうか！　分かった！』とか言えるはずもなく、僕はただひたすら狼狽うろたえるしかない──

「ペトラルカ……」

「妾わらわは、妾は、本当に──」

　そう言ってペトラルカは両手で顔を覆う。

　そんな彼女を僕は──見ていられなくて。

「ごめん、ペトラルカ。僕は──」

　でもなんて答えれば良いんだろう。

　僕がなんだか自分も泣きたいような哀かなしい気持ちで考えていると。

「シンイチ様？」

　ぬっとペトラルカの背後から顔を出したのは。

「え──エルビア？」
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「アタシもキセイジジツ作るっすよ」

　とこっちは『ゆさっ』とか擬音添えたくなるような大きな胸を、ペトラルカと同じく隠しもしない全裸状態。尻尾がお尻の後ろでぱたぱた揺れているのもよく見えた。

「いや、ちょっと待って？　なんでエルビアがここに──」

「私もいるぞ」

「私も──」

　と同じく左右から姿を現すのは、アマテナと、クラーラで。

　いや、本当にちょっと待って？　なんで君らがここにいるの!?

　それも揃そろいも揃って真っ裸で！

　というか、アレか、僕の両手両足押さえつけてるの君らか！　エルビアが僕の両足で、アマテナが右手でクラーラが左手で──おまけにお腹なかの上にはペトラルカで。

　道理で動かないはずだよ！

　っていうか何この状況!?

　ハーレムなの？　ハーレムの呪いなの!?

　ギャルゲーのハーレムプレイをしすぎた代償がこれだというのか!?（錯乱中）　それとも主人公がモテまくるラノベの読みすぎの副作用なのか!?　それとも深夜アニメの見すぎなのか？　ヒロインは赤い髪で炎の能力者で会って十分でラッキースケベとして着替えを見られちゃうのが掟おきてなのか？　いや、でもラノベ作家の親父曰いわく、あれは情報の出し方というか演出的に効率を追求したり王道を踏んでいくと、自然とああなりやすいという話で──いやそうじゃなくてね!?（さらに錯乱中）

　いざ意識すると、それぞれの女の子達の肌が、その温かさが、もろに伝わってきて。

　当然、僕の、その、股間はまったく言い訳のきかない状態になっているわけで。

「発情期のある女は駄目っすか？」

「尻尾のある女軍人は駄目か？」

「虎柄の女軍人は駄目ですか？」

　いや、そんな一斉に聞かれても。

　……っていうか、そもそも、なんでアマテナとクラーラまで？

　確かにクラーラにはほっぺにキスとかされたことあるけど、アマテナもまあ、仲良くはしてるつもりだったけども──

「では、これよりキセイジジツ作りを開始する」

　何故かアマテナが重々しい口調で──なんか手術でもしそうなノリでそう宣言する。

　それに頷うなずくクラーラ、エルビア、そしてペトラルカ。

　で──
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　瞼まぶたを開くと、廃はい墟きよの天井がまず目に入った。

「やっぱり夢ですよねえ、ええ、分かってましたとも!!」

　とやけくそ気味に叫ぶ僕。

　こういう夢を何度も見るとなると、やっぱり僕の心の奥底にいろいろ鬱積しているものがあるのかもしれない。まあ、可愛い子に好きだなんだと言われて迫られたら、悶もん々もんとするのは健康な十代男子なら当然なんだけども。

「そんなに女の子の裸が見たいのか加か納のう慎しん一いちッ！」

　と声に出して言ってみるものの、まあ、そりゃ見たいよね！

　健康な十代男子だからこそ、女の子の裸というものには興味を覚えて当然なのだ。

　こんな感じですべすべの白い肌に、こう、ぽつんとあるおへそ、それだけでも十分にエロいのだけれども、さらにその柔らかな──

「…………」

　そこで僕は気付いた。

　夢からは醒さめた。醒めたはずだ。

　なのになんで僕は──僕の目の前には、女の子のおへそとか、お腹なかとか、その上の胸とか、その下の（以下略）とかが、あったりするんだ？

「……!?」

　慌てて身を起こそうとするものの、迂う闊かつに身を起こすと、僕の頭の上に立って、覗のぞき込んでいる誰かの身体に顔を近づけることになるわけで──

　いや、本当に誰!?

　逆光気味でその顔がよく見えない。

「え？　え？　な、何なのこの状況!?　またこれ!?　ループものなの!?」

　あまりの状況にパニクる僕。

　というか……なんだかこの僕の顔を覗き込んでいた女の子、舌なめずりしているように見えるんですけど。いかにも、ごちそうさま、って感じで。

　まさか、まさか、僕、寝てる間に何かされた!?

　ひょっとして、夢の中の、ペトラルカとのキスが凄く生々しかったのは──

「シンイチ……様……？」

　と僕の隣でミュセルが目元をこすりながら身を起こす。

　彼女は何度か瞬まばたきをしながら僕の方を見つめてきて──

「……!?」

　愕がく然ぜんとした表情で凍りついた。

　まあそりゃそうだ。

　ほとんど廃はい墟きよと化した街で、仮眠をとっていたのに、目が覚めたら素っ裸の女の子がすぐ側そばに立っていて、こっちを見ているのだから。

　しかも──

「シンイチ様っ……！」

　ミュセルは──僕でも、僕の頭上に立って僕を見下ろしている誰かでもなく、さらにその向こう側とも言うべき場所に目を向けていた。

　つまり……

「…………」

　僕は意識して目の前の女の子の白い裸体から目を外し、ミュセルの視線を追うようにして顔を動かしてみる。

　するとそこには、つまり僕達が仮眠をとるために入った建物の奥には、数人分の人影が立っていたのだ。しかもこれまた全員──全裸、で。

「な、なんで……っていうか誰!?」

　ここに来るまでは、あの足をくじいたドワーフの男以外、まったく誰にも会わなかったのに。

　なんでこんないきなり……しかもなんで全員、裸？

　改めて見ると、それは全員、女の子だった。

　ウェアウルフらしい子が三人、ドワーフらしい子が一人。僕を覗のぞき込んでいたのはそのドワーフっぽい小柄な子だ。

「…………」

　裸の少女達は──ウェアウルフの少女達は、素早い動きで駆け寄ってきて、僕とミュセルを取り囲んた。

「え、あの、ちょっと」

「…………」

　ウェアウルフの少女達が手を伸ばし、僕と、ミュセルの手を腕を無造作に摑つかんでくる。

　武器を突きつけられているわけでも、何か怒鳴られたりしたわけでもないけど、なんとなく、『連行する』ってな感じで、緊張せざるを得ない。

　いったいこの子達は何がしたいのか。

「シンイチ様！」

　ミュセルが、表情を強こわ張ばらせて僕の名を呼び、そして〈疾風の拳テイフ・ムロツツ〉の呪文を唱え始める。しかし、次の瞬間──

「…………」

　ウェアウルフの少女の一人が、ミュセルのお腹なかに──恐ろしいくらいに正確な動きで、その鳩尾みぞおちに、拳を突き入れた。

「かはっ……!?」

　呪文詠唱が中断し、ミュセルが身を折る。

「ミュセル!?」

　まずい。

　この連中──何者か知らないけど、魔法を知っている。魔法を使う者に対する対処法を知っている。対魔法戦闘において、呪文詠唱の途中での攻撃は基本中の基本だろう。創作物の中でも、この現実においてもそれは一緒だ。

「ミュセル、大丈夫!?」

　慌てて僕は彼女に駆け寄る。

　どうやら相当強く打たれたみたいで、ミュセルは蒼あおい顔をして喘あえいでいる。

　僕は彼女を両手で抱き上げると、改めて裸の少女達の方に向き直った。

　僕は魔法を使えないと思っているのか、こちらに殴りかかってくる様子はない。というか僕がミュセルに駆け寄るため、彼女らの手を振り払っても、何もしてこなかった。

　敵じゃないのか？

　それとも──

「…………」

　ちらりと僕は足元を見る。

　枕代わりにしていた荷物が惜しいけど、拾っている余裕はない。

「くっ──」

　僕は、ミュセルをお姫様抱っこの状態で抱えたまま、裸の──謎の少女達に背を向けて走り出した。たぶん、追いつかれるだろうとは、思いながらも、駄目でもともとだと自分に、言い聞かせて。
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　屋敷の居間で私は溜ため息いきをついた。

　私は慎しん一いち君達に日本政府の見解と方針を伝えるためにやってきたわけだが、彼らが留守となるとやることがない。『伝言以外、可能な限り何もするな』というのが上からの──最優先の命令なので、私としては彼らが帰ってくるのを無為に待っているしかないのだ。

「──お茶を」

　と言って私の前にお茶のカップを置いてくれるのは、留守番役のリザードマン一家の一人、シェリスである。見た目は直立歩行のトカゲといった感じだが、リザードマンの社会では割合、名家の出であるらしく、その所作にはどことなく品が感じられる。

「ああ、すまないね」

　私は笑顔を取り繕ってそう言った。

　彼女は私の隣で同じく座っている佐さ藤とう一尉にもお茶を出し、一礼してから居間を出ていった。廊下で待っていたらしいシェリスの子供達が声を上げながら、彼女と共に遠ざかっていくのが分かる。

「賑にぎやかですな」

　と佐藤一尉が苦笑する。

「兄夫婦の家が子だくさんで、あんな感じでした」

「ああ……」

　私は曖昧に頷うなずく。

　エルダント駐留部隊の自衛官達は、機密保持のため、できるだけ親戚、係累の少ない独り身が選ばれたうえで、公文書上は『死亡』扱いになっている。佐藤一尉も独身だ。だから彼自身は小さな子供達のいる賑やかな家庭を、親の立場で経験したことがない。

　もちろん、本人は納得ずくで今の立場にいるのだろうが、ときには、ああいう『家庭』というものに憧れる部分があるのかもしれない。

　気持ちは分からないでもなかった。

　私も今は独り身で、妻も子供もいない。

「──佐さ藤とう一尉」

　私は彼に呼び掛けながら、鞄かばんの中から一束の書類を取り出した。

　どうして今、そんなことをしようという気になったのかは、自分でもよく分からない。いずれ彼にも見せる予定だった資料だし、やることがなくて暇だったから──というのも、理由のすべてとは言い難がたい気がする。

　やはり私も動揺しているのかもしれない。

「これを、どう思うね？」

　私は彼によく見えるように、魔章指輪を外しながら言った。

　すぐに私の意図を察してくれたのだろう、彼もまた魔章指輪を外してから、その右手を伸ばしてきた。

「……拝見しても？」

「ああ」

「では──」

　佐藤一尉は私の手渡したその書類を、怪け訝げんの表情で眺めていたが。

「これは……」

　ゆっくりとその四角い顔に、驚きの表情が広がっていった。

「つまり……どういうことでありますか？」

　そう問うてはいるものの、おそらく彼はおおむね、理解はしているだろう。

　だがそれが信じ難くて──あるいは信じたくなくて、自分の理解が間違いであってほしいと思い、確認してきたのだ。

　だが……

「この資料を見る限り、この世界は、異世界なんかじゃない可能性があるって話だよ」

　私ははっきりと告げた。

「迂う闊かつに関わると、最悪、破滅的な結果をもたらすかもしれない──そういう、話だね」

「…………」

　佐藤一尉の表情が険しいものに変わる。

　だが彼はそれ以上は何も言わず、ただ、シェリスが淹いれてくれたお茶を啜すすっていた。
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　加か納のう慎しん一いち──僕は元自宅警備員である。

　まあつまり、それは、外に出て身体を動かすこともあんまりなかったってことで、当然だけど体力とかはあんまりない。というかぶっちゃけ、平均以下だろう。

　そんな僕が『あわよくば漫画やアニメの主人公みたいに、いざとなったとき、秘められた力や、火事場の馬鹿力を発揮して大活躍！』なんてできちゃうはずもなく。

「はあっ……はっ……はっ……」

「シンイチ……様……」

　抱き上げているミュセルが気遣わしげに僕に声を掛けてきてくれるけれども、返事をしている余裕はない。というか呼吸するのに精一杯だ。

　ミュセルは小柄で軽いとはいえ、それでも四十キロ、いや五十キロだっけ？　とにかくそれ以上の重量はあるわけで。

　これを抱えて、しかも追われながらの全力疾走となると、つまりは二倍弱の重量を二倍以上の速度で移動させることになり……当然、僕の心臓と筋肉は普段の倍以上の稼働を強しいられることになる。よくアニメなんかで『●●率、二百パーセントを突破しました！』とかオペレーターが叫んでるのを見て『二百パーセントってなんだよ？』とツッコミを入れていた僕だけども、まあ、現状はまさにそんな感じだった。

「…………」

　相変わらず、裸の少女達は追いかけてくる。

　もちろん、振り返って見ている余裕はないのだけれど、時折、視界の端に白い裸体がちらつくので分かる。そしてつまりそれは追いつかれるのも時間の問題ということだった。

　まずい。どうすれば良いのか。

　そもそもあの裸の少女達、いったい、何者なのか。

　バハイラムの国民──ってのがいちばんあり得る話なのだけど、でもそれだけじゃ裸であることとか、いっさい、話し掛けてこないこととかの説明がつかない。

　いっそ……応戦する？

　相手が裸の女の子、しかも武器も持たない素手、ということで抵抗感を覚えるけれども、ミュセルは攻撃されたわけだし、捕まればどうなるかも分からない以上、変なところで紳士的に振る舞っていても仕方ない。

　一応、魔法は僕も使えるわけだし……ミュセルのときのように、詠唱中に殴られないように間合いさえとっておけば……なんとかなったりする？

　そんなふうに考えていた僕の、頭上を。

「──!?」

　巨大な影が横切った。

「ドラゴン……！」

　ミュセルが喘あえぐように呟つぶやく。

　そう。それはドラゴンだった。おそらくは傀儡くぐつ竜りゆうを撃墜したやつだろう。しかもそれが三頭──僕らの頭上を通り過ぎたかと思うと、空中で器用に、それこそ航空機ではあり得ないくらいの小さな半径で旋回し、こっちに戻ってきた。

　え？　ということは……

「──！」

　巨体が瓦が礫れきの街に舞い降りる。

　着地の衝撃そのものは皆無に等しかったけれど──その巨体の重量を受けた建物が、崩れて土煙を上げるのが見えた。

　それも目の前と、それから左右の視界の端二ヵ所と。

　つまり……三頭の巨大なドラゴンが、僕達の行く手を阻むように、半円を描く布陣で着陸したのである。

　そして背後には、裸の少女達。

　つまり──

「か……かこまれ……たっ……」

　僕は喘ぎながらそう呟いて立ち止まる。

　これは偶然か？　いや、そんなはずはない。

　この裸の女の子達と、ドラゴン達は、連携して僕達を追い詰めにかかったのだ。両者の間でなんらかの意思疎通ができているということになる。

　でもどうして野生のドラゴンが？　傀儡くぐつ竜りゆうならまだ分かるけど。

　戸惑っている僕に、裸の少女達が駆け寄ってくると──

「あっ──」

　僕の腕から、強引にミュセルを引き剝はがす。

「ミュセル！」

「シンイチ様っ！」

　ミュセルは暴れるものの、やはりウェアウルフの腕力にはかなわない。暴れる彼女を大人しくさせようとしてか、改めてウェアウルフの少女が、拳を引くのが見えた。

　たぶん、また腹を殴るつもりだ。

「や──やめろっ！」

　僕は咄とつ嗟さにそう叫んでいた。

　無駄とは思いつつも、そう叫ばずにはいられなかったのだ。

「やめてくれっ！」

　いくらなんでも女の子のお腹なかを殴るとか、ひどい。赤ちゃんを宿す大事なところだ。いや、だからって「じゃあ顔なら良いんだな？」とか「じゃあ男の腹は殴り放題だな？」とか言われても困るけれども。

「…………」

　ウェアウルフの少女が──動きを、止める。

　そして彼女は束つかの間、無表情に僕の方を見ていたけれども。

「言語種別日本語、『やめて』──現状の行動に対する緊急停止要請」

「──え？」

　一瞬、僕は目を丸くして固まる。

　それはウェアウルフの少女が喋しやべったから、ではもちろん、なくて。

「第三種権限者の要請。受諾」

　それは、彼女が……日本語を、喋っていたからだ。

　そういえば……魔章指輪をこの女の子達はしていない。

　じゃあどうして彼女が僕と意思疎通できる？　もちろん、僕もある程度はエルダントの言葉を覚えてはいるけれど、今、明らかにこのウェアウルフの女の子が喋ったのは、僕の生まれ育った国の言語だった。

　日本語。そう。彼女もそう言った。

　でも──どうして？

「……僕の言うこと……聞いてくれるってこと？」

「肯定」

　ウェアウルフの少女がそう言って頷うなずき、他の少女達も頷く。

　というか、あの、ドラゴンまで頭を上下させたように見えたのは、気のせい？

「第三種権限の及ぶ限りにおいて服従します」

「服従……」

　なんか微妙にエロい──もとい危ないというか、焦きな臭い言葉なんだけれども。

「あの、えっと、それじゃ──ミュセルを、その、女の子を放してくれる？」

「了解」

　僕がお願いすると、ミュセルを捕まえていたウェアウルフの少女達が手を放す。ミュセルは慌てた様子で僕のところに駆け寄って──というか僕の胸に飛び込んでくる。情けなくも二歩ばかり僕は後ずさったけど、とりあえず、彼女を受け止めることはできた。

「シンイチ様……！」

「あ、うん、大丈夫、なんか大丈夫な感じ──」

　自分でもわけ分からないこと言ってるという自覚はあったのだけれど、とりあえず、この少女達は僕のお願いならば聞いてくれるらしい。というか第三種権限って言ってたけど、それって何？　いつの間に僕はそういう権限を持ってたんだ？

「僕の言うこと聞いてくれる……んだよね？」

「肯定」

「それじゃ……」

　何をどこまで聞いてくれるのか。

　一応、確かめておいた方がいいだろう。

「──右手上げて」

「…………」

　少女達が、訝いぶかしむ様子もなく、一斉に右手を上げる。

　ついでにドラゴンまでが、ぐわ、という感じで空気をかき混ぜながら翼と前足を上げているのを見て、僕は卒倒しそうになった。

　さらに──

「左手上げて」

　少女達が右手に続いて左手を上げて万歳の体勢に。

「右下げないで──」

　ぴくり、と少女達が右手を動かしつつも、体勢を維持。

「左下げない」

　ドラゴン達もまた万歳のまま。

「右下げて。左下げて。左上げないで、右上げて」

　ばたばたと両手を上げ下げする少女達と──ドラゴン達。

　すごくシュールな光景だった。

「次。三回まわって『わん』って言って」

「…………わん」

　少女達は何の躊ちゆう躇ちよも示さず、素直に三回、その場で回ると、揃そろって『わん』と言ってきた。そして──ドラゴン達もだ。さすがにこちらは『わん』とは言えないみたいだけど、代わりに銅ど鑼らのような吠ほえ声ごえが辺りに響いた。

　間違いない。

　この少女達とドラゴンは、僕の言うことは基本的に、疑問もなく従ってくれるみたい。

「えっと……これって……どういうこと……？」

「…………わ、分かりません……」

　戸惑いに揺れる僕の呟つぶやきに、ミュセルもまた、困惑の表情でそう答えてきた。





第四章　地下深くの真実







　裸族達は、この第三王都の状態をよく把握しているようだった。

「ここは……」

　複雑に、迷路のようになった炎と瓦が礫れきの街を、私達は何度も右に左にと折れて曲がって、汗だくになりながら半日ほど歩かされ──そして辿たどり着いたのは、驚いたことに当初目指していた〈竜の巣〉だった。

　小高い丘と、これをぐるりと取り囲む煉れん瓦が造づくりの高い塀。もっともあちらこちらでそれは崩れてしまっていたが。そこから覗のぞき込むと、丘の麓の部分に大きな、直径にして五メートルほどの洞窟が口を開けているのが見えた。

　おそらくあれが〈竜の巣〉の入り口なのだろう。

　洞窟の入り口には、兵の詰め所らしき建物や、城門のような両開きの扉も備え付けられている。扉は分厚く、入念に鋼鉄の補強が施されていた。おそらく攻城兵器でもぶち破るのには苦労するだろう。

　門の脇には二つばかり物見塔らしきものも作られており、壁面には銃眼──いやこの場合、射うつのは矢なのだろうが──らしき孔あなが幾つか開けられているのも確認できた。

　確かにここは軍事的な機密の詰まった施設なのだろう。

　しかし……

「どういうことだ……？」

　とアマテナが裸族達を振り返って尋ねる。

　だが裸族達は無言のままで、特に反応すらしない。言葉が通じないのか、それとも会話の必要を認めていないのか。

　いずれにせよ、捕まえた──つまり捕虜にした私達を連れてきた以上、裸族達の拠点はこの〈竜の巣〉なのだろう。実際、同じく裸族数名が扉の前に待機していて、我々が引っ立てられていくと、これを開いて〈竜の巣〉に我々を導き入れたのだ。

　これだけでも十分に驚きで、しかも謎だったが──

「──！」

　私はそこで、見知った顔と出会うことになった。

　ミュセル──いや、ファルメル・フォグロン。

　洞窟は入ってすぐが広場になっており、そこに百人余りの、こちらはちゃんと着衣状態の人々が集められていた。そしてその先頭に立ってこちらを見ていたのが、ミュセルの母親である、ファルメル・フォグロンだった。

「フォグロンさん！」

　私が声を掛けると、彼女はすぐに気がついてくれたようだった。

「貴女あなたは、あのお屋敷にいた……」

「加か納のう慎しん一いち君の護衛役、古こ賀が沼ぬま美み埜の里りです」

　そう言って私は彼女に駆け寄る。

　意外なことに、裸族達は私が走っても特に何も反応しなかった。人間の私が走ったところで逃げられないと思っているのか、それとももっと別に理由があるのか。

　ともあれ──

「シンイチ君を連れてきてくれたのね？」

　と私と、そして後ろにいるアマテナ、クラーラの方を見て言うファルメルさん。

「いえ、それが……」

　期待に表情を輝かせる彼女に、我々の現状を報告するのは少し辛つらかった。

「途中までは一緒に来たのですが。ドラゴンの攻撃を受けてはぐれてしまって。シンイチ君とミュセルも、この〈竜の巣〉のことは聞いていましたし、無事ならばここを目指しているはず──ですが」

「それは……困ったわね」

　ファルメルさんは表情を曇らせる。

　慎一君のこともあるだろうが、やはり、自分の娘も一緒に行方不明ということに引っかかっているのだろう。ミュセルも軍にいた経験があるとはいえ、今は単なるメイドで、こんな極限状態を切り抜ける技術は持ち合わせていないはずだ。

「フォグロンさん、この人達は……？」

　私は、着衣状態の人々を示して問うてみる。

「うちの従業員と……それから、逃げ遅れたバハイラムの人達ね」

「逃げ遅れた？」

「あの炎の柱は見た？　地震があって、あれが地面から生えてきて、あちこち街が崩れ始めた直後、バハイラム軍が主導で住民の大半を脱出させたのだけれど──さらにその後に、ドラゴンが十頭以上出てきて、バハイラム軍は戻ってこられなくなったの。で、逃げ遅れた人達が出てしまって」

「なるほど……」

　第三王都の中は裸族以外ほぼ無人の状態だったが、これでその理由は分かった。

　わずか半日ほどで王都の住人をほとんど脱出させるというのも驚きだが……バハイラムは私が知る限り、かなり全体主義国家のような側面を有している。こういう非常事態には、住民は素直に軍に従うような体制が、常日頃から敷かれているのかもしれない。

「で、その後、この〈竜の巣〉から──」

　ファルメルさんは裸族達の方を見て言った。

「彼らが出てきたのよ」

「では、彼女らが、ひょっとして〈竜の巣〉を管理していたという特別部隊ですか？」

「それはない」

　と答えたのはアマテナである。

「〈墓守隊アンダーテイカーズ〉は──〈竜の巣〉の管理部隊は、能力が高く、父王への忠誠心に篤あつい者ばかりの選えりすぐりだ。こんな状況で、裸で意味不明の行動に出るような連中ではない」

「……まあ、そうなのかもしれないけれど」

「それに〈墓守隊〉は大半が男だったはずです」

　とクラーラが言い添える。

　つまりこの女ばかりの裸族がくだんの〈墓守隊〉である可能性は低い──と。

　理屈は分かる。だが、それではこの裸族達はどこから出てきたというのか。

　私が眉を顰ひそめて彼らを振り返る。

　そこに──

「──連中は、ＢＯＵだ」

　そんな言葉が投げ掛けられた。

「え……？」

　思わず私は光流ヒカル君の方を振り返る。

　それは、その言葉が──日本語だったからだ。

　魔章指輪による同時翻訳ではなく、完全に、日本の言葉を私は耳にしていた。

　だが光流君も驚いたのは同じだったようで、目を丸くして固まっている。ということは今の言葉を喋しやべったのは光流君ではない。実際、声は彼のものではなかった。

「…………」

　私がさらに声の主を探して視線を左右に走らせると、百人余りのバハイラムの民が、まるでどこかの映画のように、左右に──海が割れるかのようにゆっくりと開いて、その向こうに立つ一人の少女を私達の前に示した。

　その少女は、堂々とした足取りで私達の方に向かってくる。

　裸族と異なり、一応、着衣の状態なのだが──しかし、その格好は、バハイラムの民達とは明らかに異なる。

　色は白が基調で、非常に薄手──おそらくは伸縮性に富んだ生地でできているのだろう、身体の線がはっきりと出るような、まるでレオタードかウエットスーツのような格好だ。しかも所々で肌が露出しているため、ボディ・ペインティングのような、あるいは布片を肌の上に直接貼り付けているような、独特の雰囲気がある。手首や二の腕、膝の上には明らかになんらかの機械と思しき環状の部品が取り付けられており、実に──『未来っぽい』というか『ＳＦっぽい』のだ。

　長い亜麻色の髪を左右でツインテール状に束ねているのも、やはり機械部品らしき代物で、顔立ちそのものは可愛らしいのに、どこか人形じみた硬質な印象がつきまとう。双そう眸ぼうが血のような赤というのがまたこの少女の容姿を異様に見せていた。

　だが、いちばん異様、というか奇怪なのは、露出している肌の部分──胸の上、首の下、すなわち鎖骨周りである。白い肌に菱ひし形がたを横に三つ連ねたような模様が描き込まれているのだが、これが半透明で、しかも青白く光っているのだ。

　入れ墨の類いでないのは一目瞭然だった。染めているのでも塗ってあるのでもない。明らかにそれは何かが『埋め込まれている』状態だった。たとえばマネキンの表面にその模様の『溝』を『彫って』から、そこに蓄光樹脂でも流し込んだかのような。

　サイボーグ。もしくはアンドロイド。

　そんな言葉が私の脳裏を過る。

　どこか生身の身体とは異なる硬質で無機的な印象を、その少女は備えているのだった。

　ともあれ──この少女は何か私達の知らない情報を持っているらしい。

「ＢＯＵ……何？」

　私が改めて問うと、少女は私の前まで歩いてきて立ち止まり、言った。

「おっと？　英語じゃわかんねえか？　バイオニック・オーガノイド・ユニット。生体工学による有機合成生物。商品名や小難しい定義はさておき、ま、生体兵器だな」

「…………」

　私は言葉に詰まった。

　このファンタジー世界そのものといった異世界で、英語の、しかもＳＦっぽい単語を現地人から聞かされることになるとは思ってもみなかったのだ。

　だが──

（そういえば、慎しん一いち君が気にしていた『禁忌の鎧よろい』──）

　ふと私は思い出す。

　大騒ぎになったあの古代の遺物にして呪物、『禁忌の鎧』もまた、ＳＦの中に出てくる強化服のような外観であったし、一瞬、その表面にアルファベットのような文字が浮かび上がるのを私は見ている。本当に一瞬のことだったので、確認はできていないのだが。

　これはいったい、どういうことか。

「生体兵器……？」

「ああ。別に見るのは初めてってわけでもねえんだろ？　そっちの連中は野良っぽいが」

　と言って少女が指差すのは、なんと、エルビア達だった。

「いっ!?」

　エルビアが指差されて目を丸くする。

「なんすか、アタシがどうかしたんすか!?」

　と彼女は混乱しているが、これは──どうも我々が直接、日本語で喋しやべっているせいで、今ひとつ話が飲み込めていないらしい。私の喋る言葉は魔章指輪で翻訳されているだろうが、それを聞いているだけでは分からないだろう。いや、分かっても『バイオニック』だの『オーガノイド』だの言われても理解できないかもしれないが。魔章指輪の翻訳機能は、異世界にない言葉までは訳してくれない。

「えっと、で──貴女あなたは誰？　彼らの仲間？」

「俺は──」

　少女が説明しようと口を開いた、そのとき。




　──どごぉんッ！




　と、いきなり分かりやすくも騒々しい破壊の音が、辺りに響き渡る。

　次の瞬間、いったんは閉じられた扉をぶち破るように開いて──おそらくは体当たりして、一頭のドラゴンが〈竜の巣〉の中に突っ込んできた。

「なっ!?」

　エルビア達が身構え、バハイラムの住人達やフォグロン商会の商人達が身を伏せる。後者の反応が早かったのは、この〈竜の巣〉をドラゴンが出入りするのを何度か見ていたためだろうか。

　そして──

「だあああああああああああああああああああああああッ!!」

　ドラゴンのものとは明らかに異なる吠ほえ声ごえが響く。

「──シンイチ君!?」

　私は、ドラゴンの背中にしがみついている彼を──私の警護対象の少年を見つけた。

　どうやらミュセルも一緒のようだ。

「吶とつ喊かんッ!!」

　私達が見えているのかいないのか、〈竜の巣〉の奥を指差して叫ぶ慎しん一いち君。

　ドラゴンは何故か──傀儡くぐつ竜りゆうでもないようだが、慎一君の命令に従い、さらに床を蹴って、〈竜の巣〉の奥に飛び込もうとする。

　しかし……

「──止まれ」

　静かな、呟つぶやいたとしか思えないような静かな少女の一言。

　それが、ドラゴンの動きを止めた。

　巨体が、まるで慣性の法則を無視しているかのように急停止する。ぶぉん、とハム音のような音がして翼の周囲の風景が少し歪ゆがんだようにも見えたが、気のせいだろうか。

　ドラゴンはまるで主あるじの前に跪ひざまずく臣下のように、その場に頭こうべを垂れて身を伏せた。

　当然──

「──へ!?」

　間の抜けた声をその場に残して、ごろごろとドラゴンの背を転がる慎しん一いち君、そしてミュセル。二人は勢い余る感じでドラゴンの上を転がり、滑って、最終的には〈竜の巣〉の床の上に落下──それでも勢いを殺しきれなかったのか、私達のところまで転がってきて、そこで、ようやく止まった。

　ごん、と鈍い音がする。

　うあ、痛そう。

「いたたたたた……」

　私の想像を認めるかのように、頭を抱えて呻うめく慎一君。

　すぐ隣にはミュセルもいて、やはりどこかを打ったのか、顔をしかめている。だが目に見える怪け我がは特に負っていないようだ。

「何やってんの……」

　互いに無事での再会を喜ぶ前に、ついつい私の口からはそんな言葉がこぼれ出ていた。

「映画みたいにはいきませんね」

「何の映画よ」

「わりとハリウッド映画にありそうな感じじゃないですか？」

　と頭をさすりながら言う慎一君。

「っていうか、美み埜の里りさん、無事で何より」

「そっちも。ミュセルは大丈夫？」

「な、なんとか……」

　とミュセルも身を起こす。

　そこに──

「ミュセル！」

　と駆け寄ったのは、ファルメルさんである。

「はい、って、あ、お、お母さん!?」

　ミュセルは名を呼ばれるまでファルメルさんがここにいるのには気付いていなかったらしく、目を瞬しばたたかせて駆け寄ってくる母親を見つめる。

　ファルメルさんはミュセルの前まで来ると、その場に跪き、身を起こしたばかりの娘を抱きしめる。それからすぐに身を離すと、しげしげと彼女の身体を見て──言った。

「怪け我がは？」

「あ、な、ない、です」

「良かった……」

　とファルメルさんは溜ため息いきをつく。

「まあシンイチさんを呼んだ以上、貴女あなたも一緒に来るとは思っていたけれど」

「え、あ、はい」

　目を瞬かせながら頷うなずくミュセル。

　そういえば彼女によれば、ミュセルの一いち途ずさというか、惚ほれたらもう命懸け！　周りなんか見えません！　的なノリは母親譲りらしいが。

　まあ感動的な親子の再会はさておき。

「しっかし、おかしいな、なんで……」

　と慎しん一いち君はドラゴンの方を振り返って呟つぶやいている。

「おかしいって何が？」

「いや、なんでか知らないですけど、このドラゴン、僕の言うこと聞いてくれるんですよね。だからドラゴンに乗ってここまで来ることができたんですけど──」

　しかし最後の最後で、彼よりも、何故か少女の命令をドラゴンは優先した──ということらしい。そもそもドラゴンが慎一君の命令を聞いてくれるというのも原因不明の不思議な話なのだが……

「それは、おめえが第三種権限者だからだよ」

「そうそう、第三種権限がどうとか──へ？」

　頷きながら慎一君は少女の方を振り返る。

　彼は、何度かその少女を見ながら瞬まばたきをして──

「えっと、この子、誰です？」

「いや、私に聞かれてもね」

　と私としては肩を竦すくめるしかない。

　代わりに、慎一君に歩み寄りながら、本人が答えた。

「俺は北米連合機構、第三方面軍、第八特務警けい邏ら隊たい指揮官テレジア・ビグロウ少佐だ。まあ正確にはそのレプリカだけどな」

「ほくべい……え？」

　慎一君が意見を伺うようにこちらに視線を向けてくるが、生あい憎にくと私も初めてこの少女の素性を耳にして混乱中である。

「航空戦型ＢＯＵタイプ０２Ｒ〈ドラグーン〉がお前の命令を聞かなかったのは、第一種権限者の私が停まれと命じたからだよ。普通、第三種権限は優先保護対象の一般市民か、さもなくば軍人に準ずる立場の者に与えられる。たいていのＢＯＵには命令を下すことが可能だけどな、緊急時には第一種権限者の命令が優先される。例外なくな」

　言って少女は──テレジアは慎しん一いち君の首筋に手を伸ばす。

「え、あ、なに？」

「ここに権限証が刻印されてんだろ」

　と彼女が慎一君の首筋に触れると──驚いたことに、そこに何やらバーコードみたいな幾何学模様が浮かび上がった。普段はまったく見えていないところを見ると、特定条件下でのみ可視化するインクか何かなのかもしれない。

「え、なに、いつの間に？」

「お前、ひょっとして」

　テレジアは眉を顰ひそめて言った。

「何も知らないでＰＤＷＳを使用したのかよ？」

「ＰＤＷＳ？」

「個人防衛用武装機構パーソナル・デイフエンス・ウエポン・システム。旧い言い方なら戦闘用強化服だ。この権限証の番号からすると、試作の〈アイアン・クラブＦ〉か。よく男が使う気になったな」

「──あ！」

　慎一君と私はほぼ同時にその『ＰＤＷＳ』が何かに思い至った。

　あの『禁忌の鎧よろい』だ。

「とにかく、ＰＤＷＳの使用者ってことで、軍属扱いになったんだな。同時に第三種権限が付与されたわけだ」

「……よく分からないけど」

　慎一君が首を傾かしげながら言った。

「あの『禁忌の鎧』──もとい、そのＰＤＷＳを僕が着用したから？　でもアレはミュセルとかエルビアも着てたけど？　ミュセルにはその第三種権限って与えられてないの？」

「ミュセル、エルビア、というのは、そこの野生化ＢＯＵか」

　とテレジアは目を細めてミュセルの方を見る。

「いや。そちらの〈エルフ〉タイプは混血種ハイブリツドか。いずれにせよＢＯＵに権限付与がされることは無ねぇよ。第一種から第三種まで、権限が与えられるのは純粋な人間に限られる」

「…………」

　私と慎一君は顔を見合わせた。

　要するに……『禁忌の鎧よろい』を身につけたことがあって、なおかつ、純然たる人間だけに、その権限とやらが与えられるらしい。ミュセルもエルビアも亜人種か亜人種との混血ということでその権限を与える対象にならなかった──と。

「というか、そもそもＢＯＵって何？」

「バイオニック・オーガノイド・ユニット、の略だそうよ」

「……バイオニック……」

　私がそう説明すると、慎しん一いち君は目を瞬しばたたかせていたが。

「やっぱり六百万ドルとかするんでしょうか。能力発動のときに、こう、スローモーションでサウンドエフェクトかかったりして」

「……ずいぶん旧ふるい海外ドラマ見てるわね」

「美み埜の里りさんこそなんで知ってるんですか。放映当時まだ生まれてないでしょ」

「父の書斎にＤＶＤあったのよ」

　そんな今ひとつ緊迫感のない会話を交わして。

「……まあ、君らしい感想で、なんだか安心したわ」

　私は溜ため息いきをついた。
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　少女──テレジア・ビグロウは人間ではなかった。

「複製体が人間かどうかは、諸説あるんでな」

　緩やかに下へと向かう、直径二メートルほどの坑道を歩きながらテレジアは言った。

　彼女によると、正しくは人間だったけれども、もともとの身体はすでに死亡していて、人格だけがデータ化されて新しい筐きよう体たいに収められている状態、なのだそうだ。

　彼女の属する、いや属していた社会では、人格の複製レプリカデータは、原型オリジナルに準じた扱いを受けるというか、事実上の同一人物とみなされるということで、テレジアはそのまま『生身』だった頃の肩書をそのまま受け継ぐことになったのだとか。

「ちょっと気になってたんだけど、その胸の……」

「ああ。この義体アバターの中枢だけどよ。どうかしたか？」

　と──僕達を〈竜の巣〉の奥に案内しながらテレジアが首を傾かしげる。

　彼女の、露出度の大きい衣装は、その白い肌があちこち見えているのだけれど──鎖骨の辺りに菱ひし形がたを三つ連ねたような模様が見える。しかもそれはぼんやり青白く光っているのだ。それは皮膚の上にそういう塗料で描かれているというより、何か、その模様の形の『部品』を皮膚に埋め込んであるかのような、そんな印象である。プラモデルに半透明の──いわゆるクリアパーツをはめ込んであるような感じというか。完全な平面──ツライチではなくて、微妙な凹凸がある感じだった。

　細かい形は違うけど、僕は、こういう奇妙な──発光体を備えた人体に見覚えがある。

　以前、光流ヒカルさんがロミルダからもらったチョーカーを着けた際、スライムみたいなのが変化してできた『女版・綾あや崎さき光流』だ。

「いや、その、似たようなのを以前、見たことが」

「以前も何も」

　と言ってテレジアは足を止め、光流ヒカルさんの方を振り返る。

「そこにいるお前の仲間がまさに同じ義体アバター使ってんじゃねえか」

「──え？」

　と僕もまたテレジアの視線をなぞるようにして光流さんを振り返る。

「…………」

　光流さんは、というと『ばれたか』と言わんばかりに肩を竦すくめてみせた。

　そういえば、傀儡くぐつ竜りゆうの上で、転がり落ちそうになったエルビアを、あっさり光流さんが引っ張り上げていたけれど。あの細腕で力強いなあと思っていたら、どうも、光流さん本人の身体じゃなかったらしい。

「あれからちょくちょく……その、使ってたんです。呼べば来るので」

　と光流さんは彼にしては珍しく、少し決まり悪そうに僕達から目を逸そらして言った。

　どうやらあの女性体、チョーカーを着ければいつでも遠隔操作できるらしい。今回もおそらく光流さん本人はエルダントに残ったまま、この女性体の方で僕らについてきたのだろう。

「……なるほどね」

　僕はテレジアの方に視線を戻しながら言った。

　光流さんの場合、この義体を使っている間は、本人は眠ったままになっていた。一人分の意識で二人分の肉体を動かすには無理があるから、らしい。つまり通信回線か何かで本人と義体が繫つながっている状態で、義体の方に別個の意識があるわけじゃない。

　しかし……

　この場合に光流さんの意識は『どこに』あるのか。

　サイバーパンクもののＳＦなんかじゃよく扱われるネタなんだけど……こういう『脳神経になんらかの方法で直結して情報の出し入れを行うシステム』がある場合、それは、脳に部品を追加して拡張したような状態になっていると考えられる。

　つまり通信回線やこの義体も光流さんの『一部』であるという考え方だ。人工物かそうでないかはこの際、問題じゃない。義眼とか義手とか、もっと簡単に入れ歯とかも、本人の一部と言えるわけで、それが人工物かどうかは本当、本質的な問題じゃない。

　じゃあ──ここで、さらにややこしい考え方が生じてくる。

　脳が外付けのシステムで拡張された状態である場合、その人の思考はどこに宿っているのか。もともとの脳だ、と多くの人は考えるかもしれないけれど──たとえば拡張されたシステムに、もともとの脳と同様の思考を展開できる神経構造を模倣的に作ることができたなら、そっち側でものを考えることだってできるはずで。

　まして、脳というのはかなりいい加減というか、毎日のようにその細胞は死んでいる。

　脳細胞は──これを構成するある種の神経細胞は、他の部分の細胞と違って、増殖しない。つまり生まれてからは一方的に減っていくだけだ。

　しかし、事故や病気やで脳細胞がごっそり減った人達もいたりして、でもそういう人達でもわりと平気に生きていたりする事例がある。どうも普段、使われていなかった脳細胞が、失われた脳細胞の代わりに働いたり、神経回路を繫つなぎ直したりするらしい。

　そう。本来の脳ですら、一部が壊れたら、他の部分で代用できちゃうのだ。

　ならば外付けの電子回路である程度まで、脳の機能を代用できた場合──その人間の意識が外付けの回路に『流れ出ちゃう』こともあるのではないだろうか。車を乗り換えるように、服を着替えるように、意識が、その入れ物たる脳を交換してしまう、ということはあり得るのではないか。

　たとえば、仮に……脳に直結し、全身の機能を仮想空間で完璧に模倣エミユレートできるキャラクターを用意できたネットゲームがあったとして。

　そのゲームの利用者の脳が完全に破壊された場合。

　利用者の意識はその瞬間に消失するのか──それとも、意識だけはネットワーク上に残り続けるのか。

　どうやら、テレジアを見ていると、消失しない、らしい。

　テレジアの原型になった人間はとっくに死んでいて、その肉体も残っていないけれど、テレジアの意識を構成する情報はそのままこの義体アバター上に残っているのだ。これをテレジア本人と認めるか、認めないかは、もう『魂』の存在を議論するようなもので、宗教的な部分に踏み込むことになる。

　そもそも、同一性の問題はサイバーパンクのネタに限らない。

　一日一個、部品を交換する車があるとして──全体の何パーセントの部品を交換したら、その車の同一性は失われるのか？　その車がその車であると、個体を断定するためには全体の何パーセントが元のままであるべきなのか？

　これはつまりそういう議論で──

「……シンイチ様？」

　ミュセルがふと気遣わしげに僕の顔を覗のぞき込んでくる。

「どうかなさいました……？」

「あ、いや、ちょっと知恵熱が」

　と僕は苦笑して額を押さえてみせる。

　慣れないＳＦ考証とかしてたせいか、ずっとしかめ面になってたみたい。

　やがて──

「──着いたぞ」

　テレジアが僕らに声を掛けてくる。

　長い坑道を抜けて僕らが辿たどり着いた──そこ。

　それは、巨大な、恐ろしく巨大な、地下施設だった。

　感じとしてはエルダントの地下、ドワーフ達の街とも言うべきガルド工房のそれにも似ているけれど、違うのはガルド工房が基本、坑道が主体であったのに対して、〈竜の巣〉はどちらかといえば、ひとまとまりの──巨大な地底の空間、という印象だった。

　もっと言えば、東京ドームとか、その辺の巨大構造物をまるっと地下に埋めたような、そんな印象である。今にも頭がつっかえそうな、狭苦しい坑道を歩いて抜けたところには、〈竜の巣〉を一望できる空間が広がっていたのだ。

　トンネルを抜けるとそこは〈竜の巣〉だった──なんつって。

　しかも……

「これって──」

　僕らはそこで驚いて立ち尽くすことになった。

　もともと〈竜の巣〉という言葉から僕らは、勝手に、竜が卵を産んで並べているような、そんな場所を想像していた。蟻ありの巣みたいに『女王竜』がいて、その周りを、びっしりと卵が埋め尽くしているとか……まあそんな感じで。少なくとも僕の脳裏にあった〈竜の巣〉想像図はそんな感じだったのだ。

　でも現実は違った。まったく違った。

　そこにあるのは、明らかに……

「工場……!?」

　そうとしか言いようのない、何かだった。

　四角く区切られた空間には、ずいぶんと洗練された機械設備らしきものが整然と並んでいて、各所にパイプやら何やらが血管のように這はい回っている。製鉄所とかある種の化学薬品工場みたいな、独特の雰囲気だった。

「一部……壊れているみたいですね」

　と言うのは光流ヒカルさんだ。

　確かに彼の言う通り、端々に潰れたと思おぼしき機械設備が放置されていたり、破断したパイプから液体がこぼれ落ちたりもしているのが見えた。全体として整然とした印象が強い施設であるだけに、そうした壊れた部分は非常に、目立つ。

「万全を期した設計になってたはずなんだがよ」

　とテレジアが腕を組んでその壊れた部分を眺める。

「記録を見てると、想定以上の大きな地殻変動に何度か晒さらされたみたいでな。結果、一部、修繕が追いつかない状態で放置されている部分もあるってわけだ」

「つまり……この施設は、何百年も前の……」

「俺も再起動したばかりで、よくわからねえんだが」

　とテレジアは首を傾かしげながら言った。

「最後の記録から、最低でも五千年は経たってる」

「五千……」

　西暦二千年代に生きていた僕としては、まったくもう想像がつかない規模だ。

　五千年。五千年前。単純に考えても二回か三回は文明を興しては滅ぼすことができそうな永い永い時間である。しかもそれが『最低でも』となると……

「休戦条約の締結と同時に一時的に閉鎖されることになってな。で、事実上放棄されて、地上からの通路や搬入出口も封鎖されてた。ＢＯＵ関連の設備を、理想主義者どもは目の敵かたきにしてたからなあ……」

　どこかしみじみした口調で言うテレジア。

　理想主義者。どうも僕らの知る言葉とは少し違う意味で使ってるっぽいんだけど。

「で、この施設の第一階層が、野生化したＢＯＵだのなんだのの作った国家──バハイラムだっけか？　そこの連中に見つかって、発掘されて、利用されてきたってわけだ」

「…………」

　僕は美み埜の里りさん、光流ヒカルさんと顔を見合わせる。

　やはりこれは……あの『禁忌の鎧よろい』を作ったのと同じ、異世界における古代超文明の産物ということか。五千年前の遺産。五千年前の文明。途方もない話だ。

　いや。それよりも──

「この下には第二、第三階層があってな、俺が機能凍結状態で保管されていたのは、第二階層だ。そこでは陸上歩兵型ＢＯＵの生産も行われている」

「歩兵型──」

　おそらくそれは僕らを連れに来たあの裸族のことだろう。

　つまり、彼女らはもともと兵器として生産された生物だということになる。服を着ていなかったのも、そのためだろう。製造ラインから生まれたばかりで、装備が間に合わなかっただけかもしれないけれど、それでも構わないと外に出しちゃったのは……そもそも、彼女らはテレジアにとって戦車や戦闘機と同じで、だから、服を着せるという考え方がないからなのだ。

「あの、テレジア、さん？」

「なんだ？」

　テレジアは立ち止まって僕の方を振り返る。

「テレジアさんから見ると、ミュセルやエルビアや、アマテナや、クラーラも、ファルメルさんも、ＢＯＵなんだよね……？」

「そうだな」

「でもミュセルはお母さんがいるし、エルビア達だって──別に、ここで作られたわけじゃないよね？」

「当たり前だ」

　と答えるのはアマテナである。

　相変わらず僕らとテレジアは日本語で会話しているので、アマテナには会話内容は理解できていないみたいだけど、僕の台詞せりふだけでもある程度までは話を追いかけることができているらしい。

「ミュセルやエルビア、アマテナはそのＢＯＵっていうのとは違うよ」

「違わねえよ」

　とテレジアはあっさり否定してきた。

「『エルフ』タイプ、『ウェアウルフ』タイプ、他にも『ドワーフ』タイプ、『リザードマン』タイプ、その他……目的に合わせて、十種類の歩兵型ＢＯＵが設計され、生産された。何なら第二階層の生産ラインを見るがいいさ。培養槽にまだ何百体と起動前のＢＯＵが浮かんでるぜ」

「でも……」

「違う点があるとすれば、それは野生化してるかどうかだな」

「野生化……？」

　その言葉からなんとなく僕の脳裏に浮かぶのはアフリカの大自然とか、あるいはその辺の野良猫とかそんな陳腐なイメージなのだけれど。

「理想主義者どもがＢＯＵの人権がどうのとか言い始めてな。あろうことか、わざわざ、ＢＯＵに実験的に自意識だの繁殖能力だのを付与した個体を作り始めたんだよ。自分達の主張に正当性を与えるためにな。おそらく、そうした実験的なＢＯＵの一部が野生化し、繁殖した──その末まつ裔えいなんだろうな」

「…………」

　僕の脳裏をかすめたのは──ジョン・ミルトンの『失楽園』のイメージだ。

　アダムとイブ。人類はもともと、一対の男女から始まったのだとか。

　不老不死で永遠に楽園で生きていられたはずの人類は、しかし、蛇に騙だまされ、知恵の実を食べて楽園を追われた。死の恐怖にたえず怯おびえ、生きるためにさまざまなものと闘わざるを得なくなった。不老不死でなくなった結果、人類は子供を産み育てることを知った。

　そんな──伝説。

　もし同じようなことが、ＢＯＵなる存在にも起こったとしたら？

「航空戦型ＢＯＵ、タイプ０２Ｒ──〈ドラグーン〉は、お前達も見た通りだ。そちらはこの第一階層に生産施設が置かれていた」

　と言ってテレジアが指差す先。

　そこには、何やら液体を満たしたプールのような設備があって、その中にドラゴンらしき巨大な何かが浸かっているのが見えた。

「バハイラムとかいう連中が発掘できたのは第一階層までだったみたいだが。連中は、それで十分だったみたいだな。ここから製造済みのタイプ０２Ｒを持ち出したらしい。もともと第一階層は地殻変動か何かで、封印が解けて、システムが再起動していたみてえでな、細々とだがタイプ０２Ｒの生産は続いてたようだが、その辺のことは俺も起動したばかりでな、記ロ録グを細かく見てみないと分からねえよ」

「…………」

　もうこと、ここに至っては僕には何も言えなかった。

　さすがに、洒しや落れや冗談でこんな仕掛けを用意して僕らを謀ろうとする馬鹿はいないだろう。おそらくテレジアの言っていることは事実なのだ。

　この異世界における『亜人種』とは皆、おそらく遺伝子工学か何かで造り上げられた文字通りの亜人で──いや、それどころか、ドラゴンだの、他にも何種類かの生き物も、人造生物なのだ。

「まさか野生化したＢＯＵが、この施設を発掘して逆に利用するようになるなんて、思ってもみなかったけどよ」

　テレジアはそう言って──顔をしかめた。
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　我が、神聖エルダント帝国とバハイラム王国は対立している。

　端的に言えば、敵同士だ。互いの領土が隣接しているために、過去には何度も紛争が起きている。特にバハイラム王国は急激に成長してきた国家であるために、領土拡張の野心が強い。また……バハイラムはその領土に荒野や砂漠が多いので、どうしても農業は発展しづらいところがある。だからこそ比較的、緑豊かで肥沃な土地の多く、安定した収穫を見込める農地として我が国の領土を虎こ視し眈たん々たんと狙っているようだった。

　全面戦争で互いに全力で潰し合うところまではいかないとしても、小競り合いは日常茶飯事とも言える。

　当然……バハイラム王国からは帝国の内情を探るためにと無数の密偵スパイが放たれ、国のあちこちに入り込んでいる。そしてそれは逆も同じだ。我々の側からもバハイラム王国の内情を探るための密偵スパイは何十人と送り込まれていた。

　そして──

「──第三王都が？」

　神聖エルダント帝国首都マリノス中央──神聖エルダント城。

　国民には単に『帝城』もしくはもっと単純に『城』と呼ばれているそこは、神聖エルダント帝国の象徴であり、最高権力者たる皇帝の御ご座ざ所しよである。

　その中央部──謁見の間。

　皇帝陛下やその側近と、下々の者が会うための場所は帝城内に幾つかあるが、ここは比較的小さなものだった。公式の行事に用いられるような場所ではなく、ちょっとした会合などに使われることが多い。〈アミュテック〉のカノウシンイチらからいろいろと報告を受けるのもこの部屋だ。

　ただし今、私──ガリウス・エン・コルドバルと、皇帝陛下であられるペトラルカ・アン・エルダント三世陛下が報告を受けているのは、〈アミュテック〉の関係者ではなく、バハイラムに対して放った密偵スパイ達の統括管理をしている軍の将──ラドム伯爵からだった。

「は。どうやら王都全体で火災が発生し、混乱が続いているようです」

　とラドム伯は言った。

　ラドム伯爵は、小柄で小太り、禿とく頭とうと団子鼻が特徴で、いつも笑っているかのような顔の……見た目は非常に愉快な印象の男だ。もともと由緒正しい武門の出であるが、武術の方はあまり得意ではない。というより身体を動かすこと全般が不得手だ。

　だが代わりにこの男、非常に頭が切れるうえに、仕事がとにかく早い。

　臨機応変さにも富んでおり、日本政府との付き合いが始まった当初も、〈アミュテック〉に対しては厳重な監視体制を敷くよう進言してきた一方で、シンイチの提案による二重密偵スパイ制度──エルビア・ハーナイマンの一件だ──を検討し、導入してきた。バハイラムの密偵スパイを捕らえて母国を裏切るまでに持っていく手管も、金銭、色事、暴力、その他もろもろ、多彩なものを使い分け、今では三十人近いバハイラムの元密偵スパイを自分の管理下に置いているはずだ。

　外見に似合わぬ、切れ者である。

「最初の報告をしてきた第三王都駐留の密偵スパイの他に、別系統でも確認をとりましたが……第三王都から大量の避難民が軍の主導で第二王都に移動しているのは間違いないようです。もともとあの国は定期的に遷都を繰り返していますから、住民の大移動はお手のものなのでしょうな」

　ラドム伯は内容とは裏腹の柔らかな笑顔で言った。

「いずれにせよ、バハイラム王国は相当な混乱が生じているようです。第三王都は軍の重要な施設が置かれているという話もありますれば──」

「ふむ……？」

　と玉座の陛下は首を傾かしげておられる。

　ラドム伯がわざわざこんな報告をしてくる意味が分からないのだろう。良くも悪くも陛下は真面目でお優しい。それにまだ子供だ。身も蓋もない国同士の駆け引きというものには疎うといというか、発想がついていかない部分がおありになるのだ。

「それで、どうせよと？」

「──好機、ということです」

　私は身を屈かがめて、陛下にそう囁ささやいた。

「バハイラムに攻め込むための」

「…………」

　陛下は少し驚かれたようだったが、特に何も異論を唱えようとはなさらなかった。

　ご自分が軍事に疎いことは自覚しておられるのだろう。

　ただ──

「第三王都はバハイラムの四つの王都の中では最もエルダントに近い位置にあります。また軍事施設があるということは、つまり、エルダント侵攻のための拠点として重要であるということ。ここを攻め落としておけば、その後、バハイラムを攻め滅ぼすにせよ、我が国を守るにせよ、利点が多いと愚考する次第で。もちろん、普段は他の王都に遷都中でも、軍の大部隊が駐留しており、攻め落とすのは困難ですが──今ならば、と」

　とラドム伯は言った。

「なるほど……な」

　陛下は小さく頷うなずかれた。

「じゃが、バハイラムがその第三王都を放棄したとなると、よほどのことなのであろう？　大規模な火災と言ったか。我が軍がその地まで進撃したとしても、占領を維持できるか？　兵へい站たんはどうする？　火災で大半が焼け落ちているというのなら、第三王都で現地調達というわけにいかんのだろう？」

「…………」

　ラドム伯が目を丸くして固まった。

　まさか陛下から兵站、などという言葉が出てくるとは思ってもみなかったのだろう。

　そもそも我が軍に『補給』という言葉が使われるようになったのも、最近のことだ。通常、軍が進撃する場合には、必要な物資は通過し、あるいは占領した土地で調達するのが常だったからである。わざわざ母国から運ぶのは効率が悪い──そう考えられていたのだ。

「コルドバル卿きよう……」

「ああ。最近、陛下はコレに凝っておられてな」

　と私は陛下の玉座の脇から、一冊の本を取り出した。

　ニッポンから持ち込まれた、これもオタク文化の品らしい。

「ギンエーデンといってな」

「ギンエーデン……」

「まあ、いわゆる戦記物らしい」

「ははあ……？」

　とラドム伯は感心した様子で頷いている。

「私も読んでみたが、面白い」

「ガリウスはミッターマ●ヤー推しであったか？」

「は。陛下は〈魔術師〉推しでありましたか」

「うむ。あのとぼけっぷりが、実に良いわ」

　珍しくきょとんとした表情を浮かべたままのラドム伯を前に、しばしそんな会話を交わしてから。

「──ともあれ」

　咳せき払ばらいを一つしてから、私は言った。

「〈フェイドラ〉部隊の訓練も進んでいる。国境線の突破は難しくなかろうが、陛下のおっしゃるように、兵へい站たんの問題もあるな」

「一応、補給線の確保は計画の一部としてすでに練ってありますが……」

「ふうむ……」

　私は腕を組んで唸うなる。

　ラドム伯も『是が非でも攻め落とすべきである』という意見ではないようだ。

　彼は軍人であるが、実際に自分で軍隊を指揮して攻め込むような仕事はしない。戦場に出て武功を立てるなどという行為からは最も縁遠い男だ。だからこそ、彼はあくまで対バハイラム戦略の一環として、この機に乗じた第三王都占領を提案しているに過ぎない。

　今なら無血占領もあり得る……ということである。

　確かにそれは魅力的だ。

「陛下。私はラドム伯の案に賛成です」

　私はそう陛下に主張した。

「いったん、占領しておいて、これを返還するのと交換条件で、我が軍の捕虜を──ということも可能かと。切り札の一つとして使えます」

「なるほどな……」

「補給線の維持に関してですが、方位的にツェルベリク王国の協力を取り付けることができれば、遠回りにはなりますが、無理は生じないかと……」

　ラドム伯がそう提案してくる。

　ツェルベリク王国もまた、バハイラムとは国土を接している国の一つだ。

　我が国とは友好関係にあるため、協力を取り付けるのはそうそう難しいことではない。もっとも迂う闊かつにものを頼むと、第三王都占領後の『取り分』で揉もめることにはなろうが……先に我が国が占領してしまえば、いろいろとごまかしはきくだろう。

「悪くはない案かと」

「ふむ。そうじゃな」

　陛下は小さく頷うなずかれた。

　そして──

「ならば、この一件はガリウスに任せる。早急にラドム伯の案を検討し、軍議を──」

　陛下の言葉は、しかし、そこで途切れた。

「……!?」

　最初、それが何なのか我々は分からなかった。

　みしり、と軋きしむ音がした。そう分かったのは一瞬の後だ。

　だが、いったい、何が軋む？

　続けて、我々の足元から這はい上がってきたのは──

「なっ──!?」

　あり得ないことが起こっていた。

　揺れている。我々の立つ床が。いや、おそらくはこの──城が。

　岩山をくりぬいて造られた、頑強極まりない、この神聖エルダント城が。

「な、なんだ!?」

「これは──」

　陛下も驚きの表情を浮かべて玉座から腰を浮かし──しかし、収まらぬ揺れのために、改めて玉座にしがみつかれた。ラドム伯は早々に床に座り込んでおり、私も転倒を防ぐため、陛下の玉座の背もたれに手を掛けざるを得なかった。

　これは──これが、あれか。

「──地震というものか」

　と陛下が呟つぶやかれる。

　そう。地震。

　言葉として私も知っているし、ラドム伯も知っているだろう。地面が揺れるという現象だ。確かシンイチ達のニッポン国では、わりと頻繁に経験する現象であるらしいが、我がエルダントにおいては、十年に一度も起こるものではない。

「ど、ど、どうすれば良い、どうすれば──」

　とさすがに陛下も蒼あおい顔をしておられるが……

「……あ」

　そこで、揺れは──止まった。

　始まったときと同様、まったくの唐突に。

「…………」

　我々は目を瞬しばたたかせながら顔を見合わせる。

　もともと地震というものに遭遇した経験がないので、我々としてはこれで『終わった』のかどうかも分からない。陛下がおっかなびっくり、といったご様子で再び立ち上がられたが、床がまた揺れることはなかった。

　幻のような時間だった。

　だがよく見れば、謁見の間の調度品が幾つか倒れたり落ちたりして床に転がっている。花瓶の一つが割れて、水がこぼれているのも見えた。

「──ガリウス」

「は、早急に」

　陛下に声を掛けられ、私は一礼した。

　いちいち指示をいただくまでもない。陛下は城下町の状態を案じておいでだというのはすぐに分かった。

　この神聖エルダント城があれだけ揺れたのならば、城下町の方はもっと激しい揺れに見舞われていた恐れがある。場合によっては建物が崩れているかもしれない。

　私達は──エルダントの者は、地震というものをめったに経験しない。だからこそいざそれが起これば、どうして良いのか分からず、右往左往する者が大半だろう。

　実際──城の中でも混乱が生じ、悲鳴やら怒声やらがあちこちで飛び交っているようだ。閉めた扉の隙間から、叫び声が幾つも聞こえてくる。

「すまんな、ラドム伯」

　と陛下はやはり座り込んだままのラドム伯にそうお告げになった。

「せっかくの進言だが、すぐに軍を、というのは難しくなった」

「それは──そう、でしょうな」

　ラドム伯は頷うなずきながらようやく、立ち上がって服についた埃ほこりを払う。

「お心遣い、感謝の極みにございます、陛下。とりあえずは私めも、コルドバル卿きよう共々城下町の様子を見に参ります。必要ならば民の手助けを」

「頼む」

　陛下は頷かれ、我々は揃そろって一礼した。
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　二十一世紀──初頭。

　中国の人間のＤＮＡへの遺伝子組み換え実験、アメリカでの遺伝子組み換え鮭さけの食用認可、等々……さまざまな方面から遺伝子操作に関する障壁が取り除かれ、机上の空論や実験室の試験管の中だけでなく、ゆっくりとではあるが、『遺伝子レベルで人間の手が加わった生命』が世界に溢あふれ始めた。

　さらに二十一世紀──後半。

　微細機械技術ナノテクノロジーも二十一世紀から二十二世紀にかけて、めざましい進歩を遂げた。

　かつて驚異的な速度で進歩を遂げた宇宙開発技術が、主に予算と政治の面から急速にその発達速度を鈍化させたのと同様……電子工学技術は量子コンピュータの出現によってむしろ頭打ちとなり、代わりに、世界経済や食糧事情、医療、その他、幾つかの切実な理由から、遺伝子工学と微細機械工学が、大量の資金と人員を投入され、猛烈な勢いで加速的に進歩していった。

　そして……二十二世紀半ば。

　すでに遺伝子操作に対して抵抗感を持つ世代はほぼこの世を去り、遺伝子操作された食材で育った世代が、世界を動かし始めた時代。

　ついに、人間は遺伝子操作による既存生命種の『改良』ではなく、微細機械技術を併用した、新生命種の『創造』を開始する。

　そもそも、分子レベルで見れば、生命の細胞と、微細機械との間にそれほどの差があるわけではない。十分に発達した微細機械と生物の細胞を組み合わせて新しい生命体を作り出すことは、むしろ技術の発達に伴って当然の目標とされていった。

　そして──

　かつて『鉄腕アトム』を見て育った世代が、二足歩行ロボットＡＳＩＭＯを作り出したように、ロボット・アニメを見て育った人々が二本の『腕』を持った重機を開発したように、あるいは『宇宙の戦士』を読んで育った人々が、当然のように装甲強化服パワードスーツを生み出して軍用に使い始めたように……技術者達の目標は常に幼い頃の『浪漫』と共にあった。

　新しい生物を創造するというのならば、かつて子供の頃に童話で、あるいは漫画やアニメや映画で見た、空想の動物を作り出してみたい、技術者達がそう考えるのは、ある種、当然だった。

　ドラゴン。ユニコーン。マンドラゴラ。チョ●ボ。ピカ●ュウ。コマ●ん。

　かつては創作物の中にしか生存を許されていなかった幻想生物達が、遺伝子工学と微細機械技術ナノテクノロジーによって、現実の中に居場所を与えられ、それは人類社会の中で一定の役割を果たすようになる。そうした動きは人々の『人造生物』に対する忌避感を和らげ、そしてさらに一部の先鋭的な価値観を持つ人々の暴走とも言うべき『英断』により──とうとう、人間に類似の生命までもが作り出されるようになった。

　エルフ。ドワーフ。ウェアウルフ。ウェアタイガー。ウェアベア。リザードマン。

　あくまで人造生物であるという『区別』のための徴しるしとして、ある種の『異い形ぎよう』を与えられた人型生物達。彼らは介護用から軍用まで、幅広い分野での需要を満たし、増産に次ぐ増産で、瞬く間に億を超える数にまで増えていった。

　変革は他にもあった。

　二十三世紀、情報ネットワークは電線や光ファイバーから、微細機械による複合方式を併用した通信に変わっており、文字通りそれは『網ネツト』というより世界を覆う『雲クラウド』のようなものに変わっていった。

　これに効率よくアクセスできるための機能を組み込まれた人造人間種が、エルフやドワーフであり、その一方で軍用に身体能力を強化されたのが、ウェアウルフやリザードマンといった半獣人型の人造人間だった。

　人造人間はＢＯＵ──バイオニック・オーガノイド・ユニットと呼ばれ、人々の生活にはなくてはならない存在となる。

　だが……それは新たな争いごとの火種にもなった。

　ＢＯＵの『人権』を主張する人々と、各種利権に絡んだ国家や企業体との争いが生じ、さらにそこに旧来から続く宗教関係の争いが混じって……世界は繁栄の裏で、静かに、混迷を深めていく。

　ＢＯＵの権利を主張する人々により、繁殖能力を持ったＢＯＵが試験的に一定数作り出されたとき、これを『暴挙』として非難する人々が、ＢＯＵを私刑にかけて殺すという事件が頻発……世界各地でＢＯＵを含めた暴動が発生。

　すでに土地や水や食料を巡って争う必要などなかったはずの人類は、純然たる主義主張の違いから戦争を始めてしまい、戦火は世界中に拡大していった。

　それはつまり『正義』と『正義』のぶつかり合いだった。

　そう。飢餓や貧困が根絶されても、結局、戦争はなくならなかったのだ。

　人間は、満たされれば満たされたで、餓えていたときにはどうでも良かったことにこだわり始める。

　ゲームで勝つためにゲームの外で実際に人を殺すゲーマー、レアものを手に入れるために強盗殺人に走るコレクター、ネット上で他人を誹ひ謗ぼう中傷し自殺に追い込むことを無上の喜びと感じる自称『正義の味方』……そういう連中は、二十一世紀の世界にもいた。

　餓えや貧困の代わりに、主義主張の違いを許せない、自分と違う価値観を持っている奴らが不愉快だ──そういう理由で人は人を殺す。殺すことができる。自分の価値観を満足させるためになら、違う価値観の奴らは死んだっていい、鬱陶しいから、むしろ殺せるなら殺して除のけてしまいたい……そう考えてしまう。

　そういう人間の本性が、露あらわになってしまったということだろう。

　そして──世界はひたすら混迷を深めていく。

　国家が乱立し、崩壊し、企業が勃興し、滅亡し、宗教が生まれ、消えて、もう何が何だかよく分からない世界になっていく。情報は微細機械によるクラウドから溢あふれ出るほどに錯さく綜そうし、人々の理解をとっくに超えて──

　…………

「この施設は北米共同体が保有していた軍用ＢＯＵの生産工場だ」

　巨大な遺伝子工学用の設備を背にして、テレジアは言った。

「あの、ちょっと、ちょっと待って？」

　僕はそう言って彼女の話をいったん止めると、美み埜の里りさん達の方を振り返って言った。

「あの、僕の気のせいかもしれませんけど」

「何が？」

「今の話で、アメリカとか、中国とか、二十一世紀とか、そういう言葉が出てきませんでしたっけ？」

「安心して、私も聞いたから」

　と頷うなずく美埜里さん。

「そうかぁ……こっちの世界にも、アメリカとか中国とか、そういう名前の国があったんですねえ。すごい偶然ですよこれは、あはははははは」

「……慎しん一いちさん」

　ジト目で僕を睨にらみながら光流ヒカルさんが言った。

「苦しいごまかしとかやめて、現実を見据えてください」

「…………」

　僕は虚うつろな笑顔のまま、固まる。

　アメリカ。中国。二十一世紀。

　遺伝子工学。微細機械。

　…………

　ドラゴンは遺伝子工学と微細機械技術ナノテクノロジーによって作られた人造生物で。

　亜人種もやっぱり遺伝子工学と微細機械技術によって作られた人造生物で。

　しかも──

「つまり、魔法も、実際には浮遊性のナノマシンによるもの、ということね」

　僕の想像を代弁するように美埜里さんが言った。

　僕らが精霊、と思っていたものは、世界中に大量散布され、さらには野生化したナノマシンなのだ。実体のないものじゃない。目にこそ見えないが、バリバリに実体のある、科学技術で造られた機構なのだ。

　だから、このナノマシンが超空間通路を介して日本側に漏れるなんて事態になった。

「汎用ナノマシンは、人口密度の高いところに集中するように機能付けされている」

　とテレジアは言う。

　もともと、ナノマシンはネットワークのためのものだったわけで。

　で──情報の流通量は当然、人口密度が高いところになればなるだけ増える。それに柔軟に対応できるように、情報の多い場所に、ナノマシン自体が集まるような性質を最初から与えられていたのだ。

　で、この異世界と二十一世紀の日本だと、人口密度が明らかに後者の方が上だ。だから超空間通路で繫つながった結果、日本側への精霊の大量流出を招くことになった。

「……あ」

　そういえば。

　僕がミュセル達と『里帰り』していたとき。

　東京で、映画みたいなカーチェイスをしたけれど……あのとき、精霊瓶も、魔法石も使わない状態だったにもかかわらず、何故か魔法が使えた。

　あれは、日本側に流出したマイクロマシン＝精霊が、より人口密度が高い場所、つまり東京を目指して移動していたからか。

　…………

　ああああ!?

　いろいろと辻つじ褄つまが合っちゃってる!?

　ということはやっぱり……

「ここって異世界じゃなくて……」

「たぶん、未来世界ですね。五千年後か、一万年後かは、知りませんが」

「…………」

　光流ヒカルさんの言葉を聞きながら──僕の脳裏には授業で使った『特撮ドラマ・烏イ賊カの軍団』のテーマソングが流れていた。
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　まあそんなこんなで。

　衝撃の事実にしばらく僕は頭を抱えていたのだけれど。

「あの……」

　ふと声を上げたのは、ミュセルだった。

「聞いていいですか？」

「…………」

　テレジアは胡う乱ろんなものを見るような目で、ミュセルを眺める。

　彼女の説明だとミュセルも半分そのＢＯＵとかいう人造生物だったりするので、僕達人間に対するものとはとるべき態度が違う、ということなのかもしれない。

「あの、僕からもお願い。聞いてあげて？」

　と僕がテレジアに言うと、彼女は溜ため息いきをついて頷うなずいた。

「なんだ？」

「細かいところはよく分からなかったですけれど──」

　とミュセルはおずおずとした口調で言う。

　彼女はおそらくこの異世界の住人の中では、最も堪能に日本語を扱える存在だろう。実際、うちの実家に来たときも、普通にうちの家族と話していたし。だからこそ専門用語や特殊用語は分からないまでも、僕達が喋しやべっていることの意味が大まかには理解できたようだった。

「ひょっとして、テレジアさんは、その、勝手にバハイラムの人達がこの施設を掘り起こして利用したから、怒って地震を起こしたり、街を焼いたりしたんですか？」

「……わざわざそんな真似をしてどうすんだよ？」

　とテレジアは言った。

「確かに俺はこの施設の管理責任者として野良のＢＯＵを排除はしたし、野良のＢＯＵ達が再び近づいてこないように空戦用ＢＯＵを十個体ばかり起動させて警備任務に投入はしたけどな。それは俺の制御下にない存在を、この施設内で好き勝手にさせてんのは、危険だからだよ」

　まあ、筋は通っている。

　管理責任者が久々に来てみたら、工場の中に野良猫やら野良犬やらがうろうろしていたら、そりゃ追い出すよな。機械がまだ動くようならなおさら、保全のためにも。

　テレジアにとってみれば、たぶん、野良の……管理下にないＢＯＵは、犬や猫と同じなのだ。でも──

「街を焼いた、というのはあの火柱のことか？」

　テレジアは顔をしかめて言った。

「なら、あれも俺のしたことではない。地震も同じだ。原因がこの施設にあるのはその通りだが、元はといえば、野良のＢＯＵどもが、よく分からないままに勝手にいろいろとこの施設を弄いじったからだ」

「へ……？」

　そういえば、この施設──〈竜の巣〉は、バハイラムの軍隊が押さえて、中から生まれたばかりの竜を運び出して使っていたんだった。彼らがどこまでこの施設の正体について知っていたかは分からないけれど、『竜を生み出す装置』であるぐらいのことは理解していた可能性がある。第二階層まではバハイラムの連中も入り込んでいなかったらしいから、亜人種の生産施設までは見ていない。つまりここがどれだけ洒しや落れにならない場所かということに、彼らは想像力を及ぼすことができなかった。

　で──彼らは考えるわけだ。

　より多く、より早く、竜を『生産』できないのか、と。

　そう考えてよく分からないままに、彼らはこの施設の機械を弄いじり倒したのだろう。あるいは、試行錯誤の末に、ある程度までは操作方法を理解していたのかもしれない。

　だが中途半端な理解で精密機械を弄るのは、けっこう、危険だ。

　実際──

「非常信号を受けて俺が再起動したときには、すでに反応炉は暴走を始めていた」

「へ？　反応炉って……」

　なんだか、今、すんごく危険ヤバげな一言を聞いたような。

「施設の破壊を防ぐために、余剰のエネルギーを幾つかの方法で放出しただけだ。地震でかなり放出したのだが、それでも一時しのぎにしかならないのでな、熱を直接、外部に放出した結果、火柱が生じてしまったわけだが」

　まるで日常業務を説明するみたいな平然とした口調でテレジアが言う。

　けれど──

「いや、ちょっと待って。今、暴走って言った？」

「言った。暴走している。今も」

　テレジアはあっさりそんなことまで言ってきた。

「ちょっと待って、暴走してるって──じゃあ、このままだと？」

　さすがに美み埜の里りさんも黙っていられなくなったのか、僕の横からそう尋ねる。

「エネルギーの安全な放出にも限度がある。いずれ追いつかなくなり、反応炉が爆発するだろうな」

「ちょっ……」

　反応炉、というからにはたぶん、核分裂とか核融合とか、あるいはもっと別の何かなのか、とにかく地熱発電だの風力発電だの、壊れたらただ停とまるだけ、の発電方法でないことは分かる。ああ、でも核融合は制御できなくなったらむしろ勝手に停まるんだっけ？　その辺は僕もさすがにうろ覚えなんだけど。

「あの、その場合、具体的な被害は……？」

　びびりまくりながらも尋ねる僕。

　ひょっとして今すぐ逃げないと、僕ら、蒸発とかしちゃうんじゃ……？

「そうだな」

　首を傾かしげてテレジアは何か計算しているみたいだったけど。

「レベル２クラスの対消滅炉だからな……軌道国家連合から供給された鏡像物質の備蓄は戦略物資指定の規模だったはずで。その半分が消費されていたとしても……制御を失えば、半径千キロ程度は焦土と化すだろう」

「──！」

　対消滅炉。

　対消滅というのは、物質と鏡像物質──反物質が接触したときに生じる現象で、すべての質量がエネルギーに変換される。言ってみれば究極のエネルギー生成方法だ。

　ＳＦの最終兵器としてよく出てくる反物質爆弾だの反陽子弾だのが、この対消滅現象を利用した兵器だったはず。

　確か一グラムの物質と一グラムの反物質を対消滅させた場合に生じるエネルギーが、広島や長崎に落とされた原子爆弾の三倍かそこらだとどこかで読んだ覚えがあるけれど──もし、この施設の対消滅炉が数百キログラム単位で反物質を持っていたら、水爆と比べてさえ何倍、いや、何十、何百倍も上の破壊力が炸さく裂れつすることになるわけで。

　下手をするとバハイラムどころか、エルダントまで洒しや落れにならない被害を受ける可能性がある！　──っていうか地球が危なかったりしないか、それ!?

「ど、ど、どうすんの、それ!?」

　というか、たかが生物兵器の工場に、なんでそんな規模の反応炉があるんだよ!?

「俺にはどうにもなんねえよ」

　テレジアは肩を竦すくめて首を振った。

「野良のＢＯＵが持ち出したのか、あるいはなんらかの理由で俺が眠っている間に持ち出されたのか……暴走する対消滅炉に近づいて作業するための装備が無ねぇんだよ。現状の対消滅炉周辺の熱量じゃ、生物だろうと、俺のような複製体だろうと、近づけば、数秒で発火しちまう。燃えながら作業をするとしても、おそらく、十秒が限界といったところだな。およそ現実的じゃあねえな」

「…………」

　僕は──というか光流ヒカルさんも美み埜の里りさんも、言葉が出ない。

　危ないとか危なくないとかそういうレベルの話じゃない。それこそ溶鉱炉の中に生身で飛び込むようなものだ。

「だからお前を連れてきてんだよ」

　テレジアは、改めて僕の顔を覗のぞき込むようにして言った。

「この場にお前がいてくれたことは、非常な幸運だ、加か納のう慎しん一いち」

「……はい？」

　唐突にご指名を受けて目をぱちくりさせる僕。

　いや。ちょっと待って。

　下手すりゃ地球最後の日、みたいな話になってるのに、僕なんかお呼びでないでしょ？　自慢じゃないけど、運動能力も知能も学校の成績も僕って平均以下だよ!?

　誰かと勘違いしてない？

　僕はそう思ったのだけれど──

「お前なら、対消滅炉を停とめることができるはずだ」
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　戸惑う僕の鼻先に、指を突きつけてテレジアははっきりと、そう言った。





（つづく）
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あとがき




　どうも、小説屋の[image: ]です。

　最近はたまにラノベ以外もやるようになってきたので、いつもの肩書きの『軽』はとってみたり。まあそもそもゲームやアニメのシナリオにも嚙んでたりするので『小説屋』というのも微妙になってきてますが。『お話屋』や『物語屋』というのも変だしなあ。

　要一考です。




　それはさておき、『アウトブレイク・カンパニー』15巻であります。

　何というか、えらく14巻から間が開いてしまったというか、刊行予定に載りつつ延期というのを三度か四度繰り返してしまいました……

　ちと事故（文字通りの意味で）が起こりまして、担当さんが入院したり、手術したり、各種連絡がとれなくなったり、私は私で階段から落ちた挙げ句にレントゲンで『肘に異状がある』とか何とかでドクター・ストップかかったりとか、色々重なりまして、こんな事に。勿論、新刊を待ってくださっている読者の方々には何の関係もない話なのですが……とにかく、大変申し訳ありません。




　前々からちょろちょろと伏線は張ってきましたが、15巻はその辺を色々回収し始めております。巻をまたぐ伏線というのは何というか「本当に回収出来るのかこれ？」とか不安になる事も多いだけに、私的には色々回収出来たのは、大変嬉しかったり。

　特に『日本編』でカーチェイスの際、場に魔力が殆ど無い筈の秋葉原付近で魔法が使えた理由とか……地味すぎて伏線として機能してない様な気さえしましたが、かといって放置したままなのは寝覚めが悪いし。




　ともあれ──

　なんだかんだで15巻は前後編、しかも最終巻も視野に入ってきたという事で、出来れば次の巻、次の次の巻は何とか早めに出したいと考えておりまする。はい。




　ではでは、読者の皆様におかれましては、最後までおつきあいいただければ幸いでありまする。また次の巻でお会いしましょう！





２０１６年５月26日
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本作品は、二〇一六年七月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







アウトブレイク・カンパニー

萌もえる侵しん略りやく者しや15




二〇一六年八月一日発行

[image: ]さかき一いち郎ろう

©Ichiro Sakaki 2016


発行者　清水保雅

発行所　株式会社講談社

　　　　東京都文京区音羽二‐一二‐二一

　　　　〒112-8001






◎本電子書籍は、購入者個人の閲覧の目的のためにのみ、ファイルの閲覧が許諾されています。私的利用の範囲をこえる行為は著作権法上、禁じられています。


16J0622E

01





item/image/ring.jpg





item/image/p162.jpg





item/image/cover.jpg
s
o
E.
-

[+}

1
&
;
A






item/image/p006-008.jpg
= L.LT“ P_: +9 v@ok
e b &1
e ~%

nn.m.ﬂ,rohq

2R i L
=4

uriy _AZ/
L'






item/image/profile.jpg
Wi —BR @nzns353)

..........................................................

BS [IN\SREl Z2F%5. SAM/RNIVERR
T BER.
EFREEIC[RISYTIR-FUIER]|VU—
A [RARVA ST Ty MU= 1B
EDOFvAHl VU—-X (BXRI7V9I7
XE). [MEEFRRUIT=AH JULYYV]
YU—-X(GAXE). [EDTHYIR|YU—
A, [ZDB. BEEN “A”|YU-X(T7=
BYE) BESH,

Illustration

W—IFh ®—iFr)

FEEHS., RR#FEE. 3H8HEFN.
ASAMV—9—, RERF+ST79—FY
A4F—,

OREDERER [VI4—DF FUI~F
BEBADOHEME~(F¥S579—FTA
NA—I-FIES—LA)[TVLTU—
FIAIE Fv35399-FH1)] (XD
D17 -IZvIR). [TL14LEERTE]
(F—N—-3 v FXE). [Ty V] (BEXE).
L3V 31EH,

By vy9— — @Yuugen_ 99

ASANW—Fh FHAY  AYATTST4TR





item/image/p230.jpg





item/image/p304.jpg





item/image/p308.jpg
TFVITE7uy

THgICIBDA TNz 1& HBEBSTTH.
BEE#EINTE Y. ZTHHESEHAIC
HHOTWBEVSRETEH
BELAVHIERWLE LT,

TRV ERIThEEWIECET,
TSETIVEDIN—YIC '
JI)TIN—YEIZDAGRELC T,
(DLEBYEL>TEHHE)

ﬁuf/am/&/”,my @VZ(W






item/image/kd806222_title.jpg
PORITLALT « AV IN=—
HHA SEEE15

i — 3

¢

BRES /RN E





item/image/p305.jpg





item/toc.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		奥付













Guide





		目次













item/image/p021.jpg





item/image/p003-005.jpg





item/image/cid2135.png





item/image/p002.jpg





item/image/p001.jpg





item/image/p089.jpg





